
次回定例会の傍聴ご案内
９月を予定しています。日程につい
ては、広報無線、佐々町公式ホーム
ページでお知らせします。
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誌
日
会
議

　
佐
々
町
議
会
議
員
と
な
り
一
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
温
か
い
お
声
掛
け
や

ご
支
援
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
一
年
多
く
の

方
と
の
出
会
い
や
地
域
活
動
を
通

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
お

聞
き
し
、
学
び
と
気
づ
き
の
多
い

日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
に
は
大
切
に
し
て
い
る
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

　「
野
に
咲
く
花
も
、
花
壇
に
咲
く

花
も
、
精
一
杯
咲
い
て
こ
そ
美
し

い
」　
学
生
時
代
に
恩
師
に
い
た
だ

い
た
言
葉
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
輝

け
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の

思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
初
心
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
皆
さ
ま
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

中
川
　
由
美
恵

【
４
月
】

２
日

　
議
会
広
報
委
員
会

９
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
広
報
委
員
会 

21
日

　
議
会
広
報
委
員
会

22
日

　
議
会
運
営
委
員
会

【
５
月
】

８
日

　
議
員
懇
談
会

15
日

　
産
業
建
設
文
教
委
員
会

19
日

　
総
務
厚
生
委
員
会

21
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
第
２
回
臨
時
会

　
総
務
厚
生
委
員
会

　
議
会
広
報
委
員
会

26
日

　
全
国
町
村
議
会
議
長
・
副

　
議
長
研
修
会（
東
京
国
際

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ル
Ａ
）

29
日

　
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促

　
進
期
成
会
定
期
総
会

【
６
月
】

２
日

　
東
彼
杵
道
路
建
設
促
進
期

　
成
会
定
期
総
会

８
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
議
員
懇
談
会

　
総
務
厚
生
委
員
会

　
産
業
建
設
文
教
委
員
会

10
日

　
議
会
広
報
委
員
会

17
日

　
議
会
運
営
員
会

　
６
月
定
例
会（
１
日
目
）

18
日

　
６
月
定
例
会（
２
日
目
）

19
日

　
６
月
定
例
会（
３
日
目
）

　
全
員
協
議
会

６月定例会の傍聴者数は
延べ26人でした。

つ
ぶ
や
き

　　議員または職員個人
 に関する記事はご遠慮く
 ださい。

募
集
内
容

募
集
内
容

gikai@town.saza.lg.jp
0956－62－3178

№
15
9

№
15
9 議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

さ
ざ

発
行

日
／

2
0

2
6

年（
令

和
8

年
）８

月
１

日
　

編
集

／
佐

々
町

議
会

／
議

会
広

報
委

員
会

　
発

行
責

任
者

／
議

長
 川

副
　

剛
　

佐
々

町
本

田
原

免
1

6
8
-2

　
☎

6
2

-2
1

0
1

佐
々
町
議
会
だ
よ
り
H
P

Q
R
コ
ー
ド

私
た
ち
の
研
修
日
記
♫

佐
々
小
５
・
６
年
生
に
よ
る

大
迫
力
の
ソ
ー
ラ
ン
節

　佐々町議会では、年４回「議会だより」を発行しています。町民のみなさまとのコミュニケーションツ
ールとしての役割を持てるように、町民のみなさまのご意見をお聞かせいただき、今後の議会活動等に反
映したいと思っています。
　また、子どもの笑顔をテーマとした表紙写真もあわせて募集します。多くの方のご応募をお待ちしています。

①議会だよりの感想（800字以内）
②町政に対する提案（800字以内）

③住所、氏名、電話番号を明記してください。
④文字数を超過した場合は制限数でカットするか、掲載
　を見送ることがあります。
※持参、郵送、ファックスで下記のあて先へお願いします。

今回から文字数を見直しています！（150字程度→800字以内）今回から文字数を見直しています！（150字程度→800字以内）
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■ 

日

　時

　

令
和
８
年
７
月
２
日（
木
）

■ 

場

　所

　長
崎
県
市
町
村
会
館
６
階
大
会
議
室

■ 

参
加
者

　
永
田 

勝
美
、
横
田 

博
茂
、
山
之
内 

英
樹
、
中
川 

由
美
恵
、

　
井
上 

智
恵
美
、
黒
田 

龍
之
介
、
棚
橋 

優
汰 

計
７
名
と
議
会
事
務
局
２
名

１
．
地
方
議
員
の
た
め
の
安
全
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
と
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

■ 

研
修
内
容

１
．
議
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
の
ポ
イ
ン
ト

２
．
炎
上
や
誤
情
報
を
防
ぐ
安
全
な
情
報
発
信

３
．
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
情
報
整
理
・
文
章
作
成
・
政
策
立
案

４
．
Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
議
員
の
情
報
発
信
力

■ 

研
修
概
要

　
議
員
活
動
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
役
割
や
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
・
政
策
立
案
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
町
民
と
の
距
離
を

縮
め
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
一
方
、
誤
っ
た
情
報
や
誤
解
を
招
く
表
現
は
信
頼

を
損
な
う
た
め
、
正
確
性
と
責
任
あ
る
発
信
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
業
務
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
情
報
整
理
や
ア

イ
デ
ア
創
出
に
も
役
立
つ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
も
適
切
な
情
報
発
信
と

新
し
い
技
術
の
活
用
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
議
会
活
動
を

伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

所

　感

　
本
研
修
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
に
伴
う
リ
ス
ク
や
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
の
基
本
に
つ

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。
内
容
は
基
礎
的
な
も
の
で
し
た
が
、
議
員
と
し
て
正

確
で
責
任
あ
る
情
報
発
信
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
Ａ
Ｉ
も

適
切
に
活
用
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
山
之
内 

英
樹
）

２
．
役
所
を
動
か
す
質
問
の
仕
方
〜
準
備
・
提
案
・
追
跡
の
実
践
〜

■ 

研
修
内
容

１
．
行
政
を
動
か
す
一
般
質
問
の
組
み
立
て
方

２
．
事
前
準
備
・
情
報
収
集
・
根
拠
の
重
要
性

３
．
政
策
提
案
に
つ
な
が
る
質
問
と
対
話
の
進
め
方

４
．
質
問
後
の
検
証
・
追
跡
に
よ
る
政
策
実
現

■ 

研
修
概
要

　
一
般
質
問
は
行
政
を
追
及
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

政
策
提
案
の
場
で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
十
分
な
事

前
調
査
と
根
拠
に
基
づ
い
た
質
問
を
行
い
、
質
問
後
も
継
続
し
て
経
過
を
確
認

す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
声
を
丁

寧
に
受
け
止
め
、
実
現
可
能
な
提
案
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■ 

所

　感

　
講
義
い
た
だ
い
た
の
は
、
元
廿
日
市
副
市
長
を
さ
れ

て
い
た
方
で
、
実
際
の
経
験
を
基
に
、
執
行
側
が
私
た

ち
の
一
般
質
問
を
受
け
た
際
に
思
う
こ
と
や
、
執
行
側

の
動
き
な
ど
も
交
え
て
、
一
般
質
問
の
役
割
や
構
造
、

準
備
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
一
般
質

問
の
大
切
さ
や
、
意
義
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
次
の
一
般
質
問
に
活
か
せ
る
よ
う
に
、
準
備
段
階

か
ら
し
っ
か
り
こ
の
講
義
を
振
り
返
り
な
が
ら
行
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
！
　
　
　
　   

（
井
上 

智
恵
美
）

市
町
村
議
会
議
員
研
修【
３
日
間
コ
ー
ス
】

■ 

日

　時

　
令
和
８
年
５
月
11
日（
月
）〜
13
日（
水
）

■ 

場

　所

　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
究
所
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
（
滋
賀
県
大
津
市
）

■ 

参
加
者

　
中
川 

由
美
恵
、
黒
田 

龍
之
介
、
棚
橋 

優
汰

【
一
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
地
方
自
治
制
度
の
基
本

・
地
方
議
会
制
度
に
つ
い
て

■ 

研
修
概
要

　
地
方
自
治
制
度
や
議
会
制
度
の
基
本
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
人
口
減
少
が

進
む
中
、
自
治
体
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
や
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
効

率
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
二
元
代
表
制

に
お
け
る
議
会
の
役
割
や
行
政
へ
の
監
視
機
能
、
住
民
の
声
を
町
政
へ
反
映
す

る
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
一
般
質
問
や
議
会
活
動
に
必

要
な
基
礎
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

■ 

所

　感

　
住
民
に
伝
わ
る
議
会
広
報
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
読
み
や
す

さ
だ
け
で
な
く
、
議
会
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
工
夫
を
学
び
、
佐
々
町
の
議

会
だ
よ
り
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。      

（
棚
橋 

優
汰
）

【
二
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
地
方
議
会
と
自
治
体
財
政

・
条
例
と
政
策
の
審
査
・
立
案

・
条
例
演
習
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

■ 

研
修
概
要

　
自
治
体
財
政
で
は
、
予
算
を
金
額
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
内

容
や
費
用
対
効
果
、
将
来
的
な
維
持
管
理
費
ま
で
見
据
え
て
審
査
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
立
案
で
は
住
民
目
線
に
立
ち
、
地
域
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
実
効
性
の
あ
る
政
策
づ
く
り
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誹
謗
中
傷
防
止
・
被
害
者
支

援
条
例
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
議
員
と
意
見
交
換
を
行
い
、
多
様
な
視
点
か

ら
条
例
の
あ
り
方
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

所

　感

　
自
治
体
財
政
や
条
例
制
定
に
つ
い
て
学
び
、
議
員
に
は
予
算
や
条
例
の
背
景

を
十
分
に
理
解
し
、
住
民
目
線
で
費
用
対
効
果
や
将
来
へ
の
影
響
を
見
極
め
る

視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
議
員
と
の
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
多
様
な
考
え
方
や
地
域
ご
と
の
課
題
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
に
は
な
い
視
点
を
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　   

（
黒
田 

龍
之
介
）

【
三
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
こ
れ
か
ら
の
地
方
議
員
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

■ 

研
修
概
要

　
地
方
議
員
に
は
、
地
域
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、
住
民
と
と
も
に

解
決
へ
向
け
て
行
動
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
戦
略
性
と
継
続
性
を
持
っ
て
小
さ
な
取
組
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
三
日
間
の
研
修
を
通
じ

て
得
た
知
識
や
全
国
の
議
員
と
の
交
流
を
、
今
後
の
議
会
活
動
や
政
策
提
案
に

生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

所

　感

　
三
日
間
の
研
修
で
得
た
知
識
や
事
例
を
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
、
住
民

に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
情
報
発
信
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
び
を

実
践
に
つ
な
げ
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。（中

川 

由
美
恵
）

研 

修 

報 

告

研 

修 

報 

告
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■ 

日

　時

　

令
和
８
年
７
月
２
日（
木
）

■ 

場

　所

　長
崎
県
市
町
村
会
館
６
階
大
会
議
室

■ 

参
加
者

　
永
田 

勝
美
、
横
田 

博
茂
、
山
之
内 

英
樹
、
中
川 

由
美
恵
、

　
井
上 

智
恵
美
、
黒
田 

龍
之
介
、
棚
橋 

優
汰 

計
７
名
と
議
会
事
務
局
２
名

１
．
地
方
議
員
の
た
め
の
安
全
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
と
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

■ 

研
修
内
容

１
．
議
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
の
ポ
イ
ン
ト

２
．
炎
上
や
誤
情
報
を
防
ぐ
安
全
な
情
報
発
信

３
．
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
情
報
整
理
・
文
章
作
成
・
政
策
立
案

４
．
Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
議
員
の
情
報
発
信
力

■ 

研
修
概
要

　
議
員
活
動
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
役
割
や
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
・
政
策
立
案
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
町
民
と
の
距
離
を

縮
め
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
一
方
、
誤
っ
た
情
報
や
誤
解
を
招
く
表
現
は
信
頼

を
損
な
う
た
め
、
正
確
性
と
責
任
あ
る
発
信
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
業
務
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
情
報
整
理
や
ア

イ
デ
ア
創
出
に
も
役
立
つ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
も
適
切
な
情
報
発
信
と

新
し
い
技
術
の
活
用
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
議
会
活
動
を

伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

所

　感

　
本
研
修
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
に
伴
う
リ
ス
ク
や
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
の
基
本
に
つ

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。
内
容
は
基
礎
的
な
も
の
で
し
た
が
、
議
員
と
し
て
正

確
で
責
任
あ
る
情
報
発
信
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
Ａ
Ｉ
も

適
切
に
活
用
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
山
之
内 

英
樹
）

２
．
役
所
を
動
か
す
質
問
の
仕
方
〜
準
備
・
提
案
・
追
跡
の
実
践
〜

■ 

研
修
内
容

１
．
行
政
を
動
か
す
一
般
質
問
の
組
み
立
て
方

２
．
事
前
準
備
・
情
報
収
集
・
根
拠
の
重
要
性

３
．
政
策
提
案
に
つ
な
が
る
質
問
と
対
話
の
進
め
方

４
．
質
問
後
の
検
証
・
追
跡
に
よ
る
政
策
実
現

■ 

研
修
概
要

　
一
般
質
問
は
行
政
を
追
及
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

政
策
提
案
の
場
で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
十
分
な
事

前
調
査
と
根
拠
に
基
づ
い
た
質
問
を
行
い
、
質
問
後
も
継
続
し
て
経
過
を
確
認

す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
声
を
丁

寧
に
受
け
止
め
、
実
現
可
能
な
提
案
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■ 

所

　感

　
講
義
い
た
だ
い
た
の
は
、
元
廿
日
市
副
市
長
を
さ
れ

て
い
た
方
で
、
実
際
の
経
験
を
基
に
、
執
行
側
が
私
た

ち
の
一
般
質
問
を
受
け
た
際
に
思
う
こ
と
や
、
執
行
側

の
動
き
な
ど
も
交
え
て
、
一
般
質
問
の
役
割
や
構
造
、

準
備
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
一
般
質

問
の
大
切
さ
や
、
意
義
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
次
の
一
般
質
問
に
活
か
せ
る
よ
う
に
、
準
備
段
階

か
ら
し
っ
か
り
こ
の
講
義
を
振
り
返
り
な
が
ら
行
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
！
　
　
　
　   

（
井
上 

智
恵
美
）

市
町
村
議
会
議
員
研
修【
３
日
間
コ
ー
ス
】

■ 

日

　時

　
令
和
８
年
５
月
11
日（
月
）〜
13
日（
水
）

■ 

場

　所

　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
究
所
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
（
滋
賀
県
大
津
市
）

■ 

参
加
者

　
中
川 

由
美
恵
、
黒
田 

龍
之
介
、
棚
橋 

優
汰

【
一
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
地
方
自
治
制
度
の
基
本

・
地
方
議
会
制
度
に
つ
い
て

■ 

研
修
概
要

　
地
方
自
治
制
度
や
議
会
制
度
の
基
本
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
人
口
減
少
が

進
む
中
、
自
治
体
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
や
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
効

率
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
二
元
代
表
制

に
お
け
る
議
会
の
役
割
や
行
政
へ
の
監
視
機
能
、
住
民
の
声
を
町
政
へ
反
映
す

る
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
一
般
質
問
や
議
会
活
動
に
必

要
な
基
礎
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

■ 

所

　感

　
住
民
に
伝
わ
る
議
会
広
報
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
読
み
や
す

さ
だ
け
で
な
く
、
議
会
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
工
夫
を
学
び
、
佐
々
町
の
議

会
だ
よ
り
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。      

（
棚
橋 

優
汰
）

【
二
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
地
方
議
会
と
自
治
体
財
政

・
条
例
と
政
策
の
審
査
・
立
案

・
条
例
演
習
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

■ 

研
修
概
要

　
自
治
体
財
政
で
は
、
予
算
を
金
額
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
内

容
や
費
用
対
効
果
、
将
来
的
な
維
持
管
理
費
ま
で
見
据
え
て
審
査
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
立
案
で
は
住
民
目
線
に
立
ち
、
地
域
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
実
効
性
の
あ
る
政
策
づ
く
り
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誹
謗
中
傷
防
止
・
被
害
者
支

援
条
例
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
議
員
と
意
見
交
換
を
行
い
、
多
様
な
視
点
か

ら
条
例
の
あ
り
方
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

所

　感

　
自
治
体
財
政
や
条
例
制
定
に
つ
い
て
学
び
、
議
員
に
は
予
算
や
条
例
の
背
景

を
十
分
に
理
解
し
、
住
民
目
線
で
費
用
対
効
果
や
将
来
へ
の
影
響
を
見
極
め
る

視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
議
員
と
の
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
多
様
な
考
え
方
や
地
域
ご
と
の
課
題
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
に
は
な
い
視
点
を
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　   

（
黒
田 

龍
之
介
）

【
三
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
こ
れ
か
ら
の
地
方
議
員
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

■ 

研
修
概
要

　
地
方
議
員
に
は
、
地
域
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、
住
民
と
と
も
に

解
決
へ
向
け
て
行
動
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
戦
略
性
と
継
続
性
を
持
っ
て
小
さ
な
取
組
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
三
日
間
の
研
修
を
通
じ

て
得
た
知
識
や
全
国
の
議
員
と
の
交
流
を
、
今
後
の
議
会
活
動
や
政
策
提
案
に

生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

所

　感

　
三
日
間
の
研
修
で
得
た
知
識
や
事
例
を
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
、
住
民

に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
情
報
発
信
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
び
を

実
践
に
つ
な
げ
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。（中

川 

由
美
恵
）

研 

修 

報 

告

研 

修 

報 

告



佐々町議会だより　第159号（令和８年８月１日） ２17 佐々町議会だより　第159号（令和８年８月１日）3

■ 

日

　時

　

令
和
８
年
７
月
２
日（
木
）

■ 

場

　所

　長
崎
県
市
町
村
会
館
６
階
大
会
議
室

■ 

参
加
者

　
永
田 

勝
美
、
横
田 

博
茂
、
山
之
内 

英
樹
、
中
川 

由
美
恵
、

　
井
上 

智
恵
美
、
黒
田 

龍
之
介
、
棚
橋 

優
汰 

計
７
名
と
議
会
事
務
局
２
名

１
．
地
方
議
員
の
た
め
の
安
全
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
と
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

■ 

研
修
内
容

１
．
議
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
の
ポ
イ
ン
ト

２
．
炎
上
や
誤
情
報
を
防
ぐ
安
全
な
情
報
発
信

３
．
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
情
報
整
理
・
文
章
作
成
・
政
策
立
案

４
．
Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
議
員
の
情
報
発
信
力

■ 

研
修
概
要

　
議
員
活
動
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
役
割
や
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
・
政
策
立
案
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
町
民
と
の
距
離
を

縮
め
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
一
方
、
誤
っ
た
情
報
や
誤
解
を
招
く
表
現
は
信
頼

を
損
な
う
た
め
、
正
確
性
と
責
任
あ
る
発
信
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
業
務
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
情
報
整
理
や
ア

イ
デ
ア
創
出
に
も
役
立
つ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
も
適
切
な
情
報
発
信
と

新
し
い
技
術
の
活
用
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
議
会
活
動
を

伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

所

　感

　
本
研
修
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
に
伴
う
リ
ス
ク
や
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
の
基
本
に
つ

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。
内
容
は
基
礎
的
な
も
の
で
し
た
が
、
議
員
と
し
て
正

確
で
責
任
あ
る
情
報
発
信
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
Ａ
Ｉ
も

適
切
に
活
用
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
山
之
内 

英
樹
）

２
．
役
所
を
動
か
す
質
問
の
仕
方
〜
準
備
・
提
案
・
追
跡
の
実
践
〜

■ 

研
修
内
容

１
．
行
政
を
動
か
す
一
般
質
問
の
組
み
立
て
方

２
．
事
前
準
備
・
情
報
収
集
・
根
拠
の
重
要
性

３
．
政
策
提
案
に
つ
な
が
る
質
問
と
対
話
の
進
め
方

４
．
質
問
後
の
検
証
・
追
跡
に
よ
る
政
策
実
現

■ 

研
修
概
要

　
一
般
質
問
は
行
政
を
追
及
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

政
策
提
案
の
場
で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
十
分
な
事

前
調
査
と
根
拠
に
基
づ
い
た
質
問
を
行
い
、
質
問
後
も
継
続
し
て
経
過
を
確
認

す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
声
を
丁

寧
に
受
け
止
め
、
実
現
可
能
な
提
案
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■ 

所

　感

　
講
義
い
た
だ
い
た
の
は
、
元
廿
日
市
副
市
長
を
さ
れ

て
い
た
方
で
、
実
際
の
経
験
を
基
に
、
執
行
側
が
私
た

ち
の
一
般
質
問
を
受
け
た
際
に
思
う
こ
と
や
、
執
行
側

の
動
き
な
ど
も
交
え
て
、
一
般
質
問
の
役
割
や
構
造
、

準
備
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
一
般
質

問
の
大
切
さ
や
、
意
義
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
次
の
一
般
質
問
に
活
か
せ
る
よ
う
に
、
準
備
段
階

か
ら
し
っ
か
り
こ
の
講
義
を
振
り
返
り
な
が
ら
行
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
！
　
　
　
　   

（
井
上 

智
恵
美
）

市
町
村
議
会
議
員
研
修【
３
日
間
コ
ー
ス
】

■ 

日

　時

　
令
和
８
年
５
月
11
日（
月
）〜
13
日（
水
）

■ 

場

　所

　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
究
所
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
（
滋
賀
県
大
津
市
）

■ 

参
加
者

　
中
川 

由
美
恵
、
黒
田 

龍
之
介
、
棚
橋 

優
汰

【
一
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
地
方
自
治
制
度
の
基
本

・
地
方
議
会
制
度
に
つ
い
て

■ 

研
修
概
要

　
地
方
自
治
制
度
や
議
会
制
度
の
基
本
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
人
口
減
少
が

進
む
中
、
自
治
体
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
や
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
効

率
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
二
元
代
表
制

に
お
け
る
議
会
の
役
割
や
行
政
へ
の
監
視
機
能
、
住
民
の
声
を
町
政
へ
反
映
す

る
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
一
般
質
問
や
議
会
活
動
に
必

要
な
基
礎
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

■ 

所

　感

　
住
民
に
伝
わ
る
議
会
広
報
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
読
み
や
す

さ
だ
け
で
な
く
、
議
会
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
工
夫
を
学
び
、
佐
々
町
の
議

会
だ
よ
り
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。      

（
棚
橋 

優
汰
）

【
二
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
地
方
議
会
と
自
治
体
財
政

・
条
例
と
政
策
の
審
査
・
立
案

・
条
例
演
習
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

■ 

研
修
概
要

　
自
治
体
財
政
で
は
、
予
算
を
金
額
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
内

容
や
費
用
対
効
果
、
将
来
的
な
維
持
管
理
費
ま
で
見
据
え
て
審
査
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
立
案
で
は
住
民
目
線
に
立
ち
、
地
域
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
実
効
性
の
あ
る
政
策
づ
く
り
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誹
謗
中
傷
防
止
・
被
害
者
支

援
条
例
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
議
員
と
意
見
交
換
を
行
い
、
多
様
な
視
点
か

ら
条
例
の
あ
り
方
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

所

　感

　
自
治
体
財
政
や
条
例
制
定
に
つ
い
て
学
び
、
議
員
に
は
予
算
や
条
例
の
背
景

を
十
分
に
理
解
し
、
住
民
目
線
で
費
用
対
効
果
や
将
来
へ
の
影
響
を
見
極
め
る

視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
議
員
と
の
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
多
様
な
考
え
方
や
地
域
ご
と
の
課
題
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
に
は
な
い
視
点
を
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　   

（
黒
田 

龍
之
介
）

【
三
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
こ
れ
か
ら
の
地
方
議
員
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

■ 

研
修
概
要

　
地
方
議
員
に
は
、
地
域
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、
住
民
と
と
も
に

解
決
へ
向
け
て
行
動
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
戦
略
性
と
継
続
性
を
持
っ
て
小
さ
な
取
組
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
三
日
間
の
研
修
を
通
じ

て
得
た
知
識
や
全
国
の
議
員
と
の
交
流
を
、
今
後
の
議
会
活
動
や
政
策
提
案
に

生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 
所

　感

　
三
日
間
の
研
修
で
得
た
知
識
や
事
例
を
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
、
住
民

に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
情
報
発
信
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
び
を

実
践
に
つ
な
げ
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。（中

川 

由
美
恵
）

研 

修 

報 

告

研 
修 

報 

告
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■ 

日

　時

　

令
和
８
年
７
月
２
日（
木
）

■ 

場

　所

　長
崎
県
市
町
村
会
館
６
階
大
会
議
室

■ 

参
加
者

　
永
田 

勝
美
、
横
田 

博
茂
、
山
之
内 

英
樹
、
中
川 

由
美
恵
、

　
井
上 

智
恵
美
、
黒
田 

龍
之
介
、
棚
橋 

優
汰 

計
７
名
と
議
会
事
務
局
２
名

１
．
地
方
議
員
の
た
め
の
安
全
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
と
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

■ 

研
修
内
容

１
．
議
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
の
ポ
イ
ン
ト

２
．
炎
上
や
誤
情
報
を
防
ぐ
安
全
な
情
報
発
信

３
．
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
情
報
整
理
・
文
章
作
成
・
政
策
立
案

４
．
Ａ
Ｉ
時
代
に
求
め
ら
れ
る
議
員
の
情
報
発
信
力

■ 

研
修
概
要

　
議
員
活
動
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
役
割
や
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
・
政
策
立
案
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
町
民
と
の
距
離
を

縮
め
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
一
方
、
誤
っ
た
情
報
や
誤
解
を
招
く
表
現
は
信
頼

を
損
な
う
た
め
、
正
確
性
と
責
任
あ
る
発
信
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
業
務
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
情
報
整
理
や
ア

イ
デ
ア
創
出
に
も
役
立
つ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
も
適
切
な
情
報
発
信
と

新
し
い
技
術
の
活
用
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
議
会
活
動
を

伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

所

　感

　
本
研
修
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
に
伴
う
リ
ス
ク
や
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
の
基
本
に
つ

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。
内
容
は
基
礎
的
な
も
の
で
し
た
が
、
議
員
と
し
て
正

確
で
責
任
あ
る
情
報
発
信
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
Ａ
Ｉ
も

適
切
に
活
用
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
山
之
内 

英
樹
）

２
．
役
所
を
動
か
す
質
問
の
仕
方
〜
準
備
・
提
案
・
追
跡
の
実
践
〜

■ 

研
修
内
容

１
．
行
政
を
動
か
す
一
般
質
問
の
組
み
立
て
方

２
．
事
前
準
備
・
情
報
収
集
・
根
拠
の
重
要
性

３
．
政
策
提
案
に
つ
な
が
る
質
問
と
対
話
の
進
め
方

４
．
質
問
後
の
検
証
・
追
跡
に
よ
る
政
策
実
現

■ 

研
修
概
要

　
一
般
質
問
は
行
政
を
追
及
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

政
策
提
案
の
場
で
あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
十
分
な
事

前
調
査
と
根
拠
に
基
づ
い
た
質
問
を
行
い
、
質
問
後
も
継
続
し
て
経
過
を
確
認

す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
声
を
丁

寧
に
受
け
止
め
、
実
現
可
能
な
提
案
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■ 

所

　感

　
講
義
い
た
だ
い
た
の
は
、
元
廿
日
市
副
市
長
を
さ
れ

て
い
た
方
で
、
実
際
の
経
験
を
基
に
、
執
行
側
が
私
た

ち
の
一
般
質
問
を
受
け
た
際
に
思
う
こ
と
や
、
執
行
側

の
動
き
な
ど
も
交
え
て
、
一
般
質
問
の
役
割
や
構
造
、

準
備
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
一
般
質

問
の
大
切
さ
や
、
意
義
を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
次
の
一
般
質
問
に
活
か
せ
る
よ
う
に
、
準
備
段
階

か
ら
し
っ
か
り
こ
の
講
義
を
振
り
返
り
な
が
ら
行
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
！
　
　
　
　   

（
井
上 

智
恵
美
）

市
町
村
議
会
議
員
研
修【
３
日
間
コ
ー
ス
】

■ 

日

　時

　
令
和
８
年
５
月
11
日（
月
）〜
13
日（
水
）

■ 

場

　所

　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
究
所
（
Ｊ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
（
滋
賀
県
大
津
市
）

■ 

参
加
者

　
中
川 

由
美
恵
、
黒
田 

龍
之
介
、
棚
橋 

優
汰

【
一
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
地
方
自
治
制
度
の
基
本

・
地
方
議
会
制
度
に
つ
い
て

■ 

研
修
概
要

　
地
方
自
治
制
度
や
議
会
制
度
の
基
本
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
人
口
減
少
が

進
む
中
、
自
治
体
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
や
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
効

率
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
二
元
代
表
制

に
お
け
る
議
会
の
役
割
や
行
政
へ
の
監
視
機
能
、
住
民
の
声
を
町
政
へ
反
映
す

る
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
一
般
質
問
や
議
会
活
動
に
必

要
な
基
礎
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

■ 

所

　感

　
住
民
に
伝
わ
る
議
会
広
報
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
読
み
や
す

さ
だ
け
で
な
く
、
議
会
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
工
夫
を
学
び
、
佐
々
町
の
議

会
だ
よ
り
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。      

（
棚
橋 

優
汰
）

【
二
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
地
方
議
会
と
自
治
体
財
政

・
条
例
と
政
策
の
審
査
・
立
案

・
条
例
演
習
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

■ 

研
修
概
要

　
自
治
体
財
政
で
は
、
予
算
を
金
額
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
内

容
や
費
用
対
効
果
、
将
来
的
な
維
持
管
理
費
ま
で
見
据
え
て
審
査
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
立
案
で
は
住
民
目
線
に
立
ち
、
地
域
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
実
効
性
の
あ
る
政
策
づ
く
り
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誹
謗
中
傷
防
止
・
被
害
者
支

援
条
例
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
議
員
と
意
見
交
換
を
行
い
、
多
様
な
視
点
か

ら
条
例
の
あ
り
方
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

所

　感

　
自
治
体
財
政
や
条
例
制
定
に
つ
い
て
学
び
、
議
員
に
は
予
算
や
条
例
の
背
景

を
十
分
に
理
解
し
、
住
民
目
線
で
費
用
対
効
果
や
将
来
へ
の
影
響
を
見
極
め
る

視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
議
員
と
の
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
多
様
な
考
え
方
や
地
域
ご
と
の
課
題
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
に
は
な
い
視
点
を
得
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　   

（
黒
田 

龍
之
介
）

【
三
日
目
】

■ 

研
修
内
容

・
こ
れ
か
ら
の
地
方
議
員
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

■ 

研
修
概
要

　
地
方
議
員
に
は
、
地
域
課
題
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、
住
民
と
と
も
に

解
決
へ
向
け
て
行
動
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
戦
略
性
と
継
続
性
を
持
っ
て
小
さ
な
取
組
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
三
日
間
の
研
修
を
通
じ

て
得
た
知
識
や
全
国
の
議
員
と
の
交
流
を
、
今
後
の
議
会
活
動
や
政
策
提
案
に

生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 
所

　感

　
三
日
間
の
研
修
で
得
た
知
識
や
事
例
を
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
、
住
民

に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
情
報
発
信
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
び
を

実
践
に
つ
な
げ
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。（中

川 

由
美
恵
）

研 

修 

報 

告

研 
修 

報 

告
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町
民
生
活
に
直
結
す
る

制
度
改
正
を
確
認

　
令
和
８
年
５
月
19
日
と
６
月

８
日
に
開
催
し
、
条
例
改
正
、
国

民
健
康
保
険
税
率
改
定
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
な
ど

に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行

っ
た
。

令
和
８
月
５
月
19
日
（
火
）

【
所
管
事
務
調
査
】

■
税
制
改
正
、
暮
ら
し
へ
の
影

響
は
？

　
佐
々
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

で
は
、
個
人
住
民
税
に
係
る
給

与
所
得
控
除
の
見
直
し
や
扶
養

親
族
に
係
る
所
得
要
件
の
引
上

げ
、
固
定
資
産
税
に
係
る
免
税

点
の
見
直
し
、
軽
自
動
車
税
の
環

境
性
能
割
廃
止
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
防
衛
特
別
所

得
税
の
取
り
扱
い
や
、
軽
自
動

車
税
の
減
収
分
へ
の
対
応
に
つ
い

て
確
認
が
あ
り
、
防
衛
特
別
所

得
税
は
所
得
税
の
み
の
課
税
で

あ
る
こ
と
、
減
収
分
は
地
方
特
例

交
付
金
に
よ
る
補
填
を
見
込
ん

で
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

■
国
保
税
、
今
後
の
引
き
上
げ

議
論
へ

　
国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
令

和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
に
伴
う
条

例
整
備
や
、
賦
課
限
度
額
の
引

き
上
げ
、
低
所
得
者
軽
減
措
置

の
拡
充
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
将
来
的
な
保
険
料
統

一
に
向
け
、
基
金
残
高
や
県
の
標

準
保
険
料
率
と
の
乖
離
を
踏
ま

え
、
税
率
を
引
き
上
げ
て
い
く
考

え
が
示
さ
れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
議
会
が
十
分

に
判
断
で
き
る
よ
う
早
い
段
階

か
ら
の
情
報
提
供
を
求
め
る
意

見
や
、
国
・
県
へ
の
要
望
も
含
め

て
整
理
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

り
、
こ
の
案
件
は
継
続
調
査
と
な

っ
た
。

産
業
建
設
文
教
委
員
会

委

員

会

報

告

　
令
和
８
年
５
月
15
日
及
び
６
月
８

日
、
産
業
・
建
設
・
教
育
分
野
に
関

す
る
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
、
各

事
業
の
進
捗
や
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
５
月
15
日
（
金
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
水
道
料
金
、
改
定
へ

■
「
上
げ
る
理
由
」
と
「
見
直
し
続

　
け
る
仕
組
み
」

　
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
審
議

会
の
答
申
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

水
道
料
金
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
収

入
減
、
物
価
高
騰
、
施
設
更
新
費
用

の
増
加
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
９
年

４
月
請
求
分
か
ら
平
均
改
定
率
18
・

28
％
（
令
和
６
年
度
決
算
比
）
の
改

定
が
必
要
と
の
答
申
が
示
さ
れ
た
。

　
下
水
道
使
用
料
は
今
回
据
え
置
き

と
さ
れ
た
が
、
委
員
か
ら
は
「
据
え

置
き
が
、
健
全
と
い
う
誤
解
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
周
知
が
必
要
」
「
将

来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
視

点
が
必
要
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
経
営
状
況
を
毎
年
確
認
す
る
場

の
設
置
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
た
。

２
．
駐
車
場
計
画
、
新
庁
舎
点
検
と

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
問
題

■
直
す
べ
き
所
は
直
し
、
必
要
性
は

　
冷
静
に
判
断

　
新
庁
舎
駐
車
場
の
整
備
台
数
に
つ

い
て
、
全
体
で
２
１
０
台
分
を
計
画

し
、
今
回
の
２
・
３
工
区
で
は
旧
庁
舎

な
ど
１
７
０
台
分
を
整
備
す
る
予
定

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
新
庁
舎
の
１
年
点
検
で
は
、
壁
や

床
の
継
ぎ
目
の
補
修
状
況
や
、
１
工

区
の
駐
車
場
整
備
の
舗
装
の
一
部
が

計
画
よ
り
低
く
施
工
さ
れ
て
い
た
件

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
施
工
業
者

に
よ
る
是
正
対
応
が
進
め
ら
れ
る
予

定
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
に
つ
い
て
は
、

設
置
費
や
維
持
管
理
費
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
委

員
か
ら
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流

れ
も
踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
を
慎
重

に
判
断
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

３
．
農
業
体
験
施
設
、
決
め
打
ち
で

　
い
い
の
か

■
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で
可
能
性

　
を
広
げ
る
べ
き

　
農
業
体
験
施
設
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
や
運
営
経
費
の
増
加
を
受
け
、

職
員
体
制
の
見
直
し
や
民
間
事
業
者

へ
の
運
営
委
託
の
可
能
性
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
障
が
い
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
案
が
示
さ
れ
た
が
、
委

員
か
ら
は
「
一
つ
の
方
向
に
絞
る
の

で
は
な
く
、
幅
広
い
視
点
で
検
討
す

べ
き
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
民
間
事
業
者
、
広
域
連
携
、
ス
マ

ー
ト
農
業
、
研
究
・
研
修
施
設
と
し

て
の
活
用
な
ど
、
施
設
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ

れ
た
。

【
所
管
事
務
調
査
（
そ
の
他
）
】

１
．
レ
モ
ン
構
想
、
夢
を
計
画
に

■
特
産
品
化
に
は
道
筋
の
見
え
る
説

　
明
を

　
委
員
か
ら
、
農
業
体
験
施
設
で
試

験
栽
培
し
て
い
る
レ
モ
ン
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
計
画
で
進
ん
で
い
る
の

か
の
確
認
が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら

は
、
先
進
地
の
視
察
を
行
っ
た
こ
と

の
報
告
が
あ
り
、
試
験
栽
培
に
つ
い

て
は
ま
だ
期
間
も
経
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
の
話
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
特
産
品
化
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
栽
培
で
き
た
場
合

の
販
売
、
加
工
、
普
及
、
広
域
連
携

ま
で
含
め
た
計
画
が
必
要
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
報
告
】

１
．
地
域
公
共
交
通
、
再
編
へ

■
バ
ス
と
Ｍ
Ｒ
の
接
続
が
鍵

　
佐
世
保
市
・
佐
々
町
地
域
公
共
交

通
計
画
に
基
づ
き
、
バ
ス
路
線
再
編

に
向
け
た
調
査
の
支
援
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
運
転
士
不
足
や
長
距

離
運
行
の
課
題
を
踏
ま
え
、
大
野
・

早
岐
を
拠
点
と
し
た
路
線
再
編
や
、

Ｍ
Ｒ
と
の
接
続
も
含
め
た
効
率
的
な

交
通
体
系
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

２
．
給
食
費
無
償
化
、
物
価
高
と
の

　
向
き
合
い
方

■
質
と
量
を
守
る
た
め
補
正
対
応
へ

　
米
、
パ
ン
、
野
菜
な
ど
の
食
材
価

格
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
食
材
費
に
不
足
が
生
じ
る
見
込

み
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
小

中
学
校
と
も
に
給
食
の
質
と
量
を
維

持
す
る
た
め
、
補
正
予
算
で
対
応
す

る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
は
、

今
後
さ
ら
に
高
騰
し
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。

３
．
入
札
制
度
、
元
に
戻
し
て
終
わ

　
り
で
は
な
い

■
地
元
業
者
と
の
信
頼
関
係
も
課
題

　
官
製
談
合
事
件
後
の
暫
定
的
対

応
と
し
て
引
き
下
げ
て
い
た
最
低
制

限
価
格
に
つ
い
て
、
工
事
は
87
％
か

ら
92
％
、
委
託
は
75
％
か
ら
80
％
へ

戻
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
委
員

か
ら
は
、
引
き
下
げ
に
よ
る
効
果
と

影
響
、
地
元
建
設
業
者
と
の
関
係
、

災
害
協
定
の
再
確
認
に
つ
い
て
指
摘

が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
品
質

確
保
や
担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
元

に
戻
し
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

４
．
農
業
委
員
、
担
い
手
不
足
が
課

　
題
に

■
定
員
割
れ
へ
の
対
応
を
確
認

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
募
集
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
農
業
委
員
に
つ
い
て
は

定
員
割
れ
の
状
況
が
示
さ
れ
、
委
員

か
ら
は
担
い
手
確
保
や
、
委
員
一
人

あ
た
り
の
負
担
増
へ
の
懸
念
が
示
さ

れ
た
。
今
後
、
補
充
に
向
け
た
取
組

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
新
庁
舎
駐
車
場
、
ど
う
活
か
す
か

■
「
停
め
る
場
所
」
か
ら
「
ま
ち
の

　
資
源
」
へ

　
新
庁
舎
駐
車
場
整
備
工
事
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
休
日
・
夜
間
の
開

放
、
町
な
か
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

利
用
、
有
料
化
の
可
能
性
、
職
員
駐

車
場
の
配
置
、
傾
斜
や
盛
土
後
の
沈

下
対
策
に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
「
完
全
開
放
が

望
ま
し
い
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
今

後
の
管
理
方
法
が
課
題
と
な
る
。

委

員

会

報

告

総
務
厚
生
委
員
会

進
む
事
業
、

問
わ
れ
る
次
の
一
手

■
ご
み
処
理
の
次
の
一
手
、
委
託

か
広
域
か

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
委

託
で
は
、
ご
み
の
受
付
業
務
か
ら

焼
却
残
渣
・
資
源
ご
み
の
積
み
込

み
ま
で
を
委
託
範
囲
と
し
て
検

討
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
将
来
的
な
ご
み
処
理

広
域
化
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
委
託
に
よ
り

町
職
員
が
施
設
運
営
の
知
識
を

失
う
懸
念
や
、
広
域
化
を
含
め

た
全
体
像
を
資
料
で
示
す
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ

の
案
件
も
継
続
調
査
と
な
っ
た
。

■
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
運

営
、
町
職
員
の
通
勤
手
当
も

確
認

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
な
ど
を
一
定
の
条
件
で

「
み
な
し
保
育
士
」
と
す
る
国
の

基
準
改
正
に
伴
う
内
容
を
確
認

し
た
。
町
内
に
該
当
施
設
は
な
い

も
の
の
、
委
員
か
ら
は
町
内
保
育

所
の
専
門
職
配
置
や
障
が
い
児

保
育
の
実
態
把
握
を
求
め
る
意

見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
職
員
が
通
勤
の
た
め
に

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、
月

５
，０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
通

勤
手
当
を
新
設
す
る
条
例
改
正

の
説
明
が
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
報
告
】

■
行
動
計
画
の
改
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
経
験
を

踏
ま
え
、
国
・
県
の
行
動
計
画
が

改
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
を
改
定
し
た
こ
と
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

■
不
納
欠
損
処
理
に
お
け
る
公

平
性
の
確
保
を

　
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
の
不
納
欠
損
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。
介
護
保
険

料
で
は
、
前
年
度
に
処
理
す
べ
き

分
が
令
和
７
年
度
に
計
上
さ
れ

た
こ
と
が
増
加
要
因
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、
納
付

し
て
い
る
町
民
と
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
財
産
調
査
や
執

行
停
止
、
不
納
欠
損
に
至
る
判
断

基
準
に
つ
い
て
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
事

案
に
つ
い
て

①
令
和
８
年
度
第
７
分
団
消
防

詰
所
新
築
工
事
に
つ
い
て

（
総
務
課
）

■
工
事
概
要
説
明

　
昭
和
49
年
の
建
設
か
ら
51
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
新
築
工
事
を
行
う
と
の

の
説
明
が
あ
っ
た
。
場
所
は
現
在

の
詰
所
の
横
に
２
階
建
て
と
な

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

〇
佐
々
町
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
一
部
改
正
及
び
全
世
代
対
応

型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
14
条
の
規
定
に
よ
る
介
護
保

険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
町

の
規
程
を
改
正
す
る
も
の
。

議
会
運
営
委
員
会
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町
民
生
活
に
直
結
す
る

制
度
改
正
を
確
認

　
令
和
８
年
５
月
19
日
と
６
月

８
日
に
開
催
し
、
条
例
改
正
、
国

民
健
康
保
険
税
率
改
定
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
な
ど

に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行

っ
た
。

令
和
８
月
５
月
19
日
（
火
）

【
所
管
事
務
調
査
】

■
税
制
改
正
、
暮
ら
し
へ
の
影

響
は
？

　
佐
々
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

で
は
、
個
人
住
民
税
に
係
る
給

与
所
得
控
除
の
見
直
し
や
扶
養

親
族
に
係
る
所
得
要
件
の
引
上

げ
、
固
定
資
産
税
に
係
る
免
税

点
の
見
直
し
、
軽
自
動
車
税
の
環

境
性
能
割
廃
止
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
防
衛
特
別
所

得
税
の
取
り
扱
い
や
、
軽
自
動

車
税
の
減
収
分
へ
の
対
応
に
つ
い

て
確
認
が
あ
り
、
防
衛
特
別
所

得
税
は
所
得
税
の
み
の
課
税
で

あ
る
こ
と
、
減
収
分
は
地
方
特
例

交
付
金
に
よ
る
補
填
を
見
込
ん

で
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

■
国
保
税
、
今
後
の
引
き
上
げ

議
論
へ

　
国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
令

和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
に
伴
う
条

例
整
備
や
、
賦
課
限
度
額
の
引

き
上
げ
、
低
所
得
者
軽
減
措
置

の
拡
充
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
将
来
的
な
保
険
料
統

一
に
向
け
、
基
金
残
高
や
県
の
標

準
保
険
料
率
と
の
乖
離
を
踏
ま

え
、
税
率
を
引
き
上
げ
て
い
く
考

え
が
示
さ
れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
議
会
が
十
分

に
判
断
で
き
る
よ
う
早
い
段
階

か
ら
の
情
報
提
供
を
求
め
る
意

見
や
、
国
・
県
へ
の
要
望
も
含
め

て
整
理
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

り
、
こ
の
案
件
は
継
続
調
査
と
な

っ
た
。

産
業
建
設
文
教
委
員
会

委

員

会

報

告

　
令
和
８
年
５
月
15
日
及
び
６
月
８

日
、
産
業
・
建
設
・
教
育
分
野
に
関

す
る
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
、
各

事
業
の
進
捗
や
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
５
月
15
日
（
金
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
水
道
料
金
、
改
定
へ

■
「
上
げ
る
理
由
」
と
「
見
直
し
続

　
け
る
仕
組
み
」

　
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
審
議

会
の
答
申
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

水
道
料
金
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
収

入
減
、
物
価
高
騰
、
施
設
更
新
費
用

の
増
加
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
９
年

４
月
請
求
分
か
ら
平
均
改
定
率
18
・

28
％
（
令
和
６
年
度
決
算
比
）
の
改

定
が
必
要
と
の
答
申
が
示
さ
れ
た
。

　
下
水
道
使
用
料
は
今
回
据
え
置
き

と
さ
れ
た
が
、
委
員
か
ら
は
「
据
え

置
き
が
、
健
全
と
い
う
誤
解
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
周
知
が
必
要
」
「
将

来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
視

点
が
必
要
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
経
営
状
況
を
毎
年
確
認
す
る
場

の
設
置
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
た
。

２
．
駐
車
場
計
画
、
新
庁
舎
点
検
と

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
問
題

■
直
す
べ
き
所
は
直
し
、
必
要
性
は

　
冷
静
に
判
断

　
新
庁
舎
駐
車
場
の
整
備
台
数
に
つ

い
て
、
全
体
で
２
１
０
台
分
を
計
画

し
、
今
回
の
２
・
３
工
区
で
は
旧
庁
舎

な
ど
１
７
０
台
分
を
整
備
す
る
予
定

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
新
庁
舎
の
１
年
点
検
で
は
、
壁
や

床
の
継
ぎ
目
の
補
修
状
況
や
、
１
工

区
の
駐
車
場
整
備
の
舗
装
の
一
部
が

計
画
よ
り
低
く
施
工
さ
れ
て
い
た
件

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
施
工
業
者

に
よ
る
是
正
対
応
が
進
め
ら
れ
る
予

定
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
に
つ
い
て
は
、

設
置
費
や
維
持
管
理
費
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
委

員
か
ら
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流

れ
も
踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
を
慎
重

に
判
断
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

３
．
農
業
体
験
施
設
、
決
め
打
ち
で

　
い
い
の
か

■
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で
可
能
性

　
を
広
げ
る
べ
き

　
農
業
体
験
施
設
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
や
運
営
経
費
の
増
加
を
受
け
、

職
員
体
制
の
見
直
し
や
民
間
事
業
者

へ
の
運
営
委
託
の
可
能
性
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
障
が
い
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
案
が
示
さ
れ
た
が
、
委

員
か
ら
は
「
一
つ
の
方
向
に
絞
る
の

で
は
な
く
、
幅
広
い
視
点
で
検
討
す

べ
き
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
民
間
事
業
者
、
広
域
連
携
、
ス
マ

ー
ト
農
業
、
研
究
・
研
修
施
設
と
し

て
の
活
用
な
ど
、
施
設
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ

れ
た
。

【
所
管
事
務
調
査
（
そ
の
他
）
】

１
．
レ
モ
ン
構
想
、
夢
を
計
画
に

■
特
産
品
化
に
は
道
筋
の
見
え
る
説

　
明
を

　
委
員
か
ら
、
農
業
体
験
施
設
で
試

験
栽
培
し
て
い
る
レ
モ
ン
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
計
画
で
進
ん
で
い
る
の

か
の
確
認
が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら

は
、
先
進
地
の
視
察
を
行
っ
た
こ
と

の
報
告
が
あ
り
、
試
験
栽
培
に
つ
い

て
は
ま
だ
期
間
も
経
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
の
話
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
特
産
品
化
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
栽
培
で
き
た
場
合

の
販
売
、
加
工
、
普
及
、
広
域
連
携

ま
で
含
め
た
計
画
が
必
要
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
報
告
】

１
．
地
域
公
共
交
通
、
再
編
へ

■
バ
ス
と
Ｍ
Ｒ
の
接
続
が
鍵

　
佐
世
保
市
・
佐
々
町
地
域
公
共
交

通
計
画
に
基
づ
き
、
バ
ス
路
線
再
編

に
向
け
た
調
査
の
支
援
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
運
転
士
不
足
や
長
距

離
運
行
の
課
題
を
踏
ま
え
、
大
野
・

早
岐
を
拠
点
と
し
た
路
線
再
編
や
、

Ｍ
Ｒ
と
の
接
続
も
含
め
た
効
率
的
な

交
通
体
系
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

２
．
給
食
費
無
償
化
、
物
価
高
と
の

　
向
き
合
い
方

■
質
と
量
を
守
る
た
め
補
正
対
応
へ

　
米
、
パ
ン
、
野
菜
な
ど
の
食
材
価

格
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
食
材
費
に
不
足
が
生
じ
る
見
込

み
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
小

中
学
校
と
も
に
給
食
の
質
と
量
を
維

持
す
る
た
め
、
補
正
予
算
で
対
応
す

る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
は
、

今
後
さ
ら
に
高
騰
し
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。

３
．
入
札
制
度
、
元
に
戻
し
て
終
わ

　
り
で
は
な
い

■
地
元
業
者
と
の
信
頼
関
係
も
課
題

　
官
製
談
合
事
件
後
の
暫
定
的
対

応
と
し
て
引
き
下
げ
て
い
た
最
低
制

限
価
格
に
つ
い
て
、
工
事
は
87
％
か

ら
92
％
、
委
託
は
75
％
か
ら
80
％
へ

戻
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
委
員

か
ら
は
、
引
き
下
げ
に
よ
る
効
果
と

影
響
、
地
元
建
設
業
者
と
の
関
係
、

災
害
協
定
の
再
確
認
に
つ
い
て
指
摘

が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
品
質

確
保
や
担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
元

に
戻
し
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

４
．
農
業
委
員
、
担
い
手
不
足
が
課

　
題
に

■
定
員
割
れ
へ
の
対
応
を
確
認

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
募
集
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
農
業
委
員
に
つ
い
て
は

定
員
割
れ
の
状
況
が
示
さ
れ
、
委
員

か
ら
は
担
い
手
確
保
や
、
委
員
一
人

あ
た
り
の
負
担
増
へ
の
懸
念
が
示
さ

れ
た
。
今
後
、
補
充
に
向
け
た
取
組

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
新
庁
舎
駐
車
場
、
ど
う
活
か
す
か

■
「
停
め
る
場
所
」
か
ら
「
ま
ち
の

　
資
源
」
へ

　
新
庁
舎
駐
車
場
整
備
工
事
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
休
日
・
夜
間
の
開

放
、
町
な
か
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

利
用
、
有
料
化
の
可
能
性
、
職
員
駐

車
場
の
配
置
、
傾
斜
や
盛
土
後
の
沈

下
対
策
に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
「
完
全
開
放
が

望
ま
し
い
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
今

後
の
管
理
方
法
が
課
題
と
な
る
。

委

員

会

報

告

総
務
厚
生
委
員
会

進
む
事
業
、

問
わ
れ
る
次
の
一
手

■
ご
み
処
理
の
次
の
一
手
、
委
託

か
広
域
か

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
委

託
で
は
、
ご
み
の
受
付
業
務
か
ら

焼
却
残
渣
・
資
源
ご
み
の
積
み
込

み
ま
で
を
委
託
範
囲
と
し
て
検

討
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
将
来
的
な
ご
み
処
理

広
域
化
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
委
託
に
よ
り

町
職
員
が
施
設
運
営
の
知
識
を

失
う
懸
念
や
、
広
域
化
を
含
め

た
全
体
像
を
資
料
で
示
す
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ

の
案
件
も
継
続
調
査
と
な
っ
た
。

■
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
運

営
、
町
職
員
の
通
勤
手
当
も

確
認

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
な
ど
を
一
定
の
条
件
で

「
み
な
し
保
育
士
」
と
す
る
国
の

基
準
改
正
に
伴
う
内
容
を
確
認

し
た
。
町
内
に
該
当
施
設
は
な
い

も
の
の
、
委
員
か
ら
は
町
内
保
育

所
の
専
門
職
配
置
や
障
が
い
児

保
育
の
実
態
把
握
を
求
め
る
意

見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
職
員
が
通
勤
の
た
め
に

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、
月

５
，０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
通

勤
手
当
を
新
設
す
る
条
例
改
正

の
説
明
が
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
報
告
】

■
行
動
計
画
の
改
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
経
験
を

踏
ま
え
、
国
・
県
の
行
動
計
画
が

改
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
を
改
定
し
た
こ
と
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

■
不
納
欠
損
処
理
に
お
け
る
公

平
性
の
確
保
を

　
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
の
不
納
欠
損
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。
介
護
保
険

料
で
は
、
前
年
度
に
処
理
す
べ
き

分
が
令
和
７
年
度
に
計
上
さ
れ

た
こ
と
が
増
加
要
因
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、
納
付

し
て
い
る
町
民
と
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
財
産
調
査
や
執

行
停
止
、
不
納
欠
損
に
至
る
判
断

基
準
に
つ
い
て
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
事

案
に
つ
い
て

①
令
和
８
年
度
第
７
分
団
消
防

詰
所
新
築
工
事
に
つ
い
て

（
総
務
課
）

■
工
事
概
要
説
明

　
昭
和
49
年
の
建
設
か
ら
51
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
新
築
工
事
を
行
う
と
の

の
説
明
が
あ
っ
た
。
場
所
は
現
在

の
詰
所
の
横
に
２
階
建
て
と
な

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

〇
佐
々
町
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
一
部
改
正
及
び
全
世
代
対
応

型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
14
条
の
規
定
に
よ
る
介
護
保

険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
町

の
規
程
を
改
正
す
る
も
の
。

議
会
運
営
委
員
会
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町
民
生
活
に
直
結
す
る

制
度
改
正
を
確
認

　
令
和
８
年
５
月
19
日
と
６
月

８
日
に
開
催
し
、
条
例
改
正
、
国

民
健
康
保
険
税
率
改
定
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
な
ど

に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行

っ
た
。

令
和
８
月
５
月
19
日
（
火
）

【
所
管
事
務
調
査
】

■
税
制
改
正
、
暮
ら
し
へ
の
影

響
は
？

　
佐
々
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

で
は
、
個
人
住
民
税
に
係
る
給

与
所
得
控
除
の
見
直
し
や
扶
養

親
族
に
係
る
所
得
要
件
の
引
上

げ
、
固
定
資
産
税
に
係
る
免
税

点
の
見
直
し
、
軽
自
動
車
税
の
環

境
性
能
割
廃
止
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
防
衛
特
別
所

得
税
の
取
り
扱
い
や
、
軽
自
動

車
税
の
減
収
分
へ
の
対
応
に
つ
い

て
確
認
が
あ
り
、
防
衛
特
別
所

得
税
は
所
得
税
の
み
の
課
税
で

あ
る
こ
と
、
減
収
分
は
地
方
特
例

交
付
金
に
よ
る
補
填
を
見
込
ん

で
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

■
国
保
税
、
今
後
の
引
き
上
げ

議
論
へ

　
国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
令

和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
に
伴
う
条

例
整
備
や
、
賦
課
限
度
額
の
引

き
上
げ
、
低
所
得
者
軽
減
措
置

の
拡
充
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
将
来
的
な
保
険
料
統

一
に
向
け
、
基
金
残
高
や
県
の
標

準
保
険
料
率
と
の
乖
離
を
踏
ま

え
、
税
率
を
引
き
上
げ
て
い
く
考

え
が
示
さ
れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
議
会
が
十
分

に
判
断
で
き
る
よ
う
早
い
段
階

か
ら
の
情
報
提
供
を
求
め
る
意

見
や
、
国
・
県
へ
の
要
望
も
含
め

て
整
理
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

り
、
こ
の
案
件
は
継
続
調
査
と
な

っ
た
。

産
業
建
設
文
教
委
員
会

委

員

会

報

告

　
令
和
８
年
５
月
15
日
及
び
６
月
８

日
、
産
業
・
建
設
・
教
育
分
野
に
関

す
る
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
、
各

事
業
の
進
捗
や
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
５
月
15
日
（
金
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
水
道
料
金
、
改
定
へ

■
「
上
げ
る
理
由
」
と
「
見
直
し
続

　
け
る
仕
組
み
」

　
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
審
議

会
の
答
申
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

水
道
料
金
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
収

入
減
、
物
価
高
騰
、
施
設
更
新
費
用

の
増
加
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
９
年

４
月
請
求
分
か
ら
平
均
改
定
率
18
・

28
％
（
令
和
６
年
度
決
算
比
）
の
改

定
が
必
要
と
の
答
申
が
示
さ
れ
た
。

　
下
水
道
使
用
料
は
今
回
据
え
置
き

と
さ
れ
た
が
、
委
員
か
ら
は
「
据
え

置
き
が
、
健
全
と
い
う
誤
解
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
周
知
が
必
要
」
「
将

来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
視

点
が
必
要
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
経
営
状
況
を
毎
年
確
認
す
る
場

の
設
置
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
た
。

２
．
駐
車
場
計
画
、
新
庁
舎
点
検
と

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
問
題

■
直
す
べ
き
所
は
直
し
、
必
要
性
は

　
冷
静
に
判
断

　
新
庁
舎
駐
車
場
の
整
備
台
数
に
つ

い
て
、
全
体
で
２
１
０
台
分
を
計
画

し
、
今
回
の
２
・
３
工
区
で
は
旧
庁
舎

な
ど
１
７
０
台
分
を
整
備
す
る
予
定

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
新
庁
舎
の
１
年
点
検
で
は
、
壁
や

床
の
継
ぎ
目
の
補
修
状
況
や
、
１
工

区
の
駐
車
場
整
備
の
舗
装
の
一
部
が

計
画
よ
り
低
く
施
工
さ
れ
て
い
た
件

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
施
工
業
者

に
よ
る
是
正
対
応
が
進
め
ら
れ
る
予

定
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
に
つ
い
て
は
、

設
置
費
や
維
持
管
理
費
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
委

員
か
ら
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流

れ
も
踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
を
慎
重

に
判
断
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

３
．
農
業
体
験
施
設
、
決
め
打
ち
で

　
い
い
の
か

■
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で
可
能
性

　
を
広
げ
る
べ
き

　
農
業
体
験
施
設
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
や
運
営
経
費
の
増
加
を
受
け
、

職
員
体
制
の
見
直
し
や
民
間
事
業
者

へ
の
運
営
委
託
の
可
能
性
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
障
が
い
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
案
が
示
さ
れ
た
が
、
委

員
か
ら
は
「
一
つ
の
方
向
に
絞
る
の

で
は
な
く
、
幅
広
い
視
点
で
検
討
す

べ
き
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
民
間
事
業
者
、
広
域
連
携
、
ス
マ

ー
ト
農
業
、
研
究
・
研
修
施
設
と
し

て
の
活
用
な
ど
、
施
設
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ

れ
た
。

【
所
管
事
務
調
査
（
そ
の
他
）
】

１
．
レ
モ
ン
構
想
、
夢
を
計
画
に

■
特
産
品
化
に
は
道
筋
の
見
え
る
説

　
明
を

　
委
員
か
ら
、
農
業
体
験
施
設
で
試

験
栽
培
し
て
い
る
レ
モ
ン
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
計
画
で
進
ん
で
い
る
の

か
の
確
認
が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら

は
、
先
進
地
の
視
察
を
行
っ
た
こ
と

の
報
告
が
あ
り
、
試
験
栽
培
に
つ
い

て
は
ま
だ
期
間
も
経
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
の
話
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
特
産
品
化
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
栽
培
で
き
た
場
合

の
販
売
、
加
工
、
普
及
、
広
域
連
携

ま
で
含
め
た
計
画
が
必
要
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
報
告
】

１
．
地
域
公
共
交
通
、
再
編
へ

■
バ
ス
と
Ｍ
Ｒ
の
接
続
が
鍵

　
佐
世
保
市
・
佐
々
町
地
域
公
共
交

通
計
画
に
基
づ
き
、
バ
ス
路
線
再
編

に
向
け
た
調
査
の
支
援
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
運
転
士
不
足
や
長
距

離
運
行
の
課
題
を
踏
ま
え
、
大
野
・

早
岐
を
拠
点
と
し
た
路
線
再
編
や
、

Ｍ
Ｒ
と
の
接
続
も
含
め
た
効
率
的
な

交
通
体
系
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

２
．
給
食
費
無
償
化
、
物
価
高
と
の

　
向
き
合
い
方

■
質
と
量
を
守
る
た
め
補
正
対
応
へ

　
米
、
パ
ン
、
野
菜
な
ど
の
食
材
価

格
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
食
材
費
に
不
足
が
生
じ
る
見
込

み
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
小

中
学
校
と
も
に
給
食
の
質
と
量
を
維

持
す
る
た
め
、
補
正
予
算
で
対
応
す

る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
は
、

今
後
さ
ら
に
高
騰
し
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。

３
．
入
札
制
度
、
元
に
戻
し
て
終
わ

　
り
で
は
な
い

■
地
元
業
者
と
の
信
頼
関
係
も
課
題

　
官
製
談
合
事
件
後
の
暫
定
的
対

応
と
し
て
引
き
下
げ
て
い
た
最
低
制

限
価
格
に
つ
い
て
、
工
事
は
87
％
か

ら
92
％
、
委
託
は
75
％
か
ら
80
％
へ

戻
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
委
員

か
ら
は
、
引
き
下
げ
に
よ
る
効
果
と

影
響
、
地
元
建
設
業
者
と
の
関
係
、

災
害
協
定
の
再
確
認
に
つ
い
て
指
摘

が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
品
質

確
保
や
担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
元

に
戻
し
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

４
．
農
業
委
員
、
担
い
手
不
足
が
課

　
題
に

■
定
員
割
れ
へ
の
対
応
を
確
認

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
募
集
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
農
業
委
員
に
つ
い
て
は

定
員
割
れ
の
状
況
が
示
さ
れ
、
委
員

か
ら
は
担
い
手
確
保
や
、
委
員
一
人

あ
た
り
の
負
担
増
へ
の
懸
念
が
示
さ

れ
た
。
今
後
、
補
充
に
向
け
た
取
組

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
新
庁
舎
駐
車
場
、
ど
う
活
か
す
か

■
「
停
め
る
場
所
」
か
ら
「
ま
ち
の

　
資
源
」
へ

　
新
庁
舎
駐
車
場
整
備
工
事
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
休
日
・
夜
間
の
開

放
、
町
な
か
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

利
用
、
有
料
化
の
可
能
性
、
職
員
駐

車
場
の
配
置
、
傾
斜
や
盛
土
後
の
沈

下
対
策
に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
「
完
全
開
放
が

望
ま
し
い
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
今

後
の
管
理
方
法
が
課
題
と
な
る
。

委

員

会

報

告

総
務
厚
生
委
員
会

進
む
事
業
、

問
わ
れ
る
次
の
一
手

■
ご
み
処
理
の
次
の
一
手
、
委
託

か
広
域
か

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
委

託
で
は
、
ご
み
の
受
付
業
務
か
ら

焼
却
残
渣
・
資
源
ご
み
の
積
み
込

み
ま
で
を
委
託
範
囲
と
し
て
検

討
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
将
来
的
な
ご
み
処
理

広
域
化
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
委
託
に
よ
り

町
職
員
が
施
設
運
営
の
知
識
を

失
う
懸
念
や
、
広
域
化
を
含
め

た
全
体
像
を
資
料
で
示
す
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ

の
案
件
も
継
続
調
査
と
な
っ
た
。

■
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
運

営
、
町
職
員
の
通
勤
手
当
も

確
認

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
な
ど
を
一
定
の
条
件
で

「
み
な
し
保
育
士
」
と
す
る
国
の

基
準
改
正
に
伴
う
内
容
を
確
認

し
た
。
町
内
に
該
当
施
設
は
な
い

も
の
の
、
委
員
か
ら
は
町
内
保
育

所
の
専
門
職
配
置
や
障
が
い
児

保
育
の
実
態
把
握
を
求
め
る
意

見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
職
員
が
通
勤
の
た
め
に

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、
月

５
，０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
通

勤
手
当
を
新
設
す
る
条
例
改
正

の
説
明
が
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
報
告
】

■
行
動
計
画
の
改
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
経
験
を

踏
ま
え
、
国
・
県
の
行
動
計
画
が

改
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
を
改
定
し
た
こ
と
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

■
不
納
欠
損
処
理
に
お
け
る
公

平
性
の
確
保
を

　
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
の
不
納
欠
損
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。
介
護
保
険

料
で
は
、
前
年
度
に
処
理
す
べ
き

分
が
令
和
７
年
度
に
計
上
さ
れ

た
こ
と
が
増
加
要
因
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、
納
付

し
て
い
る
町
民
と
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
財
産
調
査
や
執

行
停
止
、
不
納
欠
損
に
至
る
判
断

基
準
に
つ
い
て
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
事

案
に
つ
い
て

①
令
和
８
年
度
第
７
分
団
消
防

詰
所
新
築
工
事
に
つ
い
て

（
総
務
課
）

■
工
事
概
要
説
明

　
昭
和
49
年
の
建
設
か
ら
51
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
新
築
工
事
を
行
う
と
の

の
説
明
が
あ
っ
た
。
場
所
は
現
在

の
詰
所
の
横
に
２
階
建
て
と
な

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

〇
佐
々
町
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
一
部
改
正
及
び
全
世
代
対
応

型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
14
条
の
規
定
に
よ
る
介
護
保

険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
町

の
規
程
を
改
正
す
る
も
の
。

議
会
運
営
委
員
会
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町
民
生
活
に
直
結
す
る

制
度
改
正
を
確
認

　
令
和
８
年
５
月
19
日
と
６
月

８
日
に
開
催
し
、
条
例
改
正
、
国

民
健
康
保
険
税
率
改
定
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
な
ど

に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行

っ
た
。

令
和
８
月
５
月
19
日
（
火
）

【
所
管
事
務
調
査
】

■
税
制
改
正
、
暮
ら
し
へ
の
影

響
は
？

　
佐
々
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

で
は
、
個
人
住
民
税
に
係
る
給

与
所
得
控
除
の
見
直
し
や
扶
養

親
族
に
係
る
所
得
要
件
の
引
上

げ
、
固
定
資
産
税
に
係
る
免
税

点
の
見
直
し
、
軽
自
動
車
税
の
環

境
性
能
割
廃
止
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
防
衛
特
別
所

得
税
の
取
り
扱
い
や
、
軽
自
動

車
税
の
減
収
分
へ
の
対
応
に
つ
い

て
確
認
が
あ
り
、
防
衛
特
別
所

得
税
は
所
得
税
の
み
の
課
税
で

あ
る
こ
と
、
減
収
分
は
地
方
特
例

交
付
金
に
よ
る
補
填
を
見
込
ん

で
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

■
国
保
税
、
今
後
の
引
き
上
げ

議
論
へ

　
国
民
健
康
保
険
税
で
は
、
令

和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
に
伴
う
条

例
整
備
や
、
賦
課
限
度
額
の
引

き
上
げ
、
低
所
得
者
軽
減
措
置

の
拡
充
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
将
来
的
な
保
険
料
統

一
に
向
け
、
基
金
残
高
や
県
の
標

準
保
険
料
率
と
の
乖
離
を
踏
ま

え
、
税
率
を
引
き
上
げ
て
い
く
考

え
が
示
さ
れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
議
会
が
十
分

に
判
断
で
き
る
よ
う
早
い
段
階

か
ら
の
情
報
提
供
を
求
め
る
意

見
や
、
国
・
県
へ
の
要
望
も
含
め

て
整
理
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

り
、
こ
の
案
件
は
継
続
調
査
と
な

っ
た
。

産
業
建
設
文
教
委
員
会

委

員

会

報

告

　
令
和
８
年
５
月
15
日
及
び
６
月
８

日
、
産
業
・
建
設
・
教
育
分
野
に
関

す
る
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
、
各

事
業
の
進
捗
や
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
５
月
15
日
（
金
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
水
道
料
金
、
改
定
へ

■
「
上
げ
る
理
由
」
と
「
見
直
し
続

　
け
る
仕
組
み
」

　
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
審
議

会
の
答
申
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

水
道
料
金
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
収

入
減
、
物
価
高
騰
、
施
設
更
新
費
用

の
増
加
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
９
年

４
月
請
求
分
か
ら
平
均
改
定
率
18
・

28
％
（
令
和
６
年
度
決
算
比
）
の
改

定
が
必
要
と
の
答
申
が
示
さ
れ
た
。

　
下
水
道
使
用
料
は
今
回
据
え
置
き

と
さ
れ
た
が
、
委
員
か
ら
は
「
据
え

置
き
が
、
健
全
と
い
う
誤
解
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
周
知
が
必
要
」
「
将

来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
視

点
が
必
要
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
経
営
状
況
を
毎
年
確
認
す
る
場

の
設
置
に
つ
い
て
確
認
が
行
わ
れ
た
。

２
．
駐
車
場
計
画
、
新
庁
舎
点
検
と

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
問
題

■
直
す
べ
き
所
は
直
し
、
必
要
性
は

　
冷
静
に
判
断

　
新
庁
舎
駐
車
場
の
整
備
台
数
に
つ

い
て
、
全
体
で
２
１
０
台
分
を
計
画

し
、
今
回
の
２
・
３
工
区
で
は
旧
庁
舎

な
ど
１
７
０
台
分
を
整
備
す
る
予
定

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
新
庁
舎
の
１
年
点
検
で
は
、
壁
や

床
の
継
ぎ
目
の
補
修
状
況
や
、
１
工

区
の
駐
車
場
整
備
の
舗
装
の
一
部
が

計
画
よ
り
低
く
施
工
さ
れ
て
い
た
件

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
施
工
業
者

に
よ
る
是
正
対
応
が
進
め
ら
れ
る
予

定
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
に
つ
い
て
は
、

設
置
費
や
維
持
管
理
費
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
委

員
か
ら
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流

れ
も
踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
を
慎
重

に
判
断
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

３
．
農
業
体
験
施
設
、
決
め
打
ち
で

　
い
い
の
か

■
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で
可
能
性

　
を
広
げ
る
べ
き

　
農
業
体
験
施
設
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
や
運
営
経
費
の
増
加
を
受
け
、

職
員
体
制
の
見
直
し
や
民
間
事
業
者

へ
の
運
営
委
託
の
可
能
性
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
障
が
い
者
福
祉
施

設
と
の
連
携
案
が
示
さ
れ
た
が
、
委

員
か
ら
は
「
一
つ
の
方
向
に
絞
る
の

で
は
な
く
、
幅
広
い
視
点
で
検
討
す

べ
き
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
民
間
事
業
者
、
広
域
連
携
、
ス
マ

ー
ト
農
業
、
研
究
・
研
修
施
設
と
し

て
の
活
用
な
ど
、
施
設
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ

れ
た
。

【
所
管
事
務
調
査
（
そ
の
他
）
】

１
．
レ
モ
ン
構
想
、
夢
を
計
画
に

■
特
産
品
化
に
は
道
筋
の
見
え
る
説

　
明
を

　
委
員
か
ら
、
農
業
体
験
施
設
で
試

験
栽
培
し
て
い
る
レ
モ
ン
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
計
画
で
進
ん
で
い
る
の

か
の
確
認
が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら

は
、
先
進
地
の
視
察
を
行
っ
た
こ
と

の
報
告
が
あ
り
、
試
験
栽
培
に
つ
い

て
は
ま
だ
期
間
も
経
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
の
話
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
特
産
品
化
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
栽
培
で
き
た
場
合

の
販
売
、
加
工
、
普
及
、
広
域
連
携

ま
で
含
め
た
計
画
が
必
要
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
報
告
】

１
．
地
域
公
共
交
通
、
再
編
へ

■
バ
ス
と
Ｍ
Ｒ
の
接
続
が
鍵

　
佐
世
保
市
・
佐
々
町
地
域
公
共
交

通
計
画
に
基
づ
き
、
バ
ス
路
線
再
編

に
向
け
た
調
査
の
支
援
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
運
転
士
不
足
や
長
距

離
運
行
の
課
題
を
踏
ま
え
、
大
野
・

早
岐
を
拠
点
と
し
た
路
線
再
編
や
、

Ｍ
Ｒ
と
の
接
続
も
含
め
た
効
率
的
な

交
通
体
系
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

２
．
給
食
費
無
償
化
、
物
価
高
と
の

　
向
き
合
い
方

■
質
と
量
を
守
る
た
め
補
正
対
応
へ

　
米
、
パ
ン
、
野
菜
な
ど
の
食
材
価

格
が
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
食
材
費
に
不
足
が
生
じ
る
見
込

み
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
小

中
学
校
と
も
に
給
食
の
質
と
量
を
維

持
す
る
た
め
、
補
正
予
算
で
対
応
す

る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
は
、

今
後
さ
ら
に
高
騰
し
た
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。

３
．
入
札
制
度
、
元
に
戻
し
て
終
わ

　
り
で
は
な
い

■
地
元
業
者
と
の
信
頼
関
係
も
課
題

　
官
製
談
合
事
件
後
の
暫
定
的
対

応
と
し
て
引
き
下
げ
て
い
た
最
低
制

限
価
格
に
つ
い
て
、
工
事
は
87
％
か

ら
92
％
、
委
託
は
75
％
か
ら
80
％
へ

戻
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
委
員

か
ら
は
、
引
き
下
げ
に
よ
る
効
果
と

影
響
、
地
元
建
設
業
者
と
の
関
係
、

災
害
協
定
の
再
確
認
に
つ
い
て
指
摘

が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
品
質

確
保
や
担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
元

に
戻
し
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

４
．
農
業
委
員
、
担
い
手
不
足
が
課

　
題
に

■
定
員
割
れ
へ
の
対
応
を
確
認

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
募
集
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。
農
業
委
員
に
つ
い
て
は

定
員
割
れ
の
状
況
が
示
さ
れ
、
委
員

か
ら
は
担
い
手
確
保
や
、
委
員
一
人

あ
た
り
の
負
担
増
へ
の
懸
念
が
示
さ

れ
た
。
今
後
、
補
充
に
向
け
た
取
組

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
新
庁
舎
駐
車
場
、
ど
う
活
か
す
か

■
「
停
め
る
場
所
」
か
ら
「
ま
ち
の

　
資
源
」
へ

　
新
庁
舎
駐
車
場
整
備
工
事
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
休
日
・
夜
間
の
開

放
、
町
な
か
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

利
用
、
有
料
化
の
可
能
性
、
職
員
駐

車
場
の
配
置
、
傾
斜
や
盛
土
後
の
沈

下
対
策
に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
「
完
全
開
放
が

望
ま
し
い
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
今

後
の
管
理
方
法
が
課
題
と
な
る
。

委

員

会

報

告

総
務
厚
生
委
員
会

進
む
事
業
、

問
わ
れ
る
次
の
一
手

■
ご
み
処
理
の
次
の
一
手
、
委
託

か
広
域
か

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
委

託
で
は
、
ご
み
の
受
付
業
務
か
ら

焼
却
残
渣
・
資
源
ご
み
の
積
み
込

み
ま
で
を
委
託
範
囲
と
し
て
検

討
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
将
来
的
な
ご
み
処
理

広
域
化
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
委
託
に
よ
り

町
職
員
が
施
設
運
営
の
知
識
を

失
う
懸
念
や
、
広
域
化
を
含
め

た
全
体
像
を
資
料
で
示
す
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ

の
案
件
も
継
続
調
査
と
な
っ
た
。

■
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
運

営
、
町
職
員
の
通
勤
手
当
も

確
認

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
な
ど
を
一
定
の
条
件
で

「
み
な
し
保
育
士
」
と
す
る
国
の

基
準
改
正
に
伴
う
内
容
を
確
認

し
た
。
町
内
に
該
当
施
設
は
な
い

も
の
の
、
委
員
か
ら
は
町
内
保
育

所
の
専
門
職
配
置
や
障
が
い
児

保
育
の
実
態
把
握
を
求
め
る
意

見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
職
員
が
通
勤
の
た
め
に

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、
月

５
，０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
通

勤
手
当
を
新
設
す
る
条
例
改
正

の
説
明
が
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
報
告
】

■
行
動
計
画
の
改
定

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
経
験
を

踏
ま
え
、
国
・
県
の
行
動
計
画
が

改
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
を
改
定
し
た
こ
と
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

■
不
納
欠
損
処
理
に
お
け
る
公

平
性
の
確
保
を

　
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
の
不
納
欠
損
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。
介
護
保
険

料
で
は
、
前
年
度
に
処
理
す
べ
き

分
が
令
和
７
年
度
に
計
上
さ
れ

た
こ
と
が
増
加
要
因
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、
納
付

し
て
い
る
町
民
と
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
財
産
調
査
や
執

行
停
止
、
不
納
欠
損
に
至
る
判
断

基
準
に
つ
い
て
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
事

案
に
つ
い
て

①
令
和
８
年
度
第
７
分
団
消
防

詰
所
新
築
工
事
に
つ
い
て

（
総
務
課
）

■
工
事
概
要
説
明

　
昭
和
49
年
の
建
設
か
ら
51
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
新
築
工
事
を
行
う
と
の

の
説
明
が
あ
っ
た
。
場
所
は
現
在

の
詰
所
の
横
に
２
階
建
て
と
な

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

〇
佐
々
町
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
一
部
改
正
及
び
全
世
代
対
応

型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
14
条
の
規
定
に
よ
る
介
護
保

険
法
の
一
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令和８年度 一般会計補正予算（第２号）

佐々町農業委員会委員が任命されました
　佐々町農業委員会委員の任期満了（令和８年７月１９日）に伴い、新たに任命されました。
　任期は令和８年７月２０日～令和１１年７月１９日です。 　（敬称略）

（４）寶持　雅祥　 （２）荒木　武士　 （２）松本　隆治　 （２）廣川　勝巳　 （２）藤永　亜弓
（２）北川　英明　 （２）坂本　真澄　 （新）辻　　正人　 （新）前川　義隆
（新）野中　光浩　 （新）大瀬　秀樹　 （新）玉置　正則　 （新）大平　弘明

※数字は任命回数です。

議案第４４号 工事請負契約締結の件（令和８年度 佐々町新庁舎駐車場整備工事）

※金額は補正後の金額

　令和７年５月７日から新庁舎を供用開始し、旧庁舎の解体が令和８年３月２７日に完了したことに伴
い、敷地等を駐車場として整備するため、工事請負契約を締結するもの。今回の工事で 170 台分の駐車場
が整備される。工期は契約確定の日から 270 日間で、令和８年度中に完成する予定。

●小中学校の学校給食費無償化事業補助金（215 万 7 千円）
　・各種食材の価格高騰等により、当初予定していた単価では不足が見込まれる分を計上。
●西九州させぼ広域都市圏連携事業負担金（佐世保市・佐々町地域公共交通活性化）（136 万 3 千円）
　・「佐世保市・佐々町地域公共交通計画」に基づき、西肥バスの路線再編、推進のための路線分析・調査業務
　　を支援。
●塵芥処理費に係る消耗品費（町指定ごみ袋）（282 万 7 千円）
　・中東情勢の関係で原材料のナフサの価格が高騰していることにより、予算不足が見込まれる分を計上。

●介護保険システム改修業務委託料（76 万 3 千円）
　・介護保険法施行規則の一部改正により、負担限度額認定証の様式の見直しが行われ、システム改修の必要
　　が生じたもの。

（歳　入） （歳　出）
・国庫支出金　　１２億４,８０６万円　　　　　・総務費　　　　　９億３,４５１万円
・県支出金　　　　７億２,３３６万円　　　　　・民生費　　　　２６億７,８１３万円
・繰入金　　　　　５億６,５９２万円　　　　　・衛生費　　　　　８億５,７０４万円
・諸収入　　　　　２億１,６０６万円　　　　　・農林水産業費　　２億５,５０６万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・商工費　　　　　１億２,４４６万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教育費　　　　　８億７,０１６万円

※金額は補正後の金額

（歳　入） （歳　出）
・国庫支出金　　　３億２,４６６万円　　　　　・総務費　　　　　　　２,６８３万円
・繰入金　　　　　２億９,４７５万円

職員の給与に関する条例の一部改正の件
　●1 か月当たり 5,000 円を上限とする駐車場等の利用に対する通勤手当の新設。
　●条例に定められていた通勤手当の額を規則に定めるもの。
佐々町家庭的保育事業等の設備及び及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正の件
　●国が定める基準等の一部改正に伴い改正を行うもの。
　　・理学療法士等を保育士とみなすもの。
　　・3 歳児の職員配置基準について、おおむね 20 人につき 1 人以上からおおむね 15 人につき 1 人以上にす
　　　ることについて「当分の間」とされていたものが、令和 10 年 3 月 31 日までに達成できるよう明示され
　　　たもの。

介護保険特別会計補正予算（第１号）

条 例 改 正

＜条例改正＞
●佐々町税条例等の一部を改正する条例（専決処分）
　地方税法等の一部を改正する法律が令和８年３月３１日に公布され、令和８年４月１日から施行されるこ
　とに伴い改正するもの。
【主な改正内容】
　○個人住民税の給与所得控除を65万円から74万円に引き上げ（令和9年度分～）
　○個人住民税のひとり親控除額を30万円から33万円に引き上げ（令和10年度分～）
　○固定資産税の免税点の見直し
　○軽自動車税の環境性能割の廃止
●佐々町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（専決処分）
　地方税法施行令等の一部を改正する政令が和８年３月３１日に公布され、令和８年４月１日から施行され
　ることに伴い改正するもの。
【主な改正内容】
　○基礎課税額の課税限度額を66万円から67万円に引き上げ
　○子ども・子育て支援納付金課税額の設定
　○減額措置に係る軽減判定所得額の変更（5割軽減・2割軽減の拡大）
　　その他、工事請負変更契約締結の件、和解及び損害賠償の額を定める件、令和８年度 佐々町一般会計補
　　正予算（第１号）について専決処分したとの行政報告が行われた。

第２回臨時会

令和8年5月臨時会、6月定例会　賛 否 表
○ は賛成　× は反対　－は退席（棄権）
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専決処分した事件の承認を求める件（佐々町税条例等の一部
を改正する条例）

専決処分した事件の承認を求める件（佐々町国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

職員の給与に関する条例の一部改正の件

佐々町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例等の一部改正の件

令和８年度　佐々町一般会計補正予算（第２号）

令和８年度　佐々町介護保険特別会計補正予算（第１号）

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件
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佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件
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佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

工事請負契約締結の件（令和８年度　佐々町新庁舎駐車場整
備工事）
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令和８年度 一般会計補正予算（第２号）

佐々町農業委員会委員が任命されました
　佐々町農業委員会委員の任期満了（令和８年７月１９日）に伴い、新たに任命されました。
　任期は令和８年７月２０日～令和１１年７月１９日です。 　（敬称略）

（４）寶持　雅祥　 （２）荒木　武士　 （２）松本　隆治　 （２）廣川　勝巳　 （２）藤永　亜弓
（２）北川　英明　 （２）坂本　真澄　 （新）辻　　正人　 （新）前川　義隆
（新）野中　光浩　 （新）大瀬　秀樹　 （新）玉置　正則　 （新）大平　弘明

※数字は任命回数です。

議案第４４号 工事請負契約締結の件（令和８年度 佐々町新庁舎駐車場整備工事）

※金額は補正後の金額

　令和７年５月７日から新庁舎を供用開始し、旧庁舎の解体が令和８年３月２７日に完了したことに伴
い、敷地等を駐車場として整備するため、工事請負契約を締結するもの。今回の工事で 170 台分の駐車場
が整備される。工期は契約確定の日から 270 日間で、令和８年度中に完成する予定。

●小中学校の学校給食費無償化事業補助金（215 万 7 千円）
　・各種食材の価格高騰等により、当初予定していた単価では不足が見込まれる分を計上。
●西九州させぼ広域都市圏連携事業負担金（佐世保市・佐々町地域公共交通活性化）（136 万 3 千円）
　・「佐世保市・佐々町地域公共交通計画」に基づき、西肥バスの路線再編、推進のための路線分析・調査業務
　　を支援。
●塵芥処理費に係る消耗品費（町指定ごみ袋）（282 万 7 千円）
　・中東情勢の関係で原材料のナフサの価格が高騰していることにより、予算不足が見込まれる分を計上。

●介護保険システム改修業務委託料（76 万 3 千円）
　・介護保険法施行規則の一部改正により、負担限度額認定証の様式の見直しが行われ、システム改修の必要
　　が生じたもの。

（歳　入） （歳　出）
・国庫支出金　　１２億４,８０６万円　　　　　・総務費　　　　　９億３,４５１万円
・県支出金　　　　７億２,３３６万円　　　　　・民生費　　　　２６億７,８１３万円
・繰入金　　　　　５億６,５９２万円　　　　　・衛生費　　　　　８億５,７０４万円
・諸収入　　　　　２億１,６０６万円　　　　　・農林水産業費　　２億５,５０６万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・商工費　　　　　１億２,４４６万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教育費　　　　　８億７,０１６万円

※金額は補正後の金額

（歳　入） （歳　出）
・国庫支出金　　　３億２,４６６万円　　　　　・総務費　　　　　　　２,６８３万円
・繰入金　　　　　２億９,４７５万円

職員の給与に関する条例の一部改正の件
　●1 か月当たり 5,000 円を上限とする駐車場等の利用に対する通勤手当の新設。
　●条例に定められていた通勤手当の額を規則に定めるもの。
佐々町家庭的保育事業等の設備及び及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正の件
　●国が定める基準等の一部改正に伴い改正を行うもの。
　　・理学療法士等を保育士とみなすもの。
　　・3 歳児の職員配置基準について、おおむね 20 人につき 1 人以上からおおむね 15 人につき 1 人以上にす
　　　ることについて「当分の間」とされていたものが、令和 10 年 3 月 31 日までに達成できるよう明示され
　　　たもの。

介護保険特別会計補正予算（第１号）

条 例 改 正

＜条例改正＞
●佐々町税条例等の一部を改正する条例（専決処分）
　地方税法等の一部を改正する法律が令和８年３月３１日に公布され、令和８年４月１日から施行されるこ
　とに伴い改正するもの。
【主な改正内容】
　○個人住民税の給与所得控除を65万円から74万円に引き上げ（令和9年度分～）
　○個人住民税のひとり親控除額を30万円から33万円に引き上げ（令和10年度分～）
　○固定資産税の免税点の見直し
　○軽自動車税の環境性能割の廃止
●佐々町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（専決処分）
　地方税法施行令等の一部を改正する政令が和８年３月３１日に公布され、令和８年４月１日から施行され
　ることに伴い改正するもの。
【主な改正内容】
　○基礎課税額の課税限度額を66万円から67万円に引き上げ
　○子ども・子育て支援納付金課税額の設定
　○減額措置に係る軽減判定所得額の変更（5割軽減・2割軽減の拡大）
　　その他、工事請負変更契約締結の件、和解及び損害賠償の額を定める件、令和８年度 佐々町一般会計補
　　正予算（第１号）について専決処分したとの行政報告が行われた。

第２回臨時会

令和8年5月臨時会、6月定例会　賛 否 表
○ は賛成　× は反対　－は退席（棄権）
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専決処分した事件の承認を求める件（佐々町税条例等の一部
を改正する条例）

専決処分した事件の承認を求める件（佐々町国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

職員の給与に関する条例の一部改正の件

佐々町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例等の一部改正の件

令和８年度　佐々町一般会計補正予算（第２号）

令和８年度　佐々町介護保険特別会計補正予算（第１号）

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

工事請負契約締結の件（令和８年度　佐々町新庁舎駐車場整
備工事）

川
副
　
　
剛

須
藤
　
敏
規

長
谷
川
　
忠

横
田
　
博
茂

山
之
内
英
樹

中
川
由
美
恵

井
上
智
恵
美

黒
田
龍
之
介

棚
橋
　
優
汰

永
田
　
勝
美

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○
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9対0 承　認

承　認

同　意
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同　意
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同　意

同　意

同　意

9対0

9対0 原案可決

9対0 原案可決

9対0 原案可決

9対0 原案可決

9対0

9対0
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9対0

9対0
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9対0

9対0

9対0

9対0 原案可決
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令和８年度 一般会計補正予算（第２号）

佐々町農業委員会委員が任命されました
　佐々町農業委員会委員の任期満了（令和８年７月１９日）に伴い、新たに任命されました。
　任期は令和８年７月２０日～令和１１年７月１９日です。 　（敬称略）

（４）寶持　雅祥　 （２）荒木　武士　 （２）松本　隆治　 （２）廣川　勝巳　 （２）藤永　亜弓
（２）北川　英明　 （２）坂本　真澄　 （新）辻　　正人　 （新）前川　義隆
（新）野中　光浩　 （新）大瀬　秀樹　 （新）玉置　正則　 （新）大平　弘明

※数字は任命回数です。

議案第４４号 工事請負契約締結の件（令和８年度 佐々町新庁舎駐車場整備工事）

※金額は補正後の金額

　令和７年５月７日から新庁舎を供用開始し、旧庁舎の解体が令和８年３月２７日に完了したことに伴
い、敷地等を駐車場として整備するため、工事請負契約を締結するもの。今回の工事で 170 台分の駐車場
が整備される。工期は契約確定の日から 270 日間で、令和８年度中に完成する予定。

●小中学校の学校給食費無償化事業補助金（215 万 7 千円）
　・各種食材の価格高騰等により、当初予定していた単価では不足が見込まれる分を計上。
●西九州させぼ広域都市圏連携事業負担金（佐世保市・佐々町地域公共交通活性化）（136 万 3 千円）
　・「佐世保市・佐々町地域公共交通計画」に基づき、西肥バスの路線再編、推進のための路線分析・調査業務
　　を支援。
●塵芥処理費に係る消耗品費（町指定ごみ袋）（282 万 7 千円）
　・中東情勢の関係で原材料のナフサの価格が高騰していることにより、予算不足が見込まれる分を計上。

●介護保険システム改修業務委託料（76 万 3 千円）
　・介護保険法施行規則の一部改正により、負担限度額認定証の様式の見直しが行われ、システム改修の必要
　　が生じたもの。

（歳　入） （歳　出）
・国庫支出金　　１２億４,８０６万円　　　　　・総務費　　　　　９億３,４５１万円
・県支出金　　　　７億２,３３６万円　　　　　・民生費　　　　２６億７,８１３万円
・繰入金　　　　　５億６,５９２万円　　　　　・衛生費　　　　　８億５,７０４万円
・諸収入　　　　　２億１,６０６万円　　　　　・農林水産業費　　２億５,５０６万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・商工費　　　　　１億２,４４６万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教育費　　　　　８億７,０１６万円

※金額は補正後の金額

（歳　入） （歳　出）
・国庫支出金　　　３億２,４６６万円　　　　　・総務費　　　　　　　２,６８３万円
・繰入金　　　　　２億９,４７５万円

職員の給与に関する条例の一部改正の件
　●1 か月当たり 5,000 円を上限とする駐車場等の利用に対する通勤手当の新設。
　●条例に定められていた通勤手当の額を規則に定めるもの。
佐々町家庭的保育事業等の設備及び及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正の件
　●国が定める基準等の一部改正に伴い改正を行うもの。
　　・理学療法士等を保育士とみなすもの。
　　・3 歳児の職員配置基準について、おおむね 20 人につき 1 人以上からおおむね 15 人につき 1 人以上にす
　　　ることについて「当分の間」とされていたものが、令和 10 年 3 月 31 日までに達成できるよう明示され
　　　たもの。

介護保険特別会計補正予算（第１号）

条 例 改 正

＜条例改正＞
●佐々町税条例等の一部を改正する条例（専決処分）
　地方税法等の一部を改正する法律が令和８年３月３１日に公布され、令和８年４月１日から施行されるこ
　とに伴い改正するもの。
【主な改正内容】
　○個人住民税の給与所得控除を65万円から74万円に引き上げ（令和9年度分～）
　○個人住民税のひとり親控除額を30万円から33万円に引き上げ（令和10年度分～）
　○固定資産税の免税点の見直し
　○軽自動車税の環境性能割の廃止
●佐々町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（専決処分）
　地方税法施行令等の一部を改正する政令が和８年３月３１日に公布され、令和８年４月１日から施行され
　ることに伴い改正するもの。
【主な改正内容】
　○基礎課税額の課税限度額を66万円から67万円に引き上げ
　○子ども・子育て支援納付金課税額の設定
　○減額措置に係る軽減判定所得額の変更（5割軽減・2割軽減の拡大）
　　その他、工事請負変更契約締結の件、和解及び損害賠償の額を定める件、令和８年度 佐々町一般会計補
　　正予算（第１号）について専決処分したとの行政報告が行われた。

第２回臨時会

令和8年5月臨時会、6月定例会　賛 否 表
○ は賛成　× は反対　－は退席（棄権）
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専決処分した事件の承認を求める件（佐々町税条例等の一部
を改正する条例）

専決処分した事件の承認を求める件（佐々町国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

職員の給与に関する条例の一部改正の件

佐々町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例等の一部改正の件

令和８年度　佐々町一般会計補正予算（第２号）

令和８年度　佐々町介護保険特別会計補正予算（第１号）

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

工事請負契約締結の件（令和８年度　佐々町新庁舎駐車場整
備工事）
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令和８年度 一般会計補正予算（第２号）

佐々町農業委員会委員が任命されました
　佐々町農業委員会委員の任期満了（令和８年７月１９日）に伴い、新たに任命されました。
　任期は令和８年７月２０日～令和１１年７月１９日です。 　（敬称略）

（４）寶持　雅祥　 （２）荒木　武士　 （２）松本　隆治　 （２）廣川　勝巳　 （２）藤永　亜弓
（２）北川　英明　 （２）坂本　真澄　 （新）辻　　正人　 （新）前川　義隆
（新）野中　光浩　 （新）大瀬　秀樹　 （新）玉置　正則　 （新）大平　弘明

※数字は任命回数です。

議案第４４号 工事請負契約締結の件（令和８年度 佐々町新庁舎駐車場整備工事）

※金額は補正後の金額

　令和７年５月７日から新庁舎を供用開始し、旧庁舎の解体が令和８年３月２７日に完了したことに伴
い、敷地等を駐車場として整備するため、工事請負契約を締結するもの。今回の工事で 170 台分の駐車場
が整備される。工期は契約確定の日から 270 日間で、令和８年度中に完成する予定。

●小中学校の学校給食費無償化事業補助金（215 万 7 千円）
　・各種食材の価格高騰等により、当初予定していた単価では不足が見込まれる分を計上。
●西九州させぼ広域都市圏連携事業負担金（佐世保市・佐々町地域公共交通活性化）（136 万 3 千円）
　・「佐世保市・佐々町地域公共交通計画」に基づき、西肥バスの路線再編、推進のための路線分析・調査業務
　　を支援。
●塵芥処理費に係る消耗品費（町指定ごみ袋）（282 万 7 千円）
　・中東情勢の関係で原材料のナフサの価格が高騰していることにより、予算不足が見込まれる分を計上。

●介護保険システム改修業務委託料（76 万 3 千円）
　・介護保険法施行規則の一部改正により、負担限度額認定証の様式の見直しが行われ、システム改修の必要
　　が生じたもの。

（歳　入） （歳　出）
・国庫支出金　　１２億４,８０６万円　　　　　・総務費　　　　　９億３,４５１万円
・県支出金　　　　７億２,３３６万円　　　　　・民生費　　　　２６億７,８１３万円
・繰入金　　　　　５億６,５９２万円　　　　　・衛生費　　　　　８億５,７０４万円
・諸収入　　　　　２億１,６０６万円　　　　　・農林水産業費　　２億５,５０６万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・商工費　　　　　１億２,４４６万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教育費　　　　　８億７,０１６万円

※金額は補正後の金額

（歳　入） （歳　出）
・国庫支出金　　　３億２,４６６万円　　　　　・総務費　　　　　　　２,６８３万円
・繰入金　　　　　２億９,４７５万円

職員の給与に関する条例の一部改正の件
　●1 か月当たり 5,000 円を上限とする駐車場等の利用に対する通勤手当の新設。
　●条例に定められていた通勤手当の額を規則に定めるもの。
佐々町家庭的保育事業等の設備及び及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正の件
　●国が定める基準等の一部改正に伴い改正を行うもの。
　　・理学療法士等を保育士とみなすもの。
　　・3 歳児の職員配置基準について、おおむね 20 人につき 1 人以上からおおむね 15 人につき 1 人以上にす
　　　ることについて「当分の間」とされていたものが、令和 10 年 3 月 31 日までに達成できるよう明示され
　　　たもの。

介護保険特別会計補正予算（第１号）

条 例 改 正

＜条例改正＞
●佐々町税条例等の一部を改正する条例（専決処分）
　地方税法等の一部を改正する法律が令和８年３月３１日に公布され、令和８年４月１日から施行されるこ
　とに伴い改正するもの。
【主な改正内容】
　○個人住民税の給与所得控除を65万円から74万円に引き上げ（令和9年度分～）
　○個人住民税のひとり親控除額を30万円から33万円に引き上げ（令和10年度分～）
　○固定資産税の免税点の見直し
　○軽自動車税の環境性能割の廃止
●佐々町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（専決処分）
　地方税法施行令等の一部を改正する政令が和８年３月３１日に公布され、令和８年４月１日から施行され
　ることに伴い改正するもの。
【主な改正内容】
　○基礎課税額の課税限度額を66万円から67万円に引き上げ
　○子ども・子育て支援納付金課税額の設定
　○減額措置に係る軽減判定所得額の変更（5割軽減・2割軽減の拡大）
　　その他、工事請負変更契約締結の件、和解及び損害賠償の額を定める件、令和８年度 佐々町一般会計補
　　正予算（第１号）について専決処分したとの行政報告が行われた。

第２回臨時会

令和8年5月臨時会、6月定例会　賛 否 表
○ は賛成　× は反対　－は退席（棄権）

号
番
案
議

議案件名
数
決
評 結

果

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

川
副
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

専決処分した事件の承認を求める件（佐々町税条例等の一部
を改正する条例）

専決処分した事件の承認を求める件（佐々町国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

職員の給与に関する条例の一部改正の件

佐々町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例等の一部改正の件

令和８年度　佐々町一般会計補正予算（第２号）

令和８年度　佐々町介護保険特別会計補正予算（第１号）

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件

佐々町農業委員会委員の任命について同意を求める件
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令和８年第１回（３月）定例会で採択した意見書

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の
支給額の改善を求める意見書

　厚生労働省は、2025年度の年金額改定は、物価変動率がプラス2.3％、名目賃金変
動率がプラス2.3％として、物価と賃金がともにプラスで、賃金が物価を下回るため、
67歳以下の改定率、68歳以上の改定率ともに名目賃金変動率の2.3％を適用しまし
た。しかし、重大なことは、3年連続してマクロ経済スライドを適用し、25年度の調
整（削減）分0.4％を削減したことです。67歳以下、68歳以上の改定者ともに1.9％の
プラス改定になりましたが、物価との関係でみれば、実質的には0.8％の減額となりま
す。実に第二次安倍政権以降の13年間で公的年金は実質8.6％の減額となります。
　この間、消費税は5％から10％へと2倍となり、75歳以上の医療費窓口負担は2倍
に、介護保険料や国民健康保険料の値上げなど社会保険料が増え、物価高騰なども
あり、年金生活者の実質可処分所得は大きく目減りしています。
　この結果、働かざるを得ない高齢者が増大し、医療費や食費すら削らざるを得な
いなど、基本的人権すら守られない事態となっています。
　高齢者世帯の3分の2は、公的年金が家計収入の全てです。年金額が、所得と家計
消費に占める割合の高い自治体も多く、年金支給額の削減は、受給者の購買力を低
下させており、地域経済への影響も大きくなっています。年金額の引き上げは、生産
と流通を活性化させ、広く地域経済に好影響を及ぼします。
　年金受給者の生活悪化など危機的状況を受けて、厚生労働省も基礎年金改善の検
討を始めています。
　よって、高齢者も若者も安心して暮らしていけるように、次の事項について意見書
を提出します。

記

１．高齢者が安心して老後を暮らせるように、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の
支給額の改善をすること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。

２０２６年３月１２日
長崎県佐々町議会

※上記意見書は、3月17日に衆参院議長、内閣総理大臣および関係各大臣宛に送付しました。

　社会保険料の増額や近年の物価上昇等の影響により、年金受給者の実質可処分所得が
大きく目減りしている現状を踏まえ、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額改善を求
める請願が提出され、令和８年３月定例会において下記意見書が採択されました。
　※前号で掲載が漏れておりましたので、今回掲載しています。

町政の方針を問う!!町政の方針を問う!!６人の議員
が

～令和8年第2回定例議会での一般質問の紹介～～令和8年第2回定例議会での一般質問の紹介～

中川　由美恵　議員(一問一答)･･･10ページ

黒田　龍之介　議員(一問一答)･･･11ページ

山之内　英樹　議員(一問一答)･･･12ページ

永田　勝美　議員(一問一答)･･･13ページ

井上　智恵美　議員(一問一答)･･･14ページ

棚橋　優汰　議員(一問一答)･･･15ページ

一括質問・一括答弁…複数の質問項目をまとめて質問し、
　　　　　　　　　　まとめて答弁を行う方式。

※次のページからの一般質問の記事は、質問した議員本人が執筆したものです。※次のページからの一般質問の記事は、質問した議員本人が執筆したものです。

●ホームページ、ＳＮＳの利便性向上と情報発信について
・ホームページやＳＮＳの利用者数と閲覧数の情報把握
・若い世代・子育て世代に向けた情報発信
・補助金・助成金の分かりやすい情報提供、一覧ペー
　ジの提供
・ホームページとＳＮＳの連携、ＳＮＳからホームペー
　ジへ誘導する仕組み
・誰一人取り残されないデジタル化、高齢者や障害の
　ある方への配慮
●障害児支援について
・特別支援学校へ通学する児童生徒の人数と学年、障
　害区分
・特別支援学校へ通学する児童生徒に対しての支援制
　度やサービス
・通学支援はどのような支援があるのか
・支援バス利用について
・車椅子利用や介助が必要な児童生徒への支援、対応
・障害のある子ども達が地域の中で成長できる環境づ
　くりの課題
・現在の障害児支援体制についての評価

●原子力発電施設等立地地域の指定について
・佐々町としての認識
・原発被災地住民の受入体制
・防災避難訓練の実施を含む原子力総合防災訓練
●給食センター整備について
・調理員の労働環境の整備
・給食センター施設の広域連携
・給食センター整備の今後のスケジュール

●公共サービスにおけるボランティアの位置付けについて
・公共サービスにおけるボランティアの位置付け
・住民参加の在り方
●次期学習指導要領を踏まえた教育行政における受け
　皿の構築について
・次期学習指導要領の改訂の認識と今後の佐々町教育
　の方向性
・文部科学省の不登校要因分析調査における認識の乖離
・学校評価等の意見や課題の分析、改善、検証と受け
　皿の現状
・教育行政における情報公開及び意思決定プロセスの
　透明性
・ブロードリスニングやＡＩ等のデジタル技術の活用

●子育て支援について

・就学援助制度の拡充

・小中学校施設、体育館への空調設備設置と活用状況

・保育児童の環境改善

●佐々町の農業の今後に向けて

・佐々町農業の将来像

・取り組みのすすめ方

・総合的な計画づくり

●くらし・福祉の充実に向けて

・国保の改善

・難聴対策の位置付けと取り組み

●学校・保育環境について

・事故等に関する情報共有

・学校から保護者への連絡、情報発信の迅速化

・運動会等学校行事における来賓席の配置

・第2保育所のご飯持参のその後の検討状況

●公共施設の環境整備について

・南部体育館の網戸設置など利用環境の改善

●熱中症対策支援について

・熱中症対策を実施する農業者や中小企業支援

・町内の認定農業者等へ猛暑対策設備等の設置費用の

　一部補償

・中小企業に対し、熱中症対策として機器などの導入

　支援

・熱中症対策について町としての認識

・熱中症予防に関する情報発信や啓発活動の強化

●レモン栽培について

・レモン栽培について

・レモン振興計画についての考え

・今の取り組み状況

一問一答方式…………１つの質問に対して１つの答えを
　　　　　　　　　　返し、質問と答弁を繰り返す方式。
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　この間、消費税は5％から10％へと2倍となり、75歳以上の医療費窓口負担は2倍
に、介護保険料や国民健康保険料の値上げなど社会保険料が増え、物価高騰なども
あり、年金生活者の実質可処分所得は大きく目減りしています。
　この結果、働かざるを得ない高齢者が増大し、医療費や食費すら削らざるを得な
いなど、基本的人権すら守られない事態となっています。
　高齢者世帯の3分の2は、公的年金が家計収入の全てです。年金額が、所得と家計
消費に占める割合の高い自治体も多く、年金支給額の削減は、受給者の購買力を低
下させており、地域経済への影響も大きくなっています。年金額の引き上げは、生産
と流通を活性化させ、広く地域経済に好影響を及ぼします。
　年金受給者の生活悪化など危機的状況を受けて、厚生労働省も基礎年金改善の検
討を始めています。
　よって、高齢者も若者も安心して暮らしていけるように、次の事項について意見書
を提出します。

記

１．高齢者が安心して老後を暮らせるように、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の
支給額の改善をすること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。

２０２６年３月１２日
長崎県佐々町議会

※上記意見書は、3月17日に衆参院議長、内閣総理大臣および関係各大臣宛に送付しました。

　社会保険料の増額や近年の物価上昇等の影響により、年金受給者の実質可処分所得が
大きく目減りしている現状を踏まえ、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額改善を求
める請願が提出され、令和８年３月定例会において下記意見書が採択されました。
　※前号で掲載が漏れておりましたので、今回掲載しています。
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・住民参加の在り方
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・運動会等学校行事における来賓席の配置

・第2保育所のご飯持参のその後の検討状況

●公共施設の環境整備について

・南部体育館の網戸設置など利用環境の改善

●熱中症対策支援について

・熱中症対策を実施する農業者や中小企業支援

・町内の認定農業者等へ猛暑対策設備等の設置費用の
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・中小企業に対し、熱中症対策として機器などの導入
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・熱中症対策について町としての認識

・熱中症予防に関する情報発信や啓発活動の強化
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令和８年第１回（３月）定例会で採択した意見書

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の
支給額の改善を求める意見書

　厚生労働省は、2025年度の年金額改定は、物価変動率がプラス2.3％、名目賃金変
動率がプラス2.3％として、物価と賃金がともにプラスで、賃金が物価を下回るため、
67歳以下の改定率、68歳以上の改定率ともに名目賃金変動率の2.3％を適用しまし
た。しかし、重大なことは、3年連続してマクロ経済スライドを適用し、25年度の調
整（削減）分0.4％を削減したことです。67歳以下、68歳以上の改定者ともに1.9％の
プラス改定になりましたが、物価との関係でみれば、実質的には0.8％の減額となりま
す。実に第二次安倍政権以降の13年間で公的年金は実質8.6％の減額となります。
　この間、消費税は5％から10％へと2倍となり、75歳以上の医療費窓口負担は2倍
に、介護保険料や国民健康保険料の値上げなど社会保険料が増え、物価高騰なども
あり、年金生活者の実質可処分所得は大きく目減りしています。
　この結果、働かざるを得ない高齢者が増大し、医療費や食費すら削らざるを得な
いなど、基本的人権すら守られない事態となっています。
　高齢者世帯の3分の2は、公的年金が家計収入の全てです。年金額が、所得と家計
消費に占める割合の高い自治体も多く、年金支給額の削減は、受給者の購買力を低
下させており、地域経済への影響も大きくなっています。年金額の引き上げは、生産
と流通を活性化させ、広く地域経済に好影響を及ぼします。
　年金受給者の生活悪化など危機的状況を受けて、厚生労働省も基礎年金改善の検
討を始めています。
　よって、高齢者も若者も安心して暮らしていけるように、次の事項について意見書
を提出します。

記

１．高齢者が安心して老後を暮らせるように、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の
支給額の改善をすること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。

２０２６年３月１２日
長崎県佐々町議会

※上記意見書は、3月17日に衆参院議長、内閣総理大臣および関係各大臣宛に送付しました。

　社会保険料の増額や近年の物価上昇等の影響により、年金受給者の実質可処分所得が
大きく目減りしている現状を踏まえ、物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額改善を求
める請願が提出され、令和８年３月定例会において下記意見書が採択されました。
　※前号で掲載が漏れておりましたので、今回掲載しています。
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　透明性
・ブロードリスニングやＡＩ等のデジタル技術の活用
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障害児支援について

県の振興計画へ佐々町としての意見をしっかりと伝えていき
ます。

中 川  由 美 恵

　

現在の障害児支援体制について町としての見解を伺う。

原子力発電施設等立地地域の指定を
佐々町の発展につなげてほしい
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ー
と
ヘ
ル
パ
ー
２

名
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
、
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
車
椅
子
利
用
や
介
助
が
必
要
な

児
童
生
徒
へ
の
支
援
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
介
助
に
つ
い
て
は
、
現
在
ほ
ぼ
児

童
生
徒
１
名
に
対
し
ヘ
ル
パ
ー
が
１

名
つ
い
て
、
移
動
の
際
の
危
険
防
止

に
努
め
て
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
が
、
地
域

の
中
で
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
相
談
支
援
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
、
保

護
者
の
声
を
十
分
に
伺
い
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

■ 

質
　
問

　
障
害
児
支
援
体
制
に
つ
い
て
町
と

し
て
ど
う
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い

る
の
か
。
　

■ 

教
育
長

　
５
歳
児
検
診
や
幼
保
小
連
携
、
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連

絡
協
議
会
な
ど
、
組
織
的
な
見
守
り

が
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
一
方

で
支
援
は
十
分
で
は
な
い
と
認
識

し
、
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
持
続
可

能
な
教
育
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、

今
後
も
意
を
用
い
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

町
　
長

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
事
者
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
把

握
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
の
確

認
な
ど
十
分
に
手
が
行
き
届
か
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
障
害

を
お
持
ち
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。 

■ 

企
画
商
工
課
長

　
ラ
イ
ン
か
ら
詳
し
い
情
報
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
誘
導
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
、
リ
ン
ク
で
き

な
い
の
で
、
い
い
取
組
を
し
て
い
る

自
治
体
を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

■ 

質
　
問

　
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
、
高
齢
者
や
、
障
害
の

あ
る
方
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
や
書

か
な
い
窓
口
、
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
を

導
入
し
、
利
便
性
の
高
い
手
続
き
環

境
を
整
え
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
配
慮
し
た

窓
口
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
を
使
わ
な
い

選
択
の
自
由
の
確
保
に
、
留
意
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■ 
質
　
問

　
特
別
支
援
学
校
へ
通
学
す
る
児
童

生
徒
の
人
数
と
障
害
区
分
に
つ
い
て

伺
う
。

■ 

教
育
次
長

　
今
年
度
は
、
小
学
部
（
知
的
障

害
児
童
６
名
、
肢
体
不
自
由
児
童

３
名
）
、
中
学
部
（
知
的
障
害
生

徒
７
名
）
、
高
等
部
（
知
的
障
害

生
徒
３
名
、
肢
体
不
自
由
生
徒
１

名
）
で
す
。

■ 

質
　
問

　
特
別
支
援
学
校
へ
通
学
す
る
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
。

■ 

質
　
問

　
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の

指
定
拡
大
に
よ
り
、
佐
々
町
も
対
象

地
域
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
対
象

地
域
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
指
定
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

防
災
や
地
域
振
興
に
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
の
か
、
県
と
の
連
携
を

含
め
町
の
考
え
を
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
県
か
ら
意
見
照
会
を
受
け
、
町
も

指
定
対
象
に
含
め
る
よ
う
要
望
し
て

い
ま
す
。
指
定
後
は
県
の
振
興
計
画

に
基
づ
き
、
町
と
し
て
必
要
な
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
指
定
さ
れ
た
場
合
、
原
子
力
災
害

対
策
だ
け
で
な
く
、
町
全
体
の
防
災

力
を
高
め
る
大
き
な
機
会
で
あ
る
と

考
え
る
。
避
難
所
と
な
る
佐
々
町
内

の
３
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
整
備
や
非
常
用
電
源
、
防
災
行
政

無
線
、
W
i
ー
F
i
な
ど
通
信
環
境

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
原
子
力

災
害
だ
け
で
な
く
豪
雨
や
台
風
、
地

震
な
ど
様
々
な
災
害
へ
の
備
え
に
も

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
雇
用
し
、
町
と

し
て
の
避
難
訓
練
の
実
施
計
画
を
策

定
す
る
よ
う
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
ま
で
に
は
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
調

理
場
で
働
く
調
理
員
の
労
働
環
境
改

善
が
急
務
で
あ
る
。
夏
場
の
高
温
対

策
と
し
て
空
調
設
備
整
備
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

■ 

教
育
長

　
休
憩
室
へ
の
空
調
設
備
や
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
空
調
服
の
導
入
な
ど
現
場
の

声
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
少
子
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、

公
共
施
設
は
自
治
体
単
独
で
整
備
・

運
営
す
る
だ
け
で
な
く
、
広
域
連
携

と
い
う
視
点
も
必
要
で
あ
る
。
佐
々

町
は
西
九
州
自
動
車
道
を
活
用
で
き

る
地
理
的
条
件
を
備
え
て
お
り
、
佐

世
保
市
北
部
地
域
と
の
共
同
整
備
も

将
来
的
な
選
択
肢
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
建
設
費
や
維
持
管
理

費
の
抑
制
だ
け
で
な
く
、
配
送
効
率

や
雇
用
創
出
な
ど
様
々
な
効
果
も
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
部
事
務
組

合
方
式
な
ど
を
含
め
、
幅
広
い
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

■ 

教
育
長

 

現
時
点
で
共
同
整
備
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
広
域
連
携
に
つ
い
て

は
今
後
も
研
究
を
進
め
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
の
方
向
性
や

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺

う
。

■ 

教
育
長

　
今
年
度
か
ら
官
民
連
携
（
P
P
P
・

P
F
I
）
の
可
能
性
調
査
を
進
め
、

令
和
10
年
度
に
方
針
を
議
会
へ
諮
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
13
年

度
中
の
供
用
開
始
を
目
標
に
整
備
を

進
め
ま
す
。

つ
な
が
る
。
国
や
県
の
支
援
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
、
防
災
機
能

の
強
化
を
振
興
計
画
へ
位
置
付
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
避
難
所
機
能
の
充
実
は
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
指
定
が
受
け

ら
れ
れ
ば
、
交
付
金
、
助
成
金
等
を

十
分
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

意
　
見

　
原
子
力
防
災
で
は
、
災
害
時
に
混

乱
な
く
避
難
や
受
入
れ
が
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
県
が
実

施
す
る
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
へ
積

極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
国
・

県
の
広
域
避
難
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
避
難
住
民
の
受
入
れ

体
制
や
実
践
的
な
防
災
訓
練
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
指
定
を

契
機
と
し
て
、
防
災
意
識
の
向
上
や

地
域
全
体
の
防
災
体
制
強
化
に
つ
な

げ
る
よ
う
求
め
た
。

■ 

町
　
長

　
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
防
災

訓
練
へ
の
参
加
や
各
種
災
害
へ
の
備

え
、
訓
練
実
施
を
検
討
し
ま
す
。
防

黒 田  龍 之 介

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
は

未
来
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
の
実
現
を

サービスの利用状況の確認など手が行き届かないところもあ
るのではないかと思っています。安心して暮らせる環境整備
に努めます。

※実際に利用され
　ている通学支援
　バス

佐々町議会だより　第159号（令和８年８月１日） 1017 佐々町議会だより　第159号（令和８年８月１日）11

障害児支援について

県の振興計画へ佐々町としての意見をしっかりと伝えていき
ます。

中 川  由 美 恵

　

現在の障害児支援体制について町としての見解を伺う。

原子力発電施設等立地地域の指定を
佐々町の発展につなげてほしい

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
便
性
向
上
と

情
報
発
信

障
害
児
支
援
に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
の
利
用

者
数
と
閲
覧
数
が
多
い
ペ
ー
ジ
の
情

報
把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 
企
画
商
工
課
長

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
最
多
閲
覧
は
、
休

日
当
番
医
の
お
知
ら
せ
で
、
４
７
１

９
件
、
ラ
イ
ン
登
録
２
４
４
０
人
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
登
録
１
２
６
０
人

で
す
。

■ 

質
　
問

　
若
い
世
代
・
子
育
て
世
代
に
向
け

た
情
報
発
信
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
S
N
S
で
ど
の
よ
う
な
発
信
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

企
画
商
工
課
長
　

　
保
育
所
の
空
き
状
況
や
福
祉
制

度
、
公
園
な
ど
の
施
設
情
報
、
そ
の

時
期
に
応
じ
た
情
報
発
信
を
し
て
い

ま
す
。

■ 

質
　
問

　
補
助
金
や
助
成
金
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
い
情
報
提
供
や
、
一
覧
ペ
ー

ジ
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

■ 

税
財
政
課
長

　
補
助
金
、
助
成
金
情
報
は
、
広
報

さ
ざ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
個
別
に
周

知
し
て
ま
す
が
、
一
覧
ペ
ー
ジ
は
構

築
で
き
て
ま
せ
ん
。

■ 

質
　
問

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
S
N
S
は
連
携

さ
れ
て
い
る
の
か
S
N
S
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
誘
導
す
る
仕
組
み
は
整

っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
次
長

　
町
教
育
委
員
会
が
行
う
支
援
制

度
は
な
く
、
町
外
で
就
学
す
る
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員

会
の
所
管
で
す
。
支
援
の
代
表
的

な
も
の
と
し
て
、
就
学
奨
励
費
が

助
成
さ
れ
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
通
学
支
援
は
他
に
ど
の
よ
う
な
支

援
が
あ
る
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
平
成
31
年
度
か
ら
通
学
支
援
を
実

施
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
送
迎
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
支
援
バ
ス
利
用
児
童
生
徒
数
に
つ

い
て
伺
う
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
現
在
、
小
学
生
５
名
、
中
学
生
２

名
で
す
。
　

■ 

質
　
問

　
支
援
バ
ス
利
用
を
希
望
し
て
も

利
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
、
あ
る

の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
車
椅
子
利
用
児
童
に
つ
い
て
、
乗

車
に
ヘ
ル
パ
ー
２
名
が
必
要
で
あ
る

が
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
と
ヘ
ル
パ
ー
２

名
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
、
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
車
椅
子
利
用
や
介
助
が
必
要
な

児
童
生
徒
へ
の
支
援
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
介
助
に
つ
い
て
は
、
現
在
ほ
ぼ
児

童
生
徒
１
名
に
対
し
ヘ
ル
パ
ー
が
１

名
つ
い
て
、
移
動
の
際
の
危
険
防
止

に
努
め
て
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
が
、
地
域

の
中
で
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
相
談
支
援
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
、
保

護
者
の
声
を
十
分
に
伺
い
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

■ 

質
　
問

　
障
害
児
支
援
体
制
に
つ
い
て
町
と

し
て
ど
う
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い

る
の
か
。
　

■ 

教
育
長

　
５
歳
児
検
診
や
幼
保
小
連
携
、
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連

絡
協
議
会
な
ど
、
組
織
的
な
見
守
り

が
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
一
方

で
支
援
は
十
分
で
は
な
い
と
認
識

し
、
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
持
続
可

能
な
教
育
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、

今
後
も
意
を
用
い
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

町
　
長

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
事
者
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
把

握
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
の
確

認
な
ど
十
分
に
手
が
行
き
届
か
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
障
害

を
お
持
ち
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。 

■ 

企
画
商
工
課
長

　
ラ
イ
ン
か
ら
詳
し
い
情
報
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
誘
導
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
、
リ
ン
ク
で
き

な
い
の
で
、
い
い
取
組
を
し
て
い
る

自
治
体
を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

■ 

質
　
問

　
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
、
高
齢
者
や
、
障
害
の

あ
る
方
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
や
書

か
な
い
窓
口
、
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
を

導
入
し
、
利
便
性
の
高
い
手
続
き
環

境
を
整
え
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
配
慮
し
た

窓
口
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
を
使
わ
な
い

選
択
の
自
由
の
確
保
に
、
留
意
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■ 
質
　
問

　
特
別
支
援
学
校
へ
通
学
す
る
児
童

生
徒
の
人
数
と
障
害
区
分
に
つ
い
て

伺
う
。

■ 

教
育
次
長

　
今
年
度
は
、
小
学
部
（
知
的
障

害
児
童
６
名
、
肢
体
不
自
由
児
童

３
名
）
、
中
学
部
（
知
的
障
害
生

徒
７
名
）
、
高
等
部
（
知
的
障
害

生
徒
３
名
、
肢
体
不
自
由
生
徒
１

名
）
で
す
。

■ 

質
　
問

　
特
別
支
援
学
校
へ
通
学
す
る
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
。

■ 

質
　
問

　
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の

指
定
拡
大
に
よ
り
、
佐
々
町
も
対
象

地
域
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
対
象

地
域
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
指
定
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

防
災
や
地
域
振
興
に
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
の
か
、
県
と
の
連
携
を

含
め
町
の
考
え
を
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
県
か
ら
意
見
照
会
を
受
け
、
町
も

指
定
対
象
に
含
め
る
よ
う
要
望
し
て

い
ま
す
。
指
定
後
は
県
の
振
興
計
画

に
基
づ
き
、
町
と
し
て
必
要
な
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
指
定
さ
れ
た
場
合
、
原
子
力
災
害

対
策
だ
け
で
な
く
、
町
全
体
の
防
災

力
を
高
め
る
大
き
な
機
会
で
あ
る
と

考
え
る
。
避
難
所
と
な
る
佐
々
町
内

の
３
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
整
備
や
非
常
用
電
源
、
防
災
行
政

無
線
、
W
i
ー
F
i
な
ど
通
信
環
境

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
原
子
力

災
害
だ
け
で
な
く
豪
雨
や
台
風
、
地

震
な
ど
様
々
な
災
害
へ
の
備
え
に
も

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
雇
用
し
、
町
と

し
て
の
避
難
訓
練
の
実
施
計
画
を
策

定
す
る
よ
う
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
ま
で
に
は
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
調

理
場
で
働
く
調
理
員
の
労
働
環
境
改

善
が
急
務
で
あ
る
。
夏
場
の
高
温
対

策
と
し
て
空
調
設
備
整
備
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

■ 

教
育
長

　
休
憩
室
へ
の
空
調
設
備
や
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
空
調
服
の
導
入
な
ど
現
場
の

声
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
少
子
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、

公
共
施
設
は
自
治
体
単
独
で
整
備
・

運
営
す
る
だ
け
で
な
く
、
広
域
連
携

と
い
う
視
点
も
必
要
で
あ
る
。
佐
々

町
は
西
九
州
自
動
車
道
を
活
用
で
き

る
地
理
的
条
件
を
備
え
て
お
り
、
佐

世
保
市
北
部
地
域
と
の
共
同
整
備
も

将
来
的
な
選
択
肢
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
建
設
費
や
維
持
管
理

費
の
抑
制
だ
け
で
な
く
、
配
送
効
率

や
雇
用
創
出
な
ど
様
々
な
効
果
も
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
部
事
務
組

合
方
式
な
ど
を
含
め
、
幅
広
い
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

■ 

教
育
長

 

現
時
点
で
共
同
整
備
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
広
域
連
携
に
つ
い
て

は
今
後
も
研
究
を
進
め
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
の
方
向
性
や

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺

う
。

■ 

教
育
長

　
今
年
度
か
ら
官
民
連
携
（
P
P
P
・

P
F
I
）
の
可
能
性
調
査
を
進
め
、

令
和
10
年
度
に
方
針
を
議
会
へ
諮
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
13
年

度
中
の
供
用
開
始
を
目
標
に
整
備
を

進
め
ま
す
。

つ
な
が
る
。
国
や
県
の
支
援
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
、
防
災
機
能

の
強
化
を
振
興
計
画
へ
位
置
付
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
避
難
所
機
能
の
充
実
は
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
指
定
が
受
け

ら
れ
れ
ば
、
交
付
金
、
助
成
金
等
を

十
分
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

意
　
見

　
原
子
力
防
災
で
は
、
災
害
時
に
混

乱
な
く
避
難
や
受
入
れ
が
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
県
が
実

施
す
る
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
へ
積

極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
国
・

県
の
広
域
避
難
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
避
難
住
民
の
受
入
れ

体
制
や
実
践
的
な
防
災
訓
練
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
指
定
を

契
機
と
し
て
、
防
災
意
識
の
向
上
や

地
域
全
体
の
防
災
体
制
強
化
に
つ
な

げ
る
よ
う
求
め
た
。

■ 

町
　
長

　
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
防
災

訓
練
へ
の
参
加
や
各
種
災
害
へ
の
備

え
、
訓
練
実
施
を
検
討
し
ま
す
。
防

黒 田  龍 之 介

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
は

未
来
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
の
実
現
を

サービスの利用状況の確認など手が行き届かないところもあ
るのではないかと思っています。安心して暮らせる環境整備
に努めます。

※実際に利用され
　ている通学支援
　バス
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障害児支援について

県の振興計画へ佐々町としての意見をしっかりと伝えていき
ます。

中 川  由 美 恵

　

現在の障害児支援体制について町としての見解を伺う。

原子力発電施設等立地地域の指定を
佐々町の発展につなげてほしい

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
便
性
向
上
と

情
報
発
信

障
害
児
支
援
に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
の
利
用

者
数
と
閲
覧
数
が
多
い
ペ
ー
ジ
の
情

報
把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
最
多
閲
覧
は
、
休

日
当
番
医
の
お
知
ら
せ
で
、
４
７
１

９
件
、
ラ
イ
ン
登
録
２
４
４
０
人
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
登
録
１
２
６
０
人

で
す
。

■ 

質
　
問

　
若
い
世
代
・
子
育
て
世
代
に
向
け

た
情
報
発
信
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
S
N
S
で
ど
の
よ
う
な
発
信
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

企
画
商
工
課
長
　

　
保
育
所
の
空
き
状
況
や
福
祉
制

度
、
公
園
な
ど
の
施
設
情
報
、
そ
の

時
期
に
応
じ
た
情
報
発
信
を
し
て
い

ま
す
。

■ 

質
　
問

　
補
助
金
や
助
成
金
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
い
情
報
提
供
や
、
一
覧
ペ
ー

ジ
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

■ 

税
財
政
課
長

　
補
助
金
、
助
成
金
情
報
は
、
広
報

さ
ざ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
個
別
に
周

知
し
て
ま
す
が
、
一
覧
ペ
ー
ジ
は
構

築
で
き
て
ま
せ
ん
。

■ 

質
　
問

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
S
N
S
は
連
携

さ
れ
て
い
る
の
か
S
N
S
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
誘
導
す
る
仕
組
み
は
整

っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
次
長

　
町
教
育
委
員
会
が
行
う
支
援
制

度
は
な
く
、
町
外
で
就
学
す
る
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員

会
の
所
管
で
す
。
支
援
の
代
表
的

な
も
の
と
し
て
、
就
学
奨
励
費
が

助
成
さ
れ
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
通
学
支
援
は
他
に
ど
の
よ
う
な
支

援
が
あ
る
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
平
成
31
年
度
か
ら
通
学
支
援
を
実

施
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
送
迎
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
支
援
バ
ス
利
用
児
童
生
徒
数
に
つ

い
て
伺
う
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
現
在
、
小
学
生
５
名
、
中
学
生
２

名
で
す
。
　

■ 

質
　
問

　
支
援
バ
ス
利
用
を
希
望
し
て
も

利
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
、
あ
る

の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
車
椅
子
利
用
児
童
に
つ
い
て
、
乗

車
に
ヘ
ル
パ
ー
２
名
が
必
要
で
あ
る

が
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
と
ヘ
ル
パ
ー
２

名
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
、
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
車
椅
子
利
用
や
介
助
が
必
要
な

児
童
生
徒
へ
の
支
援
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
介
助
に
つ
い
て
は
、
現
在
ほ
ぼ
児

童
生
徒
１
名
に
対
し
ヘ
ル
パ
ー
が
１

名
つ
い
て
、
移
動
の
際
の
危
険
防
止

に
努
め
て
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
が
、
地
域

の
中
で
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
相
談
支
援
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
、
保

護
者
の
声
を
十
分
に
伺
い
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

■ 

質
　
問

　
障
害
児
支
援
体
制
に
つ
い
て
町
と

し
て
ど
う
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い

る
の
か
。
　

■ 

教
育
長

　
５
歳
児
検
診
や
幼
保
小
連
携
、
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連

絡
協
議
会
な
ど
、
組
織
的
な
見
守
り

が
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
一
方

で
支
援
は
十
分
で
は
な
い
と
認
識

し
、
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
持
続
可

能
な
教
育
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、

今
後
も
意
を
用
い
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

町
　
長

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
事
者
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
把

握
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
の
確

認
な
ど
十
分
に
手
が
行
き
届
か
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
障
害

を
お
持
ち
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。 

■ 

企
画
商
工
課
長

　
ラ
イ
ン
か
ら
詳
し
い
情
報
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
誘
導
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
、
リ
ン
ク
で
き

な
い
の
で
、
い
い
取
組
を
し
て
い
る

自
治
体
を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

■ 

質
　
問

　
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
、
高
齢
者
や
、
障
害
の

あ
る
方
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
や
書

か
な
い
窓
口
、
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
を

導
入
し
、
利
便
性
の
高
い
手
続
き
環

境
を
整
え
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
配
慮
し
た

窓
口
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
を
使
わ
な
い

選
択
の
自
由
の
確
保
に
、
留
意
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
特
別
支
援
学
校
へ
通
学
す
る
児
童

生
徒
の
人
数
と
障
害
区
分
に
つ
い
て

伺
う
。

■ 

教
育
次
長

　
今
年
度
は
、
小
学
部
（
知
的
障

害
児
童
６
名
、
肢
体
不
自
由
児
童

３
名
）
、
中
学
部
（
知
的
障
害
生

徒
７
名
）
、
高
等
部
（
知
的
障
害

生
徒
３
名
、
肢
体
不
自
由
生
徒
１

名
）
で
す
。

■ 

質
　
問

　
特
別
支
援
学
校
へ
通
学
す
る
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
。

■ 

質
　
問

　
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の

指
定
拡
大
に
よ
り
、
佐
々
町
も
対
象

地
域
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
対
象

地
域
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
指
定
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

防
災
や
地
域
振
興
に
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
の
か
、
県
と
の
連
携
を

含
め
町
の
考
え
を
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
県
か
ら
意
見
照
会
を
受
け
、
町
も

指
定
対
象
に
含
め
る
よ
う
要
望
し
て

い
ま
す
。
指
定
後
は
県
の
振
興
計
画

に
基
づ
き
、
町
と
し
て
必
要
な
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
指
定
さ
れ
た
場
合
、
原
子
力
災
害

対
策
だ
け
で
な
く
、
町
全
体
の
防
災

力
を
高
め
る
大
き
な
機
会
で
あ
る
と

考
え
る
。
避
難
所
と
な
る
佐
々
町
内

の
３
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
整
備
や
非
常
用
電
源
、
防
災
行
政

無
線
、
W
i
ー
F
i
な
ど
通
信
環
境

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
原
子
力

災
害
だ
け
で
な
く
豪
雨
や
台
風
、
地

震
な
ど
様
々
な
災
害
へ
の
備
え
に
も

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
雇
用
し
、
町
と

し
て
の
避
難
訓
練
の
実
施
計
画
を
策

定
す
る
よ
う
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
ま
で
に
は
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
調

理
場
で
働
く
調
理
員
の
労
働
環
境
改

善
が
急
務
で
あ
る
。
夏
場
の
高
温
対

策
と
し
て
空
調
設
備
整
備
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

■ 

教
育
長

　
休
憩
室
へ
の
空
調
設
備
や
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
空
調
服
の
導
入
な
ど
現
場
の

声
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
少
子
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、

公
共
施
設
は
自
治
体
単
独
で
整
備
・

運
営
す
る
だ
け
で
な
く
、
広
域
連
携

と
い
う
視
点
も
必
要
で
あ
る
。
佐
々

町
は
西
九
州
自
動
車
道
を
活
用
で
き

る
地
理
的
条
件
を
備
え
て
お
り
、
佐

世
保
市
北
部
地
域
と
の
共
同
整
備
も

将
来
的
な
選
択
肢
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
建
設
費
や
維
持
管
理

費
の
抑
制
だ
け
で
な
く
、
配
送
効
率

や
雇
用
創
出
な
ど
様
々
な
効
果
も
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
部
事
務
組

合
方
式
な
ど
を
含
め
、
幅
広
い
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

■ 

教
育
長

 

現
時
点
で
共
同
整
備
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
広
域
連
携
に
つ
い
て

は
今
後
も
研
究
を
進
め
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
の
方
向
性
や

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺

う
。

■ 

教
育
長

　
今
年
度
か
ら
官
民
連
携
（
P
P
P
・

P
F
I
）
の
可
能
性
調
査
を
進
め
、

令
和
10
年
度
に
方
針
を
議
会
へ
諮
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
13
年

度
中
の
供
用
開
始
を
目
標
に
整
備
を

進
め
ま
す
。

つ
な
が
る
。
国
や
県
の
支
援
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
、
防
災
機
能

の
強
化
を
振
興
計
画
へ
位
置
付
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
避
難
所
機
能
の
充
実
は
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
指
定
が
受
け

ら
れ
れ
ば
、
交
付
金
、
助
成
金
等
を

十
分
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

意
　
見

　
原
子
力
防
災
で
は
、
災
害
時
に
混

乱
な
く
避
難
や
受
入
れ
が
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
県
が
実

施
す
る
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
へ
積

極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
国
・

県
の
広
域
避
難
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
避
難
住
民
の
受
入
れ

体
制
や
実
践
的
な
防
災
訓
練
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
指
定
を

契
機
と
し
て
、
防
災
意
識
の
向
上
や

地
域
全
体
の
防
災
体
制
強
化
に
つ
な

げ
る
よ
う
求
め
た
。

■ 

町
　
長

　
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
防
災

訓
練
へ
の
参
加
や
各
種
災
害
へ
の
備

え
、
訓
練
実
施
を
検
討
し
ま
す
。
防

黒 田  龍 之 介

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
は

未
来
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
の
実
現
を

サービスの利用状況の確認など手が行き届かないところもあ
るのではないかと思っています。安心して暮らせる環境整備
に努めます。

※実際に利用され
　ている通学支援
　バス

佐々町議会だより　第159号（令和８年８月１日） 1017 佐々町議会だより　第159号（令和８年８月１日）11

障害児支援について

県の振興計画へ佐々町としての意見をしっかりと伝えていき
ます。

中 川  由 美 恵

　

現在の障害児支援体制について町としての見解を伺う。

原子力発電施設等立地地域の指定を
佐々町の発展につなげてほしい

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
便
性
向
上
と

情
報
発
信

障
害
児
支
援
に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
の
利
用

者
数
と
閲
覧
数
が
多
い
ペ
ー
ジ
の
情

報
把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
最
多
閲
覧
は
、
休

日
当
番
医
の
お
知
ら
せ
で
、
４
７
１

９
件
、
ラ
イ
ン
登
録
２
４
４
０
人
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
登
録
１
２
６
０
人

で
す
。

■ 

質
　
問

　
若
い
世
代
・
子
育
て
世
代
に
向
け

た
情
報
発
信
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
S
N
S
で
ど
の
よ
う
な
発
信
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

企
画
商
工
課
長
　

　
保
育
所
の
空
き
状
況
や
福
祉
制

度
、
公
園
な
ど
の
施
設
情
報
、
そ
の

時
期
に
応
じ
た
情
報
発
信
を
し
て
い

ま
す
。

■ 

質
　
問

　
補
助
金
や
助
成
金
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
い
情
報
提
供
や
、
一
覧
ペ
ー

ジ
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

■ 

税
財
政
課
長

　
補
助
金
、
助
成
金
情
報
は
、
広
報

さ
ざ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
個
別
に
周

知
し
て
ま
す
が
、
一
覧
ペ
ー
ジ
は
構

築
で
き
て
ま
せ
ん
。

■ 

質
　
問

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
S
N
S
は
連
携

さ
れ
て
い
る
の
か
S
N
S
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
誘
導
す
る
仕
組
み
は
整

っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
次
長

　
町
教
育
委
員
会
が
行
う
支
援
制

度
は
な
く
、
町
外
で
就
学
す
る
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員

会
の
所
管
で
す
。
支
援
の
代
表
的

な
も
の
と
し
て
、
就
学
奨
励
費
が

助
成
さ
れ
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
通
学
支
援
は
他
に
ど
の
よ
う
な
支

援
が
あ
る
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
平
成
31
年
度
か
ら
通
学
支
援
を
実

施
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
送
迎
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
支
援
バ
ス
利
用
児
童
生
徒
数
に
つ

い
て
伺
う
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
現
在
、
小
学
生
５
名
、
中
学
生
２

名
で
す
。
　

■ 

質
　
問

　
支
援
バ
ス
利
用
を
希
望
し
て
も

利
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
、
あ
る

の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
車
椅
子
利
用
児
童
に
つ
い
て
、
乗

車
に
ヘ
ル
パ
ー
２
名
が
必
要
で
あ
る

が
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
と
ヘ
ル
パ
ー
２

名
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
、
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
車
椅
子
利
用
や
介
助
が
必
要
な

児
童
生
徒
へ
の
支
援
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
介
助
に
つ
い
て
は
、
現
在
ほ
ぼ
児

童
生
徒
１
名
に
対
し
ヘ
ル
パ
ー
が
１

名
つ
い
て
、
移
動
の
際
の
危
険
防
止

に
努
め
て
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
が
、
地
域

の
中
で
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
相
談
支
援
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
、
保

護
者
の
声
を
十
分
に
伺
い
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

■ 

質
　
問

　
障
害
児
支
援
体
制
に
つ
い
て
町
と

し
て
ど
う
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い

る
の
か
。
　

■ 

教
育
長

　
５
歳
児
検
診
や
幼
保
小
連
携
、
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連

絡
協
議
会
な
ど
、
組
織
的
な
見
守
り

が
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
一
方

で
支
援
は
十
分
で
は
な
い
と
認
識

し
、
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
持
続
可

能
な
教
育
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、

今
後
も
意
を
用
い
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

町
　
長

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
事
者
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
把

握
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
の
確

認
な
ど
十
分
に
手
が
行
き
届
か
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
障
害

を
お
持
ち
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。 

■ 

企
画
商
工
課
長

　
ラ
イ
ン
か
ら
詳
し
い
情
報
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
誘
導
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
、
リ
ン
ク
で
き

な
い
の
で
、
い
い
取
組
を
し
て
い
る

自
治
体
を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

■ 

質
　
問

　
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
、
高
齢
者
や
、
障
害
の

あ
る
方
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
や
書

か
な
い
窓
口
、
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
を

導
入
し
、
利
便
性
の
高
い
手
続
き
環

境
を
整
え
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
配
慮
し
た

窓
口
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
を
使
わ
な
い

選
択
の
自
由
の
確
保
に
、
留
意
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
特
別
支
援
学
校
へ
通
学
す
る
児
童

生
徒
の
人
数
と
障
害
区
分
に
つ
い
て

伺
う
。

■ 

教
育
次
長

　
今
年
度
は
、
小
学
部
（
知
的
障

害
児
童
６
名
、
肢
体
不
自
由
児
童

３
名
）
、
中
学
部
（
知
的
障
害
生

徒
７
名
）
、
高
等
部
（
知
的
障
害

生
徒
３
名
、
肢
体
不
自
由
生
徒
１

名
）
で
す
。

■ 

質
　
問

　
特
別
支
援
学
校
へ
通
学
す
る
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
。

■ 

質
　
問

　
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の

指
定
拡
大
に
よ
り
、
佐
々
町
も
対
象

地
域
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
対
象

地
域
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
指
定
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

防
災
や
地
域
振
興
に
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
の
か
、
県
と
の
連
携
を

含
め
町
の
考
え
を
伺
う
。

■ 

町
　
長

　
県
か
ら
意
見
照
会
を
受
け
、
町
も

指
定
対
象
に
含
め
る
よ
う
要
望
し
て

い
ま
す
。
指
定
後
は
県
の
振
興
計
画

に
基
づ
き
、
町
と
し
て
必
要
な
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
指
定
さ
れ
た
場
合
、
原
子
力
災
害

対
策
だ
け
で
な
く
、
町
全
体
の
防
災

力
を
高
め
る
大
き
な
機
会
で
あ
る
と

考
え
る
。
避
難
所
と
な
る
佐
々
町
内

の
３
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
整
備
や
非
常
用
電
源
、
防
災
行
政

無
線
、
W
i
ー
F
i
な
ど
通
信
環
境

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
原
子
力

災
害
だ
け
で
な
く
豪
雨
や
台
風
、
地

震
な
ど
様
々
な
災
害
へ
の
備
え
に
も

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
雇
用
し
、
町
と

し
て
の
避
難
訓
練
の
実
施
計
画
を
策

定
す
る
よ
う
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
ま
で
に
は
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
調

理
場
で
働
く
調
理
員
の
労
働
環
境
改

善
が
急
務
で
あ
る
。
夏
場
の
高
温
対

策
と
し
て
空
調
設
備
整
備
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

■ 

教
育
長

　
休
憩
室
へ
の
空
調
設
備
や
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
空
調
服
の
導
入
な
ど
現
場
の

声
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
少
子
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、

公
共
施
設
は
自
治
体
単
独
で
整
備
・

運
営
す
る
だ
け
で
な
く
、
広
域
連
携

と
い
う
視
点
も
必
要
で
あ
る
。
佐
々

町
は
西
九
州
自
動
車
道
を
活
用
で
き

る
地
理
的
条
件
を
備
え
て
お
り
、
佐

世
保
市
北
部
地
域
と
の
共
同
整
備
も

将
来
的
な
選
択
肢
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
建
設
費
や
維
持
管
理

費
の
抑
制
だ
け
で
な
く
、
配
送
効
率

や
雇
用
創
出
な
ど
様
々
な
効
果
も
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
部
事
務
組

合
方
式
な
ど
を
含
め
、
幅
広
い
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

■ 

教
育
長

 

現
時
点
で
共
同
整
備
の
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
広
域
連
携
に
つ
い
て

は
今
後
も
研
究
を
進
め
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
の
方
向
性
や

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺

う
。

■ 

教
育
長

　
今
年
度
か
ら
官
民
連
携
（
P
P
P
・

P
F
I
）
の
可
能
性
調
査
を
進
め
、

令
和
10
年
度
に
方
針
を
議
会
へ
諮
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
13
年

度
中
の
供
用
開
始
を
目
標
に
整
備
を

進
め
ま
す
。

つ
な
が
る
。
国
や
県
の
支
援
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
、
防
災
機
能

の
強
化
を
振
興
計
画
へ
位
置
付
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
避
難
所
機
能
の
充
実
は
必
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
指
定
が
受
け

ら
れ
れ
ば
、
交
付
金
、
助
成
金
等
を

十
分
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

意
　
見

　
原
子
力
防
災
で
は
、
災
害
時
に
混

乱
な
く
避
難
や
受
入
れ
が
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
県
が
実

施
す
る
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
へ
積

極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
国
・

県
の
広
域
避
難
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
避
難
住
民
の
受
入
れ

体
制
や
実
践
的
な
防
災
訓
練
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
指
定
を

契
機
と
し
て
、
防
災
意
識
の
向
上
や

地
域
全
体
の
防
災
体
制
強
化
に
つ
な

げ
る
よ
う
求
め
た
。

■ 

町
　
長

　
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
防
災

訓
練
へ
の
参
加
や
各
種
災
害
へ
の
備

え
、
訓
練
実
施
を
検
討
し
ま
す
。
防

黒 田  龍 之 介

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
は

未
来
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
の
実
現
を

サービスの利用状況の確認など手が行き届かないところもあ
るのではないかと思っています。安心して暮らせる環境整備
に努めます。

※実際に利用され
　ている通学支援
　バス
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公共サービスにおけるボランティアの
位置付けについて認定基準を引き上げや支援額引き上げを検討します
協働による維持管理の取組を進めていきたいと考えています

山 之 内  英 樹永 田 　 勝 美

物価上昇つづく中 就学援助の拡充は急務では

公共施設及び公共空間の維持管理におけるボランティアの役割や位置
付けについて、町長の考えを伺う。

物価上昇が続く中で、子育て世帯の困難も増しています。過去５年間で物価
11.7％上がったのに対して、長崎県の賃上げは7％程度とされており、実質
賃金の減少は明らかです。いまこそ就学援助の基準見直しが必要と提起しま
した。

■ 

質
　
問

　
物
価
上
昇
・
実
質
賃
金
の
目
減
り

の
中
で
、
就
学
援
助
予
算
と
し
て
は

給
食
費
負
担
が
減
少
す
る
な
ど
若
干

の
余
力
も
生
じ
て
お
り
、
就
学
援
助

の
改
定
は
可
能
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
物
価
に
賃
金
が
対
応
し
き
れ
て
い

な
い
の
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
基
準
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
認

定
基
準
を
引
き
上
げ
る
案
の
ほ
か
、

困
窮
度
が
高
い
世
帯
の
負
担
を
さ
ら

に
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
基
準
は
そ

の
ま
ま
で
支
援
額
を
引
き
上
げ
る
案

も
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

体
育
館
エ
ア
コ
ン
設
置

計
画
的
な
設
置
を

求
め
る

来
年
度
か
ら
１
ヶ
所
の

設
置
を
準
備
し
た
い

　
昨
年
熱
中
症
搬
送
者
が
は
じ

め
て
10
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

長
崎
県
で
も
1
1
9
8
人
が
運

ば
れ
て
い
ま
す
。
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
緊
急
度
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

佐
々
町
農
業
の
今
後
の

重
点
課
題
は
何
か

就
農
者
不
足
と
耕
作
農

地
の
減
少
へ
の
対
策

　
前
議
会
に
つ
づ
い
て
「
佐
々
町

農
業
の
今
後
に
向
け
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
質
問
し
ま
し
た
。

佐
々
町
農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て

質
し
た
あ
と
、
課
題
推
進
の
た
め

の
共
同
と
「
特
産
物
」
づ
く
り
、

町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
ア
ピ
ー
ル

等
に
つ
い
て
、
質
し
ま
し
た
。

■ 

質
　
問

　
町
の
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
上

で
、
と
く
に
課
題
と
考
え
て
い
る
こ

と
は
何
か
。

■ 

町
　
長

　
①
農
業
人
口
の
減
少
･
就
農
者

不
足
。

　
②
人
口
対
比
で
の
農
地
が
減
っ
て

い
く
こ
と
。
鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
。

　
③
中
山
間
地
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
。

　
打
開
に
向
け
て
は
、
後
継
者
確
保

に
向
け
た
連
携
会
議
の
開
催
や
、
新

規
就
農
者
に
向
け
た
支
援
策
の
実
施

に
向
け
、
協
議
も
進
め
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
特
産
品
に
つ
い
て
は
「
レ
モ
ン
」

が
試
行
さ
れ
て
い
る
が
、
近
隣
市
町

で
取
り
組
ま
れ
い
る
ア
ボ
カ
ド
、
ア

ー
モ
ン
ド
等
も
積
極
的
な
検
討
を
求

め
た
い
。
さ
ら
に
、
荒
廃
農
地
対
策

と
し
て
は
家
具
用
材
で
あ
る
栴
檀

（
セ
ン
ダ
ン
）
や
ア
オ
ギ
リ
の
植
え

付
け
な
ど
も
検
討
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

■ 

町
　
長

　
特
産
品
協
議
会
の
中
で
レ
モ
ン
の

栽
培
を
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が

あ
り
、
試
験
的
に
植
え
て
い
ま
す
。

　
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用

の
姿
を
明
確
化
す
る
計
画
が
あ
り

ま
す
の
で
実
現
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

意
　
見

　
農
業
の
再
生
は
、
農
家
の
た
め
だ

け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
糧

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
上
で
の
基
幹
産
業
と
捉
え
る
必

要
が
あ
り
、
特
段
の
取
組
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
民
に
と
っ
て
不
可

欠
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

全
庁
を
挙
げ
た
取
組
の
推
進
を
期
待

し
ま
す
。

※
以
上
の
ほ
か
、
国
保
の
改
善
に

向
け
て
、
「
難
聴
対
策
」
な
ど
に

つ
い
て
、
質
問
・
提
案
を
行
い
ま

し
た
。
※
詳
細
は
会
議
録
を
ご
参

照
下
さ
い
。

■ 

質
　
問

　
エ
ア
コ
ン
の
運
用
は
子
ど
も
達
の

意
見
も
よ
く
聞
い
て
ほ
し
い
。

　
体
育
館
は
小
中
学
校
の
ほ
か
、
町

立
施
設
が
４
ヶ
所
あ
り
、
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
エ

ア
コ
ン
設
置
の
緊
急
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。

■ 

町
　
長

　
さ
ま
ざ
ま
な
方
式
の
設
備
が
あ

り
、
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
別
の
改
修
計
画
等
が
あ
り
、

設
置
は
困
難
で
す
が
、
次
年
度
に

向
け
て
、
少
な
く
と
も
ま
ず
１
ヶ
所

の
設
置
を
行
え
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
園
庭
の
環
境
整

備
を
求
め
る

今
年
は
日
よ
け
シ
ェ
ー

ド
を
準
備
し
て
い
る

■ 

質
　
問

　
第
２
保
育
所
園
庭
に
は
、
日
差
し

を
さ
え
ぎ
る
設
備
が
な
く
、
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
例
年
は
、
砂
場
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
日
陰
を
つ
く
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
か
ら
は
、
日
よ
け
シ
ェ

ー
ド
を
設
置
し
て
熱
中
症
対
策
を

行
う
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
公
園
や
河
川
敷
等
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

協
力
を
推
進
す
る
考
え
を
示
し
て
い

る
が
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
て
い
る
の
か
。

■ 
町
　
長

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
は
町
の
責

任
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
責
任

を
負
わ
せ
た
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

代
替
と
し
て
位
置
付
け
た
り
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
行
政
を
補
完
す
る
自
主
的

な
協
力
と
し
て
、
過
度
な
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
参
加
の
在
り
方
に

つ
い
て

■ 

質
　
問

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
中
、
有

償
・
無
償
を
含
め
た
住
民
参
加
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
住
民
協
働
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
地
域
活
性
化
や
福
祉
を
支
え
る

重
要
な
存
在
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
い
人
と
依
頼
団
体
を
つ
な

ぐ
仕
組
み
も
研
究
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

意
　
見

　
善
意
だ
け
に
頼
ら
ず
、
有
償
参
加

や
住
民
主
体
の
課
題
解
決
の
仕
組
み

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
を

踏
ま
え
た
教
育
行
政
に

お
け
る
受
け
皿
の
構
築

に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
ど

う
認
識
し
、
佐
々
町
教
育
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
今
回
の
改
定
で
は
、
子
ど
も
が
主

体
的
に
学
び
、
多
様
な
他
者
と
協
働

し
、
自
ら
の
人
生
を
か
じ
取
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
民
主
的
で
持
続
可

能
な
社
会
の
つ
く
り
手
を
育
む
た
め

の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
々

町
で
は
、
好
き
を
育
み
得
意
を
伸
ば

し
、
夢
を
持
っ
て
社
会
貢
献
で
き
る

人
材
と
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
主
体
者
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
文
部
科
学
省
の
不
登
校
要
因
分
析

調
査
に
お
け
る
認
識
の
乖
離
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
及
び
教
職

員
の
声
を
把
握
し
、
教
育
行
政
へ
反

映
す
る
た
め
に
現
在
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
不
登
校
要
因
は
複
数
あ
り
、
認
識

が
一
致
し
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

調
査
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
学
校
風

土
の
改
善
等
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、

学
校
運
営
協
議
会
、
教
育
長
と
語
る

会
な
ど
で
声
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
学
校
評
価
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
及

び
教
育
相
談
等
に
よ
り
把
握
し
た
意

見
や
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

分
析
し
、
改
善
に
つ
な
げ
、
検
証
し

て
い
る
の
か
。
教
育
行
政
に
お
け
る

受
け
皿
の
現
状
に
つ
い
て
。

■ 

教
育
長

　
学
校
関
係
者
評
価
で
分
析
、
改

善
、
検
証
し
、
自
己
点
検
・
評
価
報

告
書
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
検
証
に

つ
い
て
は
、
外
部
評
価
委
員
に
実
施

し
て
も
ら
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
教
育
行
政
に
お
け
る
情
報
公
開
及

び
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
に

つ
い
て
。
ま
た
、
教
育
改
革
や
情
報

活
用
教
育
に
関
す
る
方
針
形
成
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
意

思
決
定
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
透
明
性
の
確
保
と
保
護
す
べ
き
利

益
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
運

用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
A
I
や

S
N
S
時
代
に
お
け
る
情
報
活
用
教

育
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
佐
々
町

の
実
態
に
応
じ
た
A
I
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
成
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

意
　
見

　
教
育
は
公
共
政
策
で
あ
り
、
子
ど

も
、
保
護
者
、
教
職
員
、
地
域
住

民
、
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

意
見
を
出
し
、
議
論
・
検
証
・
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
教
育
委
員
会
や
学
校
現
場

を
批
判
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
生
方
も
限
ら
れ
た
制
度

や
人
員
の
中
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
個
人
の
努
力
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
声
を
受
け
止
め
、
課
題
を

可
視
化
し
、
改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
を
制
度
と
し
て
支
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
教
育
行
政
が
現
場
の
声
か
ら
学

び
、
変
化
に
対
応
し
、
改
善
し
続
け

る
組
織
と
な
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
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公共サービスにおけるボランティアの
位置付けについて認定基準を引き上げや支援額引き上げを検討します
協働による維持管理の取組を進めていきたいと考えています

山 之 内  英 樹永 田 　 勝 美

物価上昇つづく中 就学援助の拡充は急務では

公共施設及び公共空間の維持管理におけるボランティアの役割や位置
付けについて、町長の考えを伺う。

物価上昇が続く中で、子育て世帯の困難も増しています。過去５年間で物価
11.7％上がったのに対して、長崎県の賃上げは7％程度とされており、実質
賃金の減少は明らかです。いまこそ就学援助の基準見直しが必要と提起しま
した。

■ 

質
　
問

　
物
価
上
昇
・
実
質
賃
金
の
目
減
り

の
中
で
、
就
学
援
助
予
算
と
し
て
は

給
食
費
負
担
が
減
少
す
る
な
ど
若
干

の
余
力
も
生
じ
て
お
り
、
就
学
援
助

の
改
定
は
可
能
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
物
価
に
賃
金
が
対
応
し
き
れ
て
い

な
い
の
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
基
準
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
認

定
基
準
を
引
き
上
げ
る
案
の
ほ
か
、

困
窮
度
が
高
い
世
帯
の
負
担
を
さ
ら

に
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
基
準
は
そ

の
ま
ま
で
支
援
額
を
引
き
上
げ
る
案

も
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

体
育
館
エ
ア
コ
ン
設
置

計
画
的
な
設
置
を

求
め
る

来
年
度
か
ら
１
ヶ
所
の

設
置
を
準
備
し
た
い

　
昨
年
熱
中
症
搬
送
者
が
は
じ

め
て
10
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

長
崎
県
で
も
1
1
9
8
人
が
運

ば
れ
て
い
ま
す
。
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
緊
急
度
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

佐
々
町
農
業
の
今
後
の

重
点
課
題
は
何
か

就
農
者
不
足
と
耕
作
農

地
の
減
少
へ
の
対
策

　
前
議
会
に
つ
づ
い
て
「
佐
々
町

農
業
の
今
後
に
向
け
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
質
問
し
ま
し
た
。

佐
々
町
農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て

質
し
た
あ
と
、
課
題
推
進
の
た
め

の
共
同
と
「
特
産
物
」
づ
く
り
、

町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
ア
ピ
ー
ル

等
に
つ
い
て
、
質
し
ま
し
た
。

■ 

質
　
問

　
町
の
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
上

で
、
と
く
に
課
題
と
考
え
て
い
る
こ

と
は
何
か
。

■ 

町
　
長

　
①
農
業
人
口
の
減
少
･
就
農
者

不
足
。

　
②
人
口
対
比
で
の
農
地
が
減
っ
て

い
く
こ
と
。
鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
。

　
③
中
山
間
地
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
。

　
打
開
に
向
け
て
は
、
後
継
者
確
保

に
向
け
た
連
携
会
議
の
開
催
や
、
新

規
就
農
者
に
向
け
た
支
援
策
の
実
施

に
向
け
、
協
議
も
進
め
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
特
産
品
に
つ
い
て
は
「
レ
モ
ン
」

が
試
行
さ
れ
て
い
る
が
、
近
隣
市
町

で
取
り
組
ま
れ
い
る
ア
ボ
カ
ド
、
ア

ー
モ
ン
ド
等
も
積
極
的
な
検
討
を
求

め
た
い
。
さ
ら
に
、
荒
廃
農
地
対
策

と
し
て
は
家
具
用
材
で
あ
る
栴
檀

（
セ
ン
ダ
ン
）
や
ア
オ
ギ
リ
の
植
え

付
け
な
ど
も
検
討
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

■ 

町
　
長

　
特
産
品
協
議
会
の
中
で
レ
モ
ン
の

栽
培
を
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が

あ
り
、
試
験
的
に
植
え
て
い
ま
す
。

　
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用

の
姿
を
明
確
化
す
る
計
画
が
あ
り

ま
す
の
で
実
現
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

意
　
見

　
農
業
の
再
生
は
、
農
家
の
た
め
だ

け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
糧

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
上
で
の
基
幹
産
業
と
捉
え
る
必

要
が
あ
り
、
特
段
の
取
組
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
民
に
と
っ
て
不
可

欠
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

全
庁
を
挙
げ
た
取
組
の
推
進
を
期
待

し
ま
す
。

※
以
上
の
ほ
か
、
国
保
の
改
善
に

向
け
て
、
「
難
聴
対
策
」
な
ど
に

つ
い
て
、
質
問
・
提
案
を
行
い
ま

し
た
。
※
詳
細
は
会
議
録
を
ご
参

照
下
さ
い
。

■ 

質
　
問

　
エ
ア
コ
ン
の
運
用
は
子
ど
も
達
の

意
見
も
よ
く
聞
い
て
ほ
し
い
。

　
体
育
館
は
小
中
学
校
の
ほ
か
、
町

立
施
設
が
４
ヶ
所
あ
り
、
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
エ

ア
コ
ン
設
置
の
緊
急
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。

■ 

町
　
長

　
さ
ま
ざ
ま
な
方
式
の
設
備
が
あ

り
、
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
別
の
改
修
計
画
等
が
あ
り
、

設
置
は
困
難
で
す
が
、
次
年
度
に

向
け
て
、
少
な
く
と
も
ま
ず
１
ヶ
所

の
設
置
を
行
え
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
園
庭
の
環
境
整

備
を
求
め
る

今
年
は
日
よ
け
シ
ェ
ー

ド
を
準
備
し
て
い
る

■ 

質
　
問

　
第
２
保
育
所
園
庭
に
は
、
日
差
し

を
さ
え
ぎ
る
設
備
が
な
く
、
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
例
年
は
、
砂
場
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
日
陰
を
つ
く
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
か
ら
は
、
日
よ
け
シ
ェ

ー
ド
を
設
置
し
て
熱
中
症
対
策
を

行
う
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
公
園
や
河
川
敷
等
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

協
力
を
推
進
す
る
考
え
を
示
し
て
い

る
が
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
て
い
る
の
か
。

■ 
町
　
長

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
は
町
の
責

任
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
責
任

を
負
わ
せ
た
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

代
替
と
し
て
位
置
付
け
た
り
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
行
政
を
補
完
す
る
自
主
的

な
協
力
と
し
て
、
過
度
な
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
参
加
の
在
り
方
に

つ
い
て

■ 

質
　
問

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
中
、
有

償
・
無
償
を
含
め
た
住
民
参
加
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
住
民
協
働
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
地
域
活
性
化
や
福
祉
を
支
え
る

重
要
な
存
在
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
い
人
と
依
頼
団
体
を
つ
な

ぐ
仕
組
み
も
研
究
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

意
　
見

　
善
意
だ
け
に
頼
ら
ず
、
有
償
参
加

や
住
民
主
体
の
課
題
解
決
の
仕
組
み

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
を

踏
ま
え
た
教
育
行
政
に

お
け
る
受
け
皿
の
構
築

に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
ど

う
認
識
し
、
佐
々
町
教
育
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
今
回
の
改
定
で
は
、
子
ど
も
が
主

体
的
に
学
び
、
多
様
な
他
者
と
協
働

し
、
自
ら
の
人
生
を
か
じ
取
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
民
主
的
で
持
続
可

能
な
社
会
の
つ
く
り
手
を
育
む
た
め

の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
々

町
で
は
、
好
き
を
育
み
得
意
を
伸
ば

し
、
夢
を
持
っ
て
社
会
貢
献
で
き
る

人
材
と
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
主
体
者
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
文
部
科
学
省
の
不
登
校
要
因
分
析

調
査
に
お
け
る
認
識
の
乖
離
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
及
び
教
職

員
の
声
を
把
握
し
、
教
育
行
政
へ
反

映
す
る
た
め
に
現
在
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
不
登
校
要
因
は
複
数
あ
り
、
認
識

が
一
致
し
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

調
査
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
学
校
風

土
の
改
善
等
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、

学
校
運
営
協
議
会
、
教
育
長
と
語
る

会
な
ど
で
声
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
学
校
評
価
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
及

び
教
育
相
談
等
に
よ
り
把
握
し
た
意

見
や
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

分
析
し
、
改
善
に
つ
な
げ
、
検
証
し

て
い
る
の
か
。
教
育
行
政
に
お
け
る

受
け
皿
の
現
状
に
つ
い
て
。

■ 

教
育
長

　
学
校
関
係
者
評
価
で
分
析
、
改

善
、
検
証
し
、
自
己
点
検
・
評
価
報

告
書
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
検
証
に

つ
い
て
は
、
外
部
評
価
委
員
に
実
施

し
て
も
ら
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
教
育
行
政
に
お
け
る
情
報
公
開
及

び
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
に

つ
い
て
。
ま
た
、
教
育
改
革
や
情
報

活
用
教
育
に
関
す
る
方
針
形
成
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
意

思
決
定
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
透
明
性
の
確
保
と
保
護
す
べ
き
利

益
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
運

用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
A
I
や

S
N
S
時
代
に
お
け
る
情
報
活
用
教

育
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
佐
々
町

の
実
態
に
応
じ
た
A
I
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
成
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

意
　
見

　
教
育
は
公
共
政
策
で
あ
り
、
子
ど

も
、
保
護
者
、
教
職
員
、
地
域
住

民
、
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

意
見
を
出
し
、
議
論
・
検
証
・
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
教
育
委
員
会
や
学
校
現
場

を
批
判
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
生
方
も
限
ら
れ
た
制
度

や
人
員
の
中
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
個
人
の
努
力
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
声
を
受
け
止
め
、
課
題
を

可
視
化
し
、
改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
を
制
度
と
し
て
支
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
教
育
行
政
が
現
場
の
声
か
ら
学

び
、
変
化
に
対
応
し
、
改
善
し
続
け

る
組
織
と
な
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
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公共サービスにおけるボランティアの
位置付けについて認定基準を引き上げや支援額引き上げを検討します
協働による維持管理の取組を進めていきたいと考えています

山 之 内  英 樹永 田 　 勝 美

物価上昇つづく中 就学援助の拡充は急務では

公共施設及び公共空間の維持管理におけるボランティアの役割や位置
付けについて、町長の考えを伺う。

物価上昇が続く中で、子育て世帯の困難も増しています。過去５年間で物価
11.7％上がったのに対して、長崎県の賃上げは7％程度とされており、実質
賃金の減少は明らかです。いまこそ就学援助の基準見直しが必要と提起しま
した。

■ 

質
　
問

　
物
価
上
昇
・
実
質
賃
金
の
目
減
り

の
中
で
、
就
学
援
助
予
算
と
し
て
は

給
食
費
負
担
が
減
少
す
る
な
ど
若
干

の
余
力
も
生
じ
て
お
り
、
就
学
援
助

の
改
定
は
可
能
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
物
価
に
賃
金
が
対
応
し
き
れ
て
い

な
い
の
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
基
準
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
認

定
基
準
を
引
き
上
げ
る
案
の
ほ
か
、

困
窮
度
が
高
い
世
帯
の
負
担
を
さ
ら

に
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
基
準
は
そ

の
ま
ま
で
支
援
額
を
引
き
上
げ
る
案

も
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

体
育
館
エ
ア
コ
ン
設
置

計
画
的
な
設
置
を

求
め
る

来
年
度
か
ら
１
ヶ
所
の

設
置
を
準
備
し
た
い

　
昨
年
熱
中
症
搬
送
者
が
は
じ

め
て
10
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

長
崎
県
で
も
1
1
9
8
人
が
運

ば
れ
て
い
ま
す
。
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
緊
急
度
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

佐
々
町
農
業
の
今
後
の

重
点
課
題
は
何
か

就
農
者
不
足
と
耕
作
農

地
の
減
少
へ
の
対
策

　
前
議
会
に
つ
づ
い
て
「
佐
々
町

農
業
の
今
後
に
向
け
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
質
問
し
ま
し
た
。

佐
々
町
農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て

質
し
た
あ
と
、
課
題
推
進
の
た
め

の
共
同
と
「
特
産
物
」
づ
く
り
、

町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
ア
ピ
ー
ル

等
に
つ
い
て
、
質
し
ま
し
た
。

■ 

質
　
問

　
町
の
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
上

で
、
と
く
に
課
題
と
考
え
て
い
る
こ

と
は
何
か
。

■ 

町
　
長

　
①
農
業
人
口
の
減
少
･
就
農
者

不
足
。

　
②
人
口
対
比
で
の
農
地
が
減
っ
て

い
く
こ
と
。
鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
。

　
③
中
山
間
地
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
。

　
打
開
に
向
け
て
は
、
後
継
者
確
保

に
向
け
た
連
携
会
議
の
開
催
や
、
新

規
就
農
者
に
向
け
た
支
援
策
の
実
施

に
向
け
、
協
議
も
進
め
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
特
産
品
に
つ
い
て
は
「
レ
モ
ン
」

が
試
行
さ
れ
て
い
る
が
、
近
隣
市
町

で
取
り
組
ま
れ
い
る
ア
ボ
カ
ド
、
ア

ー
モ
ン
ド
等
も
積
極
的
な
検
討
を
求

め
た
い
。
さ
ら
に
、
荒
廃
農
地
対
策

と
し
て
は
家
具
用
材
で
あ
る
栴
檀

（
セ
ン
ダ
ン
）
や
ア
オ
ギ
リ
の
植
え

付
け
な
ど
も
検
討
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

■ 

町
　
長

　
特
産
品
協
議
会
の
中
で
レ
モ
ン
の

栽
培
を
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が

あ
り
、
試
験
的
に
植
え
て
い
ま
す
。

　
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用

の
姿
を
明
確
化
す
る
計
画
が
あ
り

ま
す
の
で
実
現
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

意
　
見

　
農
業
の
再
生
は
、
農
家
の
た
め
だ

け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
糧

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
上
で
の
基
幹
産
業
と
捉
え
る
必

要
が
あ
り
、
特
段
の
取
組
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
民
に
と
っ
て
不
可

欠
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

全
庁
を
挙
げ
た
取
組
の
推
進
を
期
待

し
ま
す
。

※
以
上
の
ほ
か
、
国
保
の
改
善
に

向
け
て
、
「
難
聴
対
策
」
な
ど
に

つ
い
て
、
質
問
・
提
案
を
行
い
ま

し
た
。
※
詳
細
は
会
議
録
を
ご
参

照
下
さ
い
。

■ 

質
　
問

　
エ
ア
コ
ン
の
運
用
は
子
ど
も
達
の

意
見
も
よ
く
聞
い
て
ほ
し
い
。

　
体
育
館
は
小
中
学
校
の
ほ
か
、
町

立
施
設
が
４
ヶ
所
あ
り
、
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
エ

ア
コ
ン
設
置
の
緊
急
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。

■ 

町
　
長

　
さ
ま
ざ
ま
な
方
式
の
設
備
が
あ

り
、
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
別
の
改
修
計
画
等
が
あ
り
、

設
置
は
困
難
で
す
が
、
次
年
度
に

向
け
て
、
少
な
く
と
も
ま
ず
１
ヶ
所

の
設
置
を
行
え
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
園
庭
の
環
境
整

備
を
求
め
る

今
年
は
日
よ
け
シ
ェ
ー

ド
を
準
備
し
て
い
る

■ 

質
　
問

　
第
２
保
育
所
園
庭
に
は
、
日
差
し

を
さ
え
ぎ
る
設
備
が
な
く
、
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
例
年
は
、
砂
場
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
日
陰
を
つ
く
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
か
ら
は
、
日
よ
け
シ
ェ

ー
ド
を
設
置
し
て
熱
中
症
対
策
を

行
う
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
公
園
や
河
川
敷
等
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

協
力
を
推
進
す
る
考
え
を
示
し
て
い

る
が
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
て
い
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
は
町
の
責

任
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
責
任

を
負
わ
せ
た
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

代
替
と
し
て
位
置
付
け
た
り
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
行
政
を
補
完
す
る
自
主
的

な
協
力
と
し
て
、
過
度
な
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
参
加
の
在
り
方
に

つ
い
て

■ 

質
　
問

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
中
、
有

償
・
無
償
を
含
め
た
住
民
参
加
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
住
民
協
働
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
地
域
活
性
化
や
福
祉
を
支
え
る

重
要
な
存
在
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
い
人
と
依
頼
団
体
を
つ
な

ぐ
仕
組
み
も
研
究
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

意
　
見

　
善
意
だ
け
に
頼
ら
ず
、
有
償
参
加

や
住
民
主
体
の
課
題
解
決
の
仕
組
み

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
を

踏
ま
え
た
教
育
行
政
に

お
け
る
受
け
皿
の
構
築

に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
ど

う
認
識
し
、
佐
々
町
教
育
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
今
回
の
改
定
で
は
、
子
ど
も
が
主

体
的
に
学
び
、
多
様
な
他
者
と
協
働

し
、
自
ら
の
人
生
を
か
じ
取
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
民
主
的
で
持
続
可

能
な
社
会
の
つ
く
り
手
を
育
む
た
め

の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
々

町
で
は
、
好
き
を
育
み
得
意
を
伸
ば

し
、
夢
を
持
っ
て
社
会
貢
献
で
き
る

人
材
と
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
主
体
者
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
文
部
科
学
省
の
不
登
校
要
因
分
析

調
査
に
お
け
る
認
識
の
乖
離
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
及
び
教
職

員
の
声
を
把
握
し
、
教
育
行
政
へ
反

映
す
る
た
め
に
現
在
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
不
登
校
要
因
は
複
数
あ
り
、
認
識

が
一
致
し
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

調
査
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
学
校
風

土
の
改
善
等
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、

学
校
運
営
協
議
会
、
教
育
長
と
語
る

会
な
ど
で
声
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
学
校
評
価
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
及

び
教
育
相
談
等
に
よ
り
把
握
し
た
意

見
や
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

分
析
し
、
改
善
に
つ
な
げ
、
検
証
し

て
い
る
の
か
。
教
育
行
政
に
お
け
る

受
け
皿
の
現
状
に
つ
い
て
。

■ 

教
育
長

　
学
校
関
係
者
評
価
で
分
析
、
改

善
、
検
証
し
、
自
己
点
検
・
評
価
報

告
書
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
検
証
に

つ
い
て
は
、
外
部
評
価
委
員
に
実
施

し
て
も
ら
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
教
育
行
政
に
お
け
る
情
報
公
開
及

び
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
に

つ
い
て
。
ま
た
、
教
育
改
革
や
情
報

活
用
教
育
に
関
す
る
方
針
形
成
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
意

思
決
定
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
透
明
性
の
確
保
と
保
護
す
べ
き
利

益
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
運

用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
A
I
や

S
N
S
時
代
に
お
け
る
情
報
活
用
教

育
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
佐
々
町

の
実
態
に
応
じ
た
A
I
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
成
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

意
　
見

　
教
育
は
公
共
政
策
で
あ
り
、
子
ど

も
、
保
護
者
、
教
職
員
、
地
域
住

民
、
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

意
見
を
出
し
、
議
論
・
検
証
・
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
教
育
委
員
会
や
学
校
現
場

を
批
判
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
生
方
も
限
ら
れ
た
制
度

や
人
員
の
中
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
個
人
の
努
力
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
声
を
受
け
止
め
、
課
題
を

可
視
化
し
、
改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
を
制
度
と
し
て
支
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
教
育
行
政
が
現
場
の
声
か
ら
学

び
、
変
化
に
対
応
し
、
改
善
し
続
け

る
組
織
と
な
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
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公共サービスにおけるボランティアの
位置付けについて認定基準を引き上げや支援額引き上げを検討します
協働による維持管理の取組を進めていきたいと考えています

山 之 内  英 樹永 田 　 勝 美

物価上昇つづく中 就学援助の拡充は急務では

公共施設及び公共空間の維持管理におけるボランティアの役割や位置
付けについて、町長の考えを伺う。

物価上昇が続く中で、子育て世帯の困難も増しています。過去５年間で物価
11.7％上がったのに対して、長崎県の賃上げは7％程度とされており、実質
賃金の減少は明らかです。いまこそ就学援助の基準見直しが必要と提起しま
した。

■ 

質
　
問

　
物
価
上
昇
・
実
質
賃
金
の
目
減
り

の
中
で
、
就
学
援
助
予
算
と
し
て
は

給
食
費
負
担
が
減
少
す
る
な
ど
若
干

の
余
力
も
生
じ
て
お
り
、
就
学
援
助

の
改
定
は
可
能
で
は
な
い
か
。

■ 

町
　
長

　
物
価
に
賃
金
が
対
応
し
き
れ
て
い

な
い
の
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
基
準
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
認

定
基
準
を
引
き
上
げ
る
案
の
ほ
か
、

困
窮
度
が
高
い
世
帯
の
負
担
を
さ
ら

に
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
基
準
は
そ

の
ま
ま
で
支
援
額
を
引
き
上
げ
る
案

も
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

体
育
館
エ
ア
コ
ン
設
置

計
画
的
な
設
置
を

求
め
る

来
年
度
か
ら
１
ヶ
所
の

設
置
を
準
備
し
た
い

　
昨
年
熱
中
症
搬
送
者
が
は
じ

め
て
10
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

長
崎
県
で
も
1
1
9
8
人
が
運

ば
れ
て
い
ま
す
。
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
緊
急
度
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

佐
々
町
農
業
の
今
後
の

重
点
課
題
は
何
か

就
農
者
不
足
と
耕
作
農

地
の
減
少
へ
の
対
策

　
前
議
会
に
つ
づ
い
て
「
佐
々
町

農
業
の
今
後
に
向
け
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
質
問
し
ま
し
た
。

佐
々
町
農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て

質
し
た
あ
と
、
課
題
推
進
の
た
め

の
共
同
と
「
特
産
物
」
づ
く
り
、

町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
ア
ピ
ー
ル

等
に
つ
い
て
、
質
し
ま
し
た
。

■ 

質
　
問

　
町
の
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
上

で
、
と
く
に
課
題
と
考
え
て
い
る
こ

と
は
何
か
。

■ 

町
　
長

　
①
農
業
人
口
の
減
少
･
就
農
者

不
足
。

　
②
人
口
対
比
で
の
農
地
が
減
っ
て

い
く
こ
と
。
鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
。

　
③
中
山
間
地
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
。

　
打
開
に
向
け
て
は
、
後
継
者
確
保

に
向
け
た
連
携
会
議
の
開
催
や
、
新

規
就
農
者
に
向
け
た
支
援
策
の
実
施

に
向
け
、
協
議
も
進
め
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
特
産
品
に
つ
い
て
は
「
レ
モ
ン
」

が
試
行
さ
れ
て
い
る
が
、
近
隣
市
町

で
取
り
組
ま
れ
い
る
ア
ボ
カ
ド
、
ア

ー
モ
ン
ド
等
も
積
極
的
な
検
討
を
求

め
た
い
。
さ
ら
に
、
荒
廃
農
地
対
策

と
し
て
は
家
具
用
材
で
あ
る
栴
檀

（
セ
ン
ダ
ン
）
や
ア
オ
ギ
リ
の
植
え

付
け
な
ど
も
検
討
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

■ 

町
　
長

　
特
産
品
協
議
会
の
中
で
レ
モ
ン
の

栽
培
を
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が

あ
り
、
試
験
的
に
植
え
て
い
ま
す
。

　
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用

の
姿
を
明
確
化
す
る
計
画
が
あ
り

ま
す
の
で
実
現
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

意
　
見

　
農
業
の
再
生
は
、
農
家
の
た
め
だ

け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
糧

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
上
で
の
基
幹
産
業
と
捉
え
る
必

要
が
あ
り
、
特
段
の
取
組
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
民
に
と
っ
て
不
可

欠
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

全
庁
を
挙
げ
た
取
組
の
推
進
を
期
待

し
ま
す
。

※
以
上
の
ほ
か
、
国
保
の
改
善
に

向
け
て
、
「
難
聴
対
策
」
な
ど
に

つ
い
て
、
質
問
・
提
案
を
行
い
ま

し
た
。
※
詳
細
は
会
議
録
を
ご
参

照
下
さ
い
。

■ 

質
　
問

　
エ
ア
コ
ン
の
運
用
は
子
ど
も
達
の

意
見
も
よ
く
聞
い
て
ほ
し
い
。

　
体
育
館
は
小
中
学
校
の
ほ
か
、
町

立
施
設
が
４
ヶ
所
あ
り
、
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
エ

ア
コ
ン
設
置
の
緊
急
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。

■ 

町
　
長

　
さ
ま
ざ
ま
な
方
式
の
設
備
が
あ

り
、
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
別
の
改
修
計
画
等
が
あ
り
、

設
置
は
困
難
で
す
が
、
次
年
度
に

向
け
て
、
少
な
く
と
も
ま
ず
１
ヶ
所

の
設
置
を
行
え
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
園
庭
の
環
境
整

備
を
求
め
る

今
年
は
日
よ
け
シ
ェ
ー

ド
を
準
備
し
て
い
る

■ 

質
　
問

　
第
２
保
育
所
園
庭
に
は
、
日
差
し

を
さ
え
ぎ
る
設
備
が
な
く
、
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
例
年
は
、
砂
場
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
日
陰
を
つ
く
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
か
ら
は
、
日
よ
け
シ
ェ

ー
ド
を
設
置
し
て
熱
中
症
対
策
を

行
う
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
公
園
や
河
川
敷
等
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

協
力
を
推
進
す
る
考
え
を
示
し
て
い

る
が
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付

け
て
い
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
は
町
の
責

任
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
責
任

を
負
わ
せ
た
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

代
替
と
し
て
位
置
付
け
た
り
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
行
政
を
補
完
す
る
自
主
的

な
協
力
と
し
て
、
過
度
な
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
参
加
の
在
り
方
に

つ
い
て

■ 

質
　
問

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
中
、
有

償
・
無
償
を
含
め
た
住
民
参
加
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

■ 

町
　
長

　
住
民
協
働
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
地
域
活
性
化
や
福
祉
を
支
え
る

重
要
な
存
在
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
い
人
と
依
頼
団
体
を
つ
な

ぐ
仕
組
み
も
研
究
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

意
　
見

　
善
意
だ
け
に
頼
ら
ず
、
有
償
参
加

や
住
民
主
体
の
課
題
解
決
の
仕
組
み

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
を

踏
ま
え
た
教
育
行
政
に

お
け
る
受
け
皿
の
構
築

に
つ
い
て

■ 

質
　
問

　
次
期
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
ど

う
認
識
し
、
佐
々
町
教
育
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
今
回
の
改
定
で
は
、
子
ど
も
が
主

体
的
に
学
び
、
多
様
な
他
者
と
協
働

し
、
自
ら
の
人
生
を
か
じ
取
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
民
主
的
で
持
続
可

能
な
社
会
の
つ
く
り
手
を
育
む
た
め

の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
々

町
で
は
、
好
き
を
育
み
得
意
を
伸
ば

し
、
夢
を
持
っ
て
社
会
貢
献
で
き
る

人
材
と
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
主
体
者
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
文
部
科
学
省
の
不
登
校
要
因
分
析

調
査
に
お
け
る
認
識
の
乖
離
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
及
び
教
職

員
の
声
を
把
握
し
、
教
育
行
政
へ
反

映
す
る
た
め
に
現
在
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
不
登
校
要
因
は
複
数
あ
り
、
認
識

が
一
致
し
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

調
査
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
学
校
風

土
の
改
善
等
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、

学
校
運
営
協
議
会
、
教
育
長
と
語
る

会
な
ど
で
声
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
学
校
評
価
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
及

び
教
育
相
談
等
に
よ
り
把
握
し
た
意

見
や
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

分
析
し
、
改
善
に
つ
な
げ
、
検
証
し

て
い
る
の
か
。
教
育
行
政
に
お
け
る

受
け
皿
の
現
状
に
つ
い
て
。

■ 

教
育
長

　
学
校
関
係
者
評
価
で
分
析
、
改

善
、
検
証
し
、
自
己
点
検
・
評
価
報

告
書
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
検
証
に

つ
い
て
は
、
外
部
評
価
委
員
に
実
施

し
て
も
ら
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

■ 

質
　
問

　
教
育
行
政
に
お
け
る
情
報
公
開
及

び
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
に

つ
い
て
。
ま
た
、
教
育
改
革
や
情
報

活
用
教
育
に
関
す
る
方
針
形
成
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
意

思
決
定
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　
透
明
性
の
確
保
と
保
護
す
べ
き
利

益
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
運

用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
A
I
や

S
N
S
時
代
に
お
け
る
情
報
活
用
教

育
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
佐
々
町

の
実
態
に
応
じ
た
A
I
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
成
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

意
　
見

　
教
育
は
公
共
政
策
で
あ
り
、
子
ど

も
、
保
護
者
、
教
職
員
、
地
域
住

民
、
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

意
見
を
出
し
、
議
論
・
検
証
・
改
善

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
教
育
委
員
会
や
学
校
現
場

を
批
判
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
生
方
も
限
ら
れ
た
制
度

や
人
員
の
中
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
個
人
の
努
力
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
声
を
受
け
止
め
、
課
題
を

可
視
化
し
、
改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
を
制
度
と
し
て
支
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
教
育
行
政
が
現
場
の
声
か
ら
学

び
、
変
化
に
対
応
し
、
改
善
し
続
け

る
組
織
と
な
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
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学校・保育環境や公共施設の環境整備に
ついて

熱中症対策について

行政の都合やこれまでの慣例を優先するのではなく、町民の立場に
立ち、今の時代に合った対応を考え、日常の中にある小さな不便や
不安の積み重ねを解消していくために・・・

学
校
・
保
育
環
境
に
つ

い
て

■ 

質

　問

　
事
故
な
ど
に
関
す
る
情
報
共
有
に

つ
い
て
。
議
会
へ
情
報
共
有
を
し
て

も
ら
え
な
い
か
？
現
在
の
報
告
手
順

や
連
絡
体
制
は
？

■ 
住
民
福
祉
課
長

　
現
在
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
今

後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

教
育
長

　
特
に
影
響
が
大
き
い
事
案
に
対
し

て
、
保
護
者
や
議
員
へ
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
児
童
生

徒
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

こ
と
を
最
優
先
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
全
て
の
保
護
者
へ
情
報
共
有
を

す
る
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
た
場
合

は
、
議
長
・
副
議
長
及
び
産
業
建
設

文
教
委
員
会
委
員
長
・
副
委
員
長
に

報
告
後
、
議
員
全
員
へ
情
報
共
有
を

図
る
よ
う
努
め
ま
す
。

 

意

　見

　
迅
速
で
丁
寧
な
情
報
共
有
体
制
の

徹
底
を
！

■ 

質

　問

　
保
護
者
へ
の
連
絡
、
情
報
発
信
の

迅
速
化
に
つ
い
て
。
現
在
の
実
態
の

把
握
と
そ
の
原
因
の
分
析
は
？
持
続

的
に
、
か
つ
誰
で
も
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
な
運
用
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
で
は
？

見
直
し
を
検
討
し
て
も
ら
え
る
か
。

■ 

教
育
長

　
学
校
行
事
等
の
実
施
方
法
は
、
校

長
の
裁
量
権
の
範
囲
で
委
ね
て
い
る

の
で
、
来
賓
席
の
配
置
等
は
特
に
指

導
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
幅
広
い
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
参

考
意
見
と
し
て
伝
え
て
い
き
ま
す
。

 

意

　見

　
こ
れ
ま
で
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
よ
り
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
、
ご
家
族
を
中
心
に
考
え
た
会

場
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
、
柔
軟
に

見
直
し
を
！

■ 

質

　問

　
第
二
保
育
所
の
ご
飯
持
参
に
関

す
る
そ
の
後
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
。
ど
の
よ
う
な
検
討
、
意
見
確

認
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
か
。
結

果
は
ど
う
保
護
者
へ
伝
え
た
の
か
。

そ
し
て
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
令
和
7
年
12
月
に
保
護
者
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
希
望
さ
れ
た
保

護
者
は
全
体
の
半
数
以
上
、
ご
飯
提

供
に
係
る
個
人
負
担
金
の
徴
収
に
つ

い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
保
護
者
に
ご

理
解
い
た
だ
け
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
費
用
や
職

員
体
制
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
器
や

炊
飯
器
な
ど
の
備
品
に
7
万
円
程

度
、
お
米
代
が
1
ヶ
月
で
6
万
円
程

　
以
前
か
ら
改
善
が
見
ら
れ
な
い

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
基
準
づ
く

り
や
改
善
に
向
け
た
指
導
、
働
き
か

け
な
ど
今
後
の
取
り
組
み
は
？

■ 

教
育
長

　
情
報
発
信
の
迅
速
化
に
つ
い
て

は
度
々
ご
指
摘
を
受
け
て
い
る
の

で
、
校
長
会
等
で
指
導
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
方
向
性
と
し

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す

る
と
い
う
こ
と
で
学
校
の
ほ
う
に
指

導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
十
分

に
整
っ
て
い
な
い
の
は
認
識
し
て
い

ま
す
。
よ
り
細
や
か
な
情
報
提
供
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
改
め

て
学
校
に
十
分
指
導
し
な
が
ら
対

策
を
練
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 
意

　見

　
各
学
校
だ
け

に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
教
育
委
員

会
と
し
て
現
状
を

し
っ
か
り
把
握

し
、
積
極
的
な
介

入
で
し
っ
か
り
と

改
善
を
！

■ 

質

　問

　
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
に
お
け

る
来
賓
席
の
配
置
に
つ
い
て
。
ど
の

よ
う
な
考
え
方
で
現
在
の
形
と
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
今
後
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
を
よ
り
中
心
に
考
え
た
配
置
へ
の

熱
中
症
対
策
支
援
に
つ

い
て

■ 

質

　問

　
近
年
の
猛
暑
は
、
農
業
だ
け
で
は

な
く
建
設
業
や
運
送
業
、
飲
食
業
な

ど
、
様
々
な
現
場
で
働
く
人
に
と
っ

て
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
町

内
の
農
業
者
や
中
小
企
業
に
対
し
、

熱
中
症
対
策
に
必
要
な
設
備
や
機
器

の
導
入
費
用
を
支
援
で
き
な
い
か
。

■ 

農
林
水
産
課
長

　
農
業
者
へ
の
猛
暑
対
策
設
備
の
導

入
支
援
は
、
担
い
手
の
確
保
や
農
業

生
産
性
の
維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら

有
意
義
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
町
独

自
の
補
助
制
度
の
創
設
は
、
他
の
産

業
や
業
種
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮

し
、
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
国
・
県
の
支
援
策
に

つ
い
て
情
報
共
有
と
申
請
支
援
を
行

い
、
農
家
の
経
営
負
担
軽
減
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
独
自
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
従
業
員
の

安
全
確
保
と
働
き
や
す
い
環
境
づ

井 上  智 恵 美棚 橋  優 汰

私の田んぼ（神田）

度
。
お
米
代
は
個
人
負
担
と
し
て
徴

収
に
な
る
と
、
月
に
1
人
あ
た
り

1
，
0
0
0
円
程
度
。
令
和
8
年
度

中
の
実
施
は
難
し
い
が
、
今
後
も
継

続
し
て
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

意

　見

　
ぜ
ひ
こ
の
ま
ま
進
め
て
ほ
し

い
！
た
だ
保
護
者
へ
は
結
果
だ
け

を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
限

り
過
程
や
内
容
に
つ
い
て
も
丁
寧

に
説
明
を
！

公
共
施
設
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

■ 

質

　問

　
南
部
体
育
館
の
網
戸
設
置
な
ど
利

用
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
。
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
網
戸

設
置
を
含
め
た
利
用
環
境
改
善
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
す
る
考
え
は
？

■ 

教
育
次
長

　
南
部
体
育
館
の
ほ
か
、
町
民
体
育

館
も
下
窓
の
網
戸
が
な
く
、
北
部
体

育
館
も
一
部
破
れ
て
い
る
状
況
を
把

握
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
適
宜
点
検

を
行
い
、
整
備
や
修
繕
等
、
適
切
な

対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

意

　見

　
今
後
も
利
用
者
目
線
、
防
災
の

視
点
も
含
め
た
公
共
施
設
の
環
境

整
備
を
！

本町において、どのような支援が有効的なのか、先進事例な
どを研究していきたいと考えています。

働く人の命を守るため、今から対策の検討を。

く
り
を
支
援
す
る
こ
と
は
有
意
義
で

あ
り
、
町
独
自
の
制
度
が
可
能
か
、

財
政
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、
先
進
事

例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
農
作
業
や
屋
外
作
業
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い
る

の
か
。

■ 

町

　長

　
J
A
等
の
関
係
団
体
と
も
綿
密
に

連
携
し
な
が
ら
、
農
作
業
や
屋
外
作

業
を
行
う
方
々
が
安
全
に
作
業
で
き

る
よ
う
、
啓
発
活
動
の
充
実
と
見
守

り
体
制
の
強
化
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

意

　見

　
熱
中
症
対
策
は
、
働
く
人
の
命
を

守
る
た
め
の
投
資
。
将
来
必
要
と
な

っ
た
と
き
に
備
え
、
今
か
ら
調
査
と

議
論
を
進
め
て
ほ
し
い
。

レ
モ
ン
栽
培
に
つ
い
て

■ 

質

　問

　
町
は
レ
モ
ン
振
興
を
何
の
た
め
に

進
め
て
い
る
の
か
。
特
産
品
化
や
農

家
所
得
の
向
上
、
交
流
人
口
の
増

加
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
作
り
な
ど
、

町
長
が
目
指
す
将
来
像
を
伺
う
。

■ 

町

　長

　
農
業
振
興
を
は
か
る
た
め
、
新
た

な
作
物
と
し
て
レ
モ
ン
栽
培
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
本
町
の
気
候

や
中
山
間
地
域
が
栽
培
に
適
し
て
い

る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
、
試
験
的

に
植
え
付
け
を
行
い
、
育
成
状
況
を

確
認
し
て
い
る
段
階
で
す
。
今
後
、

先
進
自
治
体
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
本
町
に
合
っ
た
計
画
を
策
定
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
以
前
、
町
長
は
事
業
を
進
め
る
に

は
「
ま
ず
計
画
書
を
つ
く
る
こ
と
が

先
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
し
か
し
、

レ
モ
ン
栽
培
は
計
画
書
が
な
い
ま
ま

進
め
ら
れ
て
い
る
。
何
年
後
に
ど
の

よ
う
な
町
を
目
指
す
の
か
、
参
加
農

家
数
や
栽
培
規
模
、
所
得
向
上
な
ど

の
目
標
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 
町

　長

　
現
在
は
栽
培
に
適
し
て
い
る
の
か

を
確
認
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
品
種
や
市
場
性

な
ど
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
詳
細
な
計
画
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
行
政
の
事
業
は
、
始
め
る
こ
と
や

続
け
る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な

い
。
何
を
も
っ
て
成
功
と
す
る
の

か
、
何
を
も
っ
て
見
直
す
の
か
、
そ

の
基
準
を
町
民
に
も
わ
か
る
形
で
示

し
て
ほ
し
い
。
レ
モ
ン
を
町
の
重
点

施
策
と
し
て
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

計
画
、
目
的
、
成
果
を
町
民
と
共
有

し
な
が
ら
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

■ 

町

　長

　
成
功
の
基
準
は
ま
だ
見
え
な
い

が
、
特
産
品
協
議
会
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
本
町
に
適
し
た
も

の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
で
、
挑
戦
し
て
い
る
段
階
で
す
の

で
、
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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学校・保育環境や公共施設の環境整備に
ついて

熱中症対策について

行政の都合やこれまでの慣例を優先するのではなく、町民の立場に
立ち、今の時代に合った対応を考え、日常の中にある小さな不便や
不安の積み重ねを解消していくために・・・

学
校
・
保
育
環
境
に
つ

い
て

■ 

質

　問

　
事
故
な
ど
に
関
す
る
情
報
共
有
に

つ
い
て
。
議
会
へ
情
報
共
有
を
し
て

も
ら
え
な
い
か
？
現
在
の
報
告
手
順

や
連
絡
体
制
は
？

■ 
住
民
福
祉
課
長

　
現
在
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
今

後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

教
育
長

　
特
に
影
響
が
大
き
い
事
案
に
対
し

て
、
保
護
者
や
議
員
へ
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
児
童
生

徒
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

こ
と
を
最
優
先
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
全
て
の
保
護
者
へ
情
報
共
有
を

す
る
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
た
場
合

は
、
議
長
・
副
議
長
及
び
産
業
建
設

文
教
委
員
会
委
員
長
・
副
委
員
長
に

報
告
後
、
議
員
全
員
へ
情
報
共
有
を

図
る
よ
う
努
め
ま
す
。

 

意

　見

　
迅
速
で
丁
寧
な
情
報
共
有
体
制
の

徹
底
を
！

■ 

質

　問

　
保
護
者
へ
の
連
絡
、
情
報
発
信
の

迅
速
化
に
つ
い
て
。
現
在
の
実
態
の

把
握
と
そ
の
原
因
の
分
析
は
？
持
続

的
に
、
か
つ
誰
で
も
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
な
運
用
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
で
は
？

見
直
し
を
検
討
し
て
も
ら
え
る
か
。

■ 

教
育
長

　
学
校
行
事
等
の
実
施
方
法
は
、
校

長
の
裁
量
権
の
範
囲
で
委
ね
て
い
る

の
で
、
来
賓
席
の
配
置
等
は
特
に
指

導
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
幅
広
い
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
参

考
意
見
と
し
て
伝
え
て
い
き
ま
す
。

 

意

　見

　
こ
れ
ま
で
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
よ
り
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
、
ご
家
族
を
中
心
に
考
え
た
会

場
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
、
柔
軟
に

見
直
し
を
！

■ 

質

　問

　
第
二
保
育
所
の
ご
飯
持
参
に
関

す
る
そ
の
後
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
。
ど
の
よ
う
な
検
討
、
意
見
確

認
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
か
。
結

果
は
ど
う
保
護
者
へ
伝
え
た
の
か
。

そ
し
て
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
令
和
7
年
12
月
に
保
護
者
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
希
望
さ
れ
た
保

護
者
は
全
体
の
半
数
以
上
、
ご
飯
提

供
に
係
る
個
人
負
担
金
の
徴
収
に
つ

い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
保
護
者
に
ご

理
解
い
た
だ
け
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
費
用
や
職

員
体
制
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
器
や

炊
飯
器
な
ど
の
備
品
に
7
万
円
程

度
、
お
米
代
が
1
ヶ
月
で
6
万
円
程

　
以
前
か
ら
改
善
が
見
ら
れ
な
い

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
基
準
づ
く

り
や
改
善
に
向
け
た
指
導
、
働
き
か

け
な
ど
今
後
の
取
り
組
み
は
？

■ 

教
育
長

　
情
報
発
信
の
迅
速
化
に
つ
い
て

は
度
々
ご
指
摘
を
受
け
て
い
る
の

で
、
校
長
会
等
で
指
導
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
方
向
性
と
し

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す

る
と
い
う
こ
と
で
学
校
の
ほ
う
に
指

導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
十
分

に
整
っ
て
い
な
い
の
は
認
識
し
て
い

ま
す
。
よ
り
細
や
か
な
情
報
提
供
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
改
め

て
学
校
に
十
分
指
導
し
な
が
ら
対

策
を
練
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 
意

　見

　
各
学
校
だ
け

に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
教
育
委
員

会
と
し
て
現
状
を

し
っ
か
り
把
握

し
、
積
極
的
な
介

入
で
し
っ
か
り
と

改
善
を
！

■ 

質

　問

　
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
に
お
け

る
来
賓
席
の
配
置
に
つ
い
て
。
ど
の

よ
う
な
考
え
方
で
現
在
の
形
と
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
今
後
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
を
よ
り
中
心
に
考
え
た
配
置
へ
の

熱
中
症
対
策
支
援
に
つ

い
て

■ 

質

　問

　
近
年
の
猛
暑
は
、
農
業
だ
け
で
は

な
く
建
設
業
や
運
送
業
、
飲
食
業
な

ど
、
様
々
な
現
場
で
働
く
人
に
と
っ

て
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
町

内
の
農
業
者
や
中
小
企
業
に
対
し
、

熱
中
症
対
策
に
必
要
な
設
備
や
機
器

の
導
入
費
用
を
支
援
で
き
な
い
か
。

■ 

農
林
水
産
課
長

　
農
業
者
へ
の
猛
暑
対
策
設
備
の
導

入
支
援
は
、
担
い
手
の
確
保
や
農
業

生
産
性
の
維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら

有
意
義
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
町
独

自
の
補
助
制
度
の
創
設
は
、
他
の
産

業
や
業
種
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮

し
、
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
国
・
県
の
支
援
策
に

つ
い
て
情
報
共
有
と
申
請
支
援
を
行

い
、
農
家
の
経
営
負
担
軽
減
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
独
自
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
従
業
員
の

安
全
確
保
と
働
き
や
す
い
環
境
づ

井 上  智 恵 美棚 橋  優 汰

私の田んぼ（神田）

度
。
お
米
代
は
個
人
負
担
と
し
て
徴

収
に
な
る
と
、
月
に
1
人
あ
た
り

1
，
0
0
0
円
程
度
。
令
和
8
年
度

中
の
実
施
は
難
し
い
が
、
今
後
も
継

続
し
て
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

意

　見

　
ぜ
ひ
こ
の
ま
ま
進
め
て
ほ
し

い
！
た
だ
保
護
者
へ
は
結
果
だ
け

を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
限

り
過
程
や
内
容
に
つ
い
て
も
丁
寧

に
説
明
を
！

公
共
施
設
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

■ 

質

　問

　
南
部
体
育
館
の
網
戸
設
置
な
ど
利

用
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
。
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
網
戸

設
置
を
含
め
た
利
用
環
境
改
善
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
す
る
考
え
は
？

■ 

教
育
次
長

　
南
部
体
育
館
の
ほ
か
、
町
民
体
育

館
も
下
窓
の
網
戸
が
な
く
、
北
部
体

育
館
も
一
部
破
れ
て
い
る
状
況
を
把

握
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
適
宜
点
検

を
行
い
、
整
備
や
修
繕
等
、
適
切
な

対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

意

　見

　
今
後
も
利
用
者
目
線
、
防
災
の

視
点
も
含
め
た
公
共
施
設
の
環
境

整
備
を
！

本町において、どのような支援が有効的なのか、先進事例な
どを研究していきたいと考えています。

働く人の命を守るため、今から対策の検討を。

く
り
を
支
援
す
る
こ
と
は
有
意
義
で

あ
り
、
町
独
自
の
制
度
が
可
能
か
、

財
政
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、
先
進
事

例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
農
作
業
や
屋
外
作
業
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い
る

の
か
。

■ 

町

　長

　
J
A
等
の
関
係
団
体
と
も
綿
密
に

連
携
し
な
が
ら
、
農
作
業
や
屋
外
作

業
を
行
う
方
々
が
安
全
に
作
業
で
き

る
よ
う
、
啓
発
活
動
の
充
実
と
見
守

り
体
制
の
強
化
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

意

　見

　
熱
中
症
対
策
は
、
働
く
人
の
命
を

守
る
た
め
の
投
資
。
将
来
必
要
と
な

っ
た
と
き
に
備
え
、
今
か
ら
調
査
と

議
論
を
進
め
て
ほ
し
い
。

レ
モ
ン
栽
培
に
つ
い
て

■ 

質

　問

　
町
は
レ
モ
ン
振
興
を
何
の
た
め
に

進
め
て
い
る
の
か
。
特
産
品
化
や
農

家
所
得
の
向
上
、
交
流
人
口
の
増

加
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
作
り
な
ど
、

町
長
が
目
指
す
将
来
像
を
伺
う
。

■ 

町

　長

　
農
業
振
興
を
は
か
る
た
め
、
新
た

な
作
物
と
し
て
レ
モ
ン
栽
培
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
本
町
の
気
候

や
中
山
間
地
域
が
栽
培
に
適
し
て
い

る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
、
試
験
的

に
植
え
付
け
を
行
い
、
育
成
状
況
を

確
認
し
て
い
る
段
階
で
す
。
今
後
、

先
進
自
治
体
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
本
町
に
合
っ
た
計
画
を
策
定
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
以
前
、
町
長
は
事
業
を
進
め
る
に

は
「
ま
ず
計
画
書
を
つ
く
る
こ
と
が

先
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
し
か
し
、

レ
モ
ン
栽
培
は
計
画
書
が
な
い
ま
ま

進
め
ら
れ
て
い
る
。
何
年
後
に
ど
の

よ
う
な
町
を
目
指
す
の
か
、
参
加
農

家
数
や
栽
培
規
模
、
所
得
向
上
な
ど

の
目
標
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 
町

　長

　
現
在
は
栽
培
に
適
し
て
い
る
の
か

を
確
認
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
品
種
や
市
場
性

な
ど
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
詳
細
な
計
画
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
行
政
の
事
業
は
、
始
め
る
こ
と
や

続
け
る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な

い
。
何
を
も
っ
て
成
功
と
す
る
の

か
、
何
を
も
っ
て
見
直
す
の
か
、
そ

の
基
準
を
町
民
に
も
わ
か
る
形
で
示

し
て
ほ
し
い
。
レ
モ
ン
を
町
の
重
点

施
策
と
し
て
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

計
画
、
目
的
、
成
果
を
町
民
と
共
有

し
な
が
ら
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

■ 

町

　長

　
成
功
の
基
準
は
ま
だ
見
え
な
い

が
、
特
産
品
協
議
会
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
本
町
に
適
し
た
も

の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
で
、
挑
戦
し
て
い
る
段
階
で
す
の

で
、
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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学校・保育環境や公共施設の環境整備に
ついて

熱中症対策について

行政の都合やこれまでの慣例を優先するのではなく、町民の立場に
立ち、今の時代に合った対応を考え、日常の中にある小さな不便や
不安の積み重ねを解消していくために・・・

学
校
・
保
育
環
境
に
つ

い
て

■ 

質

　問

　
事
故
な
ど
に
関
す
る
情
報
共
有
に

つ
い
て
。
議
会
へ
情
報
共
有
を
し
て

も
ら
え
な
い
か
？
現
在
の
報
告
手
順

や
連
絡
体
制
は
？

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
現
在
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
今

後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

教
育
長

　
特
に
影
響
が
大
き
い
事
案
に
対
し

て
、
保
護
者
や
議
員
へ
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
児
童
生

徒
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

こ
と
を
最
優
先
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
全
て
の
保
護
者
へ
情
報
共
有
を

す
る
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
た
場
合

は
、
議
長
・
副
議
長
及
び
産
業
建
設

文
教
委
員
会
委
員
長
・
副
委
員
長
に

報
告
後
、
議
員
全
員
へ
情
報
共
有
を

図
る
よ
う
努
め
ま
す
。

 

意

　見

　
迅
速
で
丁
寧
な
情
報
共
有
体
制
の

徹
底
を
！

■ 

質

　問

　
保
護
者
へ
の
連
絡
、
情
報
発
信
の

迅
速
化
に
つ
い
て
。
現
在
の
実
態
の

把
握
と
そ
の
原
因
の
分
析
は
？
持
続

的
に
、
か
つ
誰
で
も
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
な
運
用
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
で
は
？

見
直
し
を
検
討
し
て
も
ら
え
る
か
。

■ 

教
育
長

　
学
校
行
事
等
の
実
施
方
法
は
、
校

長
の
裁
量
権
の
範
囲
で
委
ね
て
い
る

の
で
、
来
賓
席
の
配
置
等
は
特
に
指

導
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
幅
広
い
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
参

考
意
見
と
し
て
伝
え
て
い
き
ま
す
。

 

意

　見

　
こ
れ
ま
で
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
よ
り
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
、
ご
家
族
を
中
心
に
考
え
た
会

場
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
、
柔
軟
に

見
直
し
を
！

■ 

質

　問

　
第
二
保
育
所
の
ご
飯
持
参
に
関

す
る
そ
の
後
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
。
ど
の
よ
う
な
検
討
、
意
見
確

認
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
か
。
結

果
は
ど
う
保
護
者
へ
伝
え
た
の
か
。

そ
し
て
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
令
和
7
年
12
月
に
保
護
者
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
希
望
さ
れ
た
保

護
者
は
全
体
の
半
数
以
上
、
ご
飯
提

供
に
係
る
個
人
負
担
金
の
徴
収
に
つ

い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
保
護
者
に
ご

理
解
い
た
だ
け
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
費
用
や
職

員
体
制
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
器
や

炊
飯
器
な
ど
の
備
品
に
7
万
円
程

度
、
お
米
代
が
1
ヶ
月
で
6
万
円
程

　
以
前
か
ら
改
善
が
見
ら
れ
な
い

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
基
準
づ
く

り
や
改
善
に
向
け
た
指
導
、
働
き
か

け
な
ど
今
後
の
取
り
組
み
は
？

■ 

教
育
長

　
情
報
発
信
の
迅
速
化
に
つ
い
て

は
度
々
ご
指
摘
を
受
け
て
い
る
の

で
、
校
長
会
等
で
指
導
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
方
向
性
と
し

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す

る
と
い
う
こ
と
で
学
校
の
ほ
う
に
指

導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
十
分

に
整
っ
て
い
な
い
の
は
認
識
し
て
い

ま
す
。
よ
り
細
や
か
な
情
報
提
供
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
改
め

て
学
校
に
十
分
指
導
し
な
が
ら
対

策
を
練
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

意

　見

　
各
学
校
だ
け

に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
教
育
委
員

会
と
し
て
現
状
を

し
っ
か
り
把
握

し
、
積
極
的
な
介

入
で
し
っ
か
り
と

改
善
を
！

■ 

質

　問

　
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
に
お
け

る
来
賓
席
の
配
置
に
つ
い
て
。
ど
の

よ
う
な
考
え
方
で
現
在
の
形
と
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
今
後
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
を
よ
り
中
心
に
考
え
た
配
置
へ
の

熱
中
症
対
策
支
援
に
つ

い
て

■ 

質

　問

　
近
年
の
猛
暑
は
、
農
業
だ
け
で
は

な
く
建
設
業
や
運
送
業
、
飲
食
業
な

ど
、
様
々
な
現
場
で
働
く
人
に
と
っ

て
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
町

内
の
農
業
者
や
中
小
企
業
に
対
し
、

熱
中
症
対
策
に
必
要
な
設
備
や
機
器

の
導
入
費
用
を
支
援
で
き
な
い
か
。

■ 

農
林
水
産
課
長

　
農
業
者
へ
の
猛
暑
対
策
設
備
の
導

入
支
援
は
、
担
い
手
の
確
保
や
農
業

生
産
性
の
維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら

有
意
義
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
町
独

自
の
補
助
制
度
の
創
設
は
、
他
の
産

業
や
業
種
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮

し
、
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
国
・
県
の
支
援
策
に

つ
い
て
情
報
共
有
と
申
請
支
援
を
行

い
、
農
家
の
経
営
負
担
軽
減
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
独
自
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
従
業
員
の

安
全
確
保
と
働
き
や
す
い
環
境
づ

井 上  智 恵 美棚 橋  優 汰

私の田んぼ（神田）

度
。
お
米
代
は
個
人
負
担
と
し
て
徴

収
に
な
る
と
、
月
に
1
人
あ
た
り

1
，
0
0
0
円
程
度
。
令
和
8
年
度

中
の
実
施
は
難
し
い
が
、
今
後
も
継

続
し
て
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

意

　見

　
ぜ
ひ
こ
の
ま
ま
進
め
て
ほ
し

い
！
た
だ
保
護
者
へ
は
結
果
だ
け

を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
限

り
過
程
や
内
容
に
つ
い
て
も
丁
寧

に
説
明
を
！

公
共
施
設
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

■ 

質

　問

　
南
部
体
育
館
の
網
戸
設
置
な
ど
利

用
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
。
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
網
戸

設
置
を
含
め
た
利
用
環
境
改
善
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
す
る
考
え
は
？

■ 

教
育
次
長

　
南
部
体
育
館
の
ほ
か
、
町
民
体
育

館
も
下
窓
の
網
戸
が
な
く
、
北
部
体

育
館
も
一
部
破
れ
て
い
る
状
況
を
把

握
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
適
宜
点
検

を
行
い
、
整
備
や
修
繕
等
、
適
切
な

対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

意

　見

　
今
後
も
利
用
者
目
線
、
防
災
の

視
点
も
含
め
た
公
共
施
設
の
環
境

整
備
を
！

本町において、どのような支援が有効的なのか、先進事例な
どを研究していきたいと考えています。

働く人の命を守るため、今から対策の検討を。

く
り
を
支
援
す
る
こ
と
は
有
意
義
で

あ
り
、
町
独
自
の
制
度
が
可
能
か
、

財
政
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、
先
進
事

例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
農
作
業
や
屋
外
作
業
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い
る

の
か
。

■ 

町

　長

　
J
A
等
の
関
係
団
体
と
も
綿
密
に

連
携
し
な
が
ら
、
農
作
業
や
屋
外
作

業
を
行
う
方
々
が
安
全
に
作
業
で
き

る
よ
う
、
啓
発
活
動
の
充
実
と
見
守

り
体
制
の
強
化
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

意

　見

　
熱
中
症
対
策
は
、
働
く
人
の
命
を

守
る
た
め
の
投
資
。
将
来
必
要
と
な

っ
た
と
き
に
備
え
、
今
か
ら
調
査
と

議
論
を
進
め
て
ほ
し
い
。

レ
モ
ン
栽
培
に
つ
い
て

■ 

質

　問

　
町
は
レ
モ
ン
振
興
を
何
の
た
め
に

進
め
て
い
る
の
か
。
特
産
品
化
や
農

家
所
得
の
向
上
、
交
流
人
口
の
増

加
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
作
り
な
ど
、

町
長
が
目
指
す
将
来
像
を
伺
う
。

■ 

町

　長

　
農
業
振
興
を
は
か
る
た
め
、
新
た

な
作
物
と
し
て
レ
モ
ン
栽
培
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
本
町
の
気
候

や
中
山
間
地
域
が
栽
培
に
適
し
て
い

る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
、
試
験
的

に
植
え
付
け
を
行
い
、
育
成
状
況
を

確
認
し
て
い
る
段
階
で
す
。
今
後
、

先
進
自
治
体
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
本
町
に
合
っ
た
計
画
を
策
定
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
以
前
、
町
長
は
事
業
を
進
め
る
に

は
「
ま
ず
計
画
書
を
つ
く
る
こ
と
が

先
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
し
か
し
、

レ
モ
ン
栽
培
は
計
画
書
が
な
い
ま
ま

進
め
ら
れ
て
い
る
。
何
年
後
に
ど
の

よ
う
な
町
を
目
指
す
の
か
、
参
加
農

家
数
や
栽
培
規
模
、
所
得
向
上
な
ど

の
目
標
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町

　長

　
現
在
は
栽
培
に
適
し
て
い
る
の
か

を
確
認
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
品
種
や
市
場
性

な
ど
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
詳
細
な
計
画
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
行
政
の
事
業
は
、
始
め
る
こ
と
や

続
け
る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な

い
。
何
を
も
っ
て
成
功
と
す
る
の

か
、
何
を
も
っ
て
見
直
す
の
か
、
そ

の
基
準
を
町
民
に
も
わ
か
る
形
で
示

し
て
ほ
し
い
。
レ
モ
ン
を
町
の
重
点

施
策
と
し
て
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

計
画
、
目
的
、
成
果
を
町
民
と
共
有

し
な
が
ら
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

■ 

町

　長

　
成
功
の
基
準
は
ま
だ
見
え
な
い

が
、
特
産
品
協
議
会
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
本
町
に
適
し
た
も

の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
で
、
挑
戦
し
て
い
る
段
階
で
す
の

で
、
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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学校・保育環境や公共施設の環境整備に
ついて

熱中症対策について

行政の都合やこれまでの慣例を優先するのではなく、町民の立場に
立ち、今の時代に合った対応を考え、日常の中にある小さな不便や
不安の積み重ねを解消していくために・・・

学
校
・
保
育
環
境
に
つ

い
て

■ 

質

　問

　
事
故
な
ど
に
関
す
る
情
報
共
有
に

つ
い
て
。
議
会
へ
情
報
共
有
を
し
て

も
ら
え
な
い
か
？
現
在
の
報
告
手
順

や
連
絡
体
制
は
？

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
現
在
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
今

後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

教
育
長

　
特
に
影
響
が
大
き
い
事
案
に
対
し

て
、
保
護
者
や
議
員
へ
情
報
共
有
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
児
童
生

徒
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

こ
と
を
最
優
先
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
全
て
の
保
護
者
へ
情
報
共
有
を

す
る
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
た
場
合

は
、
議
長
・
副
議
長
及
び
産
業
建
設

文
教
委
員
会
委
員
長
・
副
委
員
長
に

報
告
後
、
議
員
全
員
へ
情
報
共
有
を

図
る
よ
う
努
め
ま
す
。

 

意

　見

　
迅
速
で
丁
寧
な
情
報
共
有
体
制
の

徹
底
を
！

■ 

質

　問

　
保
護
者
へ
の
連
絡
、
情
報
発
信
の

迅
速
化
に
つ
い
て
。
現
在
の
実
態
の

把
握
と
そ
の
原
因
の
分
析
は
？
持
続

的
に
、
か
つ
誰
で
も
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
な
運
用
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
で
は
？

見
直
し
を
検
討
し
て
も
ら
え
る
か
。

■ 

教
育
長

　
学
校
行
事
等
の
実
施
方
法
は
、
校

長
の
裁
量
権
の
範
囲
で
委
ね
て
い
る

の
で
、
来
賓
席
の
配
置
等
は
特
に
指

導
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
幅
広
い
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
参

考
意
見
と
し
て
伝
え
て
い
き
ま
す
。

 

意

　見

　
こ
れ
ま
で
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
よ
り
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
、
ご
家
族
を
中
心
に
考
え
た
会

場
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
、
柔
軟
に

見
直
し
を
！

■ 

質

　問

　
第
二
保
育
所
の
ご
飯
持
参
に
関

す
る
そ
の
後
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
。
ど
の
よ
う
な
検
討
、
意
見
確

認
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
か
。
結

果
は
ど
う
保
護
者
へ
伝
え
た
の
か
。

そ
し
て
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

■ 

住
民
福
祉
課
長

　
令
和
7
年
12
月
に
保
護
者
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
希
望
さ
れ
た
保

護
者
は
全
体
の
半
数
以
上
、
ご
飯
提

供
に
係
る
個
人
負
担
金
の
徴
収
に
つ

い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
保
護
者
に
ご

理
解
い
た
だ
け
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
費
用
や
職

員
体
制
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
器
や

炊
飯
器
な
ど
の
備
品
に
7
万
円
程

度
、
お
米
代
が
1
ヶ
月
で
6
万
円
程

　
以
前
か
ら
改
善
が
見
ら
れ
な
い

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
基
準
づ
く

り
や
改
善
に
向
け
た
指
導
、
働
き
か

け
な
ど
今
後
の
取
り
組
み
は
？

■ 

教
育
長

　
情
報
発
信
の
迅
速
化
に
つ
い
て

は
度
々
ご
指
摘
を
受
け
て
い
る
の

で
、
校
長
会
等
で
指
導
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
方
向
性
と
し

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す

る
と
い
う
こ
と
で
学
校
の
ほ
う
に
指

導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
十
分

に
整
っ
て
い
な
い
の
は
認
識
し
て
い

ま
す
。
よ
り
細
や
か
な
情
報
提
供
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
改
め

て
学
校
に
十
分
指
導
し
な
が
ら
対

策
を
練
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

意

　見

　
各
学
校
だ
け

に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
教
育
委
員

会
と
し
て
現
状
を

し
っ
か
り
把
握

し
、
積
極
的
な
介

入
で
し
っ
か
り
と

改
善
を
！

■ 

質

　問

　
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
に
お
け

る
来
賓
席
の
配
置
に
つ
い
て
。
ど
の

よ
う
な
考
え
方
で
現
在
の
形
と
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
今
後
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
を
よ
り
中
心
に
考
え
た
配
置
へ
の

熱
中
症
対
策
支
援
に
つ

い
て

■ 

質

　問

　
近
年
の
猛
暑
は
、
農
業
だ
け
で
は

な
く
建
設
業
や
運
送
業
、
飲
食
業
な

ど
、
様
々
な
現
場
で
働
く
人
に
と
っ

て
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
町

内
の
農
業
者
や
中
小
企
業
に
対
し
、

熱
中
症
対
策
に
必
要
な
設
備
や
機
器

の
導
入
費
用
を
支
援
で
き
な
い
か
。

■ 

農
林
水
産
課
長

　
農
業
者
へ
の
猛
暑
対
策
設
備
の
導

入
支
援
は
、
担
い
手
の
確
保
や
農
業

生
産
性
の
維
持
・
向
上
の
観
点
か
ら

有
意
義
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
町
独

自
の
補
助
制
度
の
創
設
は
、
他
の
産

業
や
業
種
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮

し
、
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
国
・
県
の
支
援
策
に

つ
い
て
情
報
共
有
と
申
請
支
援
を
行

い
、
農
家
の
経
営
負
担
軽
減
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

企
画
商
工
課
長

　
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
独
自
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
従
業
員
の

安
全
確
保
と
働
き
や
す
い
環
境
づ

井 上  智 恵 美棚 橋  優 汰

私の田んぼ（神田）

度
。
お
米
代
は
個
人
負
担
と
し
て
徴

収
に
な
る
と
、
月
に
1
人
あ
た
り

1
，
0
0
0
円
程
度
。
令
和
8
年
度

中
の
実
施
は
難
し
い
が
、
今
後
も
継

続
し
て
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

意

　見

　
ぜ
ひ
こ
の
ま
ま
進
め
て
ほ
し

い
！
た
だ
保
護
者
へ
は
結
果
だ
け

を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
限

り
過
程
や
内
容
に
つ
い
て
も
丁
寧

に
説
明
を
！

公
共
施
設
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

■ 

質

　問

　
南
部
体
育
館
の
網
戸
設
置
な
ど
利

用
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
。
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
網
戸

設
置
を
含
め
た
利
用
環
境
改
善
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
す
る
考
え
は
？

■ 

教
育
次
長

　
南
部
体
育
館
の
ほ
か
、
町
民
体
育

館
も
下
窓
の
網
戸
が
な
く
、
北
部
体

育
館
も
一
部
破
れ
て
い
る
状
況
を
把

握
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
適
宜
点
検

を
行
い
、
整
備
や
修
繕
等
、
適
切
な

対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

意

　見

　
今
後
も
利
用
者
目
線
、
防
災
の

視
点
も
含
め
た
公
共
施
設
の
環
境

整
備
を
！

本町において、どのような支援が有効的なのか、先進事例な
どを研究していきたいと考えています。

働く人の命を守るため、今から対策の検討を。

く
り
を
支
援
す
る
こ
と
は
有
意
義
で

あ
り
、
町
独
自
の
制
度
が
可
能
か
、

財
政
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、
先
進
事

例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
農
作
業
や
屋
外
作
業
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い
る

の
か
。

■ 

町

　長

　
J
A
等
の
関
係
団
体
と
も
綿
密
に

連
携
し
な
が
ら
、
農
作
業
や
屋
外
作

業
を
行
う
方
々
が
安
全
に
作
業
で
き

る
よ
う
、
啓
発
活
動
の
充
実
と
見
守

り
体
制
の
強
化
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

意

　見

　
熱
中
症
対
策
は
、
働
く
人
の
命
を

守
る
た
め
の
投
資
。
将
来
必
要
と
な

っ
た
と
き
に
備
え
、
今
か
ら
調
査
と

議
論
を
進
め
て
ほ
し
い
。

レ
モ
ン
栽
培
に
つ
い
て

■ 

質

　問

　
町
は
レ
モ
ン
振
興
を
何
の
た
め
に

進
め
て
い
る
の
か
。
特
産
品
化
や
農

家
所
得
の
向
上
、
交
流
人
口
の
増

加
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
作
り
な
ど
、

町
長
が
目
指
す
将
来
像
を
伺
う
。

■ 

町

　長

　
農
業
振
興
を
は
か
る
た
め
、
新
た

な
作
物
と
し
て
レ
モ
ン
栽
培
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
本
町
の
気
候

や
中
山
間
地
域
が
栽
培
に
適
し
て
い

る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
、
試
験
的

に
植
え
付
け
を
行
い
、
育
成
状
況
を

確
認
し
て
い
る
段
階
で
す
。
今
後
、

先
進
自
治
体
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
本
町
に
合
っ
た
計
画
を
策
定
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
以
前
、
町
長
は
事
業
を
進
め
る
に

は
「
ま
ず
計
画
書
を
つ
く
る
こ
と
が

先
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
し
か
し
、

レ
モ
ン
栽
培
は
計
画
書
が
な
い
ま
ま

進
め
ら
れ
て
い
る
。
何
年
後
に
ど
の

よ
う
な
町
を
目
指
す
の
か
、
参
加
農

家
数
や
栽
培
規
模
、
所
得
向
上
な
ど

の
目
標
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町

　長

　
現
在
は
栽
培
に
適
し
て
い
る
の
か

を
確
認
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
品
種
や
市
場
性

な
ど
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
詳
細
な
計
画
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質

　問

　
行
政
の
事
業
は
、
始
め
る
こ
と
や

続
け
る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な

い
。
何
を
も
っ
て
成
功
と
す
る
の

か
、
何
を
も
っ
て
見
直
す
の
か
、
そ

の
基
準
を
町
民
に
も
わ
か
る
形
で
示

し
て
ほ
し
い
。
レ
モ
ン
を
町
の
重
点

施
策
と
し
て
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

計
画
、
目
的
、
成
果
を
町
民
と
共
有

し
な
が
ら
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。

■ 

町

　長

　
成
功
の
基
準
は
ま
だ
見
え
な
い

が
、
特
産
品
協
議
会
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
本
町
に
適
し
た
も

の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
で
、
挑
戦
し
て
い
る
段
階
で
す
の

で
、
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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地域おこし協力隊と
産業建設文教委員会の対話会

開催日 令和8年6月10日

出席者

対話会の内容

産業建設文教委員会
　委 員 長：横田 博茂
　副委員長：井上 智恵美
　委　　員：長谷川 忠、山之内 英樹、黒田 龍之介（座長）、
　　　　　　棚橋 優汰（オブザーバー）、企画商工課職員３名、
　　　　　　地域おこし協力隊　中野 祥平さん

場  所 佐々町役場3階 委員会室

1．地域おこし協力隊・中野さんのこれまでの経歴や活動内容について
2．佐々町を活動の拠点として選んだ経緯や今後の目標について
3．佐々町の魅力や地域資源を活かした情報発信について意見交換
4．議会と地域おこし協力隊との連携強化に向けた意見交換

所　感

　今回の対話会では、地域おこし協力隊として活動されている中野さんから、これまでの経歴
や佐々町を選んだ理由、現在取り組まれている活動についてお話を伺いました。先日開催され
た「花菖蒲うなぎまつり」では、DJや動画制作を通じてイベントを盛り上げ、SNSを活用し
た情報発信により佐々町の魅力を全国へ届けるなど、積極的な活動が印象的でした。地域おこ
し協力隊は地域の魅力を発掘し、新たな視点で発信する重要な役割を担っています。今後も議
会として連携を深めながら、その活動を後押しし、佐々町のさらなる地域活性化につなげてい
きたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （横田 博茂）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て

令
和
８
年
度
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
総
会
の
報
告

長
崎
県
立
大
学
３
年
　
出
口 

歩
夢

　
私
は
７
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
の
２

週
間
、
総
務
課
と
議
会
事
務
局
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
総
務
課
で
は
主
に
、
現
場

や
外
回
り
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

町
役
場
の
方
々
が
ど
の
よ
う
に
町
を
支

え
て
い
る
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
方
、
議
会
事
務
局
で

は
、
書
類
作
成
や
反
訳
の
点
検
、
議
員

の
方
々
へ
の
給
仕
な
ど
、
総
務
課
と
は

異
な
る
業
務
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
私
は
、
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

際
に
は
、
職
員
の
皆
様
が
優
し
く
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
社
会
人
の
頼
も

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
総
務
課
の
皆
様

が
幅
広
い
業
務
を
担
い
な
が
ら
、
地
域

の
た
め
に
働
い
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
事
務
局
の
皆

様
が
、
議
会
を
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ

う
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
姿
が
大
変
印
象

的
で
し
た
。

　
こ
の
２
週
間
を
通
し
て
、
町
長
を
は

じ
め
、
議
員
の
皆
様
、
総
務
課
や
議
会

事
務
局
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
多
忙
の

中
、
御
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と
を

今
後
の
学
生
生
活
や
将
来
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

地域おこし協力隊とは…
　総務省が所管する取組の１つで、人口減少や少子高齢化などの課題を抱
える自治体が都市部などから人材を受け入れる制度。地域おこし協力隊の
主な役割としては、任期中（１年～３年）に地方や過疎地域等に移住し、
実際にそこで暮らしながら地域ブランドや地場産品の開発・販売、PRをし
たり、農業や林業等に従事するなど、地域への協力活動を行う。

■ 

日
　
時 

令
和
８
年
７
月
21
日（
火
）

午
後
３
時
30
分
か
ら

■ 

会
　
場 

佐
々
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

■ 

総
会
議
事

① 

令
和
７
年
度
活
動
経
過
報
告
に
つ
い
て

② 

令
和
７
年
度
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報  

　 

告
に
つ
い
て

③ 

令
和
８
年
度
役
員
の
選
任（
案
）に
つ
い 

　 

て
④ 

令
和
８
年
度
活
動
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑤ 

令
和
８
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

⑥ 

決
議（
案
）に
つ
い
て

⑦ 

西
九
州
自
動
車
道
の
建
設
促
進
に
関
す

　 

る
要
望
書（
案
）に
つ
い
て

■ 

役
員
の
選
任

顧
　
問
：
川
副
　
　
剛
　
議
員 

副
会
長
：
横
田
　
博
茂
　
議
員 

理
　
事
：
井
上
智
恵
美
　
議
員 

監
　
事
：
長
谷
川
　
忠
　
議
員 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
以
上
４
名
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。 

■ 

令
和
８
年
度
活
動
計
画

① 

佐
賀
県
長
崎
県
へ
の
要
望
活
動 

要
望
時
期
：
８
月
17
日（
月
） 

要 

望 

先
：
佐
賀
県
知
事
、
佐
賀
県
議
会

　
　
　
　
　
議
長
、
佐
賀
国
道
事
務
所
長
、

　
　
　
　
　
長
崎
県
知
事
、
長
崎
県
議
会

　
　
　
　
　
議
長
、
長
崎
河
川
国
道
事
務

　
　
　
　
　
所
長

参 
加 
者
：
会
員
一
同

② 
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
へ
の
要

　 

望
活
動

要
望
時
期
：
10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬 

要 

望 

先
：
九
州
地
方
整
備
局
長

参 

加 

者
：
会
長
、
副
会
長
、
理
事
、
顧
問

③ 

国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
地
元
選
出
国

　 

会
議
員
等
へ
の
要
望
活
動 

要
望
時
期
：
10
月
下
旬
〜
11
月
中 

要 

望 

先
：
詳
細
未
定 

参 

加 

者
：
会
長
、
副
会
長
、
理
事
、
顧
問 

　
令
和
８
年
度
も
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
‼ 

昨
年
度
は
平
戸
松
浦
間
が
開
通
し
、

今
年
度
は
い
よ
い
よ
佐
々
江
迎
鹿
町
間
の
工
事
が
始
ま
り
ま

す
‼
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
解
消
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今

こ
そ
、４
市
１
町
協
力
体
制
を
強
化
し
、１
日
も
早
い
全
線
開

通
へ
向
け
て
要
望
活
動
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
‼ 
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地域おこし協力隊と
産業建設文教委員会の対話会

開催日 令和8年6月10日

出席者

対話会の内容

産業建設文教委員会
　委 員 長：横田 博茂
　副委員長：井上 智恵美
　委　　員：長谷川 忠、山之内 英樹、黒田 龍之介（座長）、
　　　　　　棚橋 優汰（オブザーバー）、企画商工課職員３名、
　　　　　　地域おこし協力隊　中野 祥平さん

場  所 佐々町役場3階 委員会室

1．地域おこし協力隊・中野さんのこれまでの経歴や活動内容について
2．佐々町を活動の拠点として選んだ経緯や今後の目標について
3．佐々町の魅力や地域資源を活かした情報発信について意見交換
4．議会と地域おこし協力隊との連携強化に向けた意見交換

所　感

　今回の対話会では、地域おこし協力隊として活動されている中野さんから、これまでの経歴
や佐々町を選んだ理由、現在取り組まれている活動についてお話を伺いました。先日開催され
た「花菖蒲うなぎまつり」では、DJや動画制作を通じてイベントを盛り上げ、SNSを活用し
た情報発信により佐々町の魅力を全国へ届けるなど、積極的な活動が印象的でした。地域おこ
し協力隊は地域の魅力を発掘し、新たな視点で発信する重要な役割を担っています。今後も議
会として連携を深めながら、その活動を後押しし、佐々町のさらなる地域活性化につなげてい
きたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （横田 博茂）
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度
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道
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進
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総
会
の
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長
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立
大
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夢
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局
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ン
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プ
に
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加
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て
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だ

き
ま
し
た
。
総
務
課
で
は
主
に
、
現
場

や
外
回
り
に
同
行
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て
い
た
だ
き
、

町
役
場
の
方
々
が
ど
の
よ
う
に
町
を
支

え
て
い
る
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
方
、
議
会
事
務
局
で

は
、
書
類
作
成
や
反
訳
の
点
検
、
議
員

の
方
々
へ
の
給
仕
な
ど
、
総
務
課
と
は

異
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る
業
務
を
経
験
さ
せ
て
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た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
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ま
で
私
は
、
役
所
の
仕
事
に
つ
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体
的
な
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ジ
を
持
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て
い

ま
せ
ん
で
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た
が
、
今
回
の
イ
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タ
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ン
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を
通
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て
、
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所
の
仕
事
に

つ
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の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
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ま
た
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

際
に
は
、
職
員
の
皆
様
が
優
し
く
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
社
会
人
の
頼
も

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
総
務
課
の
皆
様

が
幅
広
い
業
務
を
担
い
な
が
ら
、
地
域

の
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め
に
働
い
て
い
る
姿
に
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を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
事
務
局
の
皆

様
が
、
議
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を
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ

う
に
尽
力
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い
る
姿
が
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変
印
象

的
で
し
た
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こ
の
２
週
間
を
通
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、
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長
を
は

じ
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、
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の
皆
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、
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課
や
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会
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局
の
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な
ど
、
多
く
の
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々
に

お
世
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に
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り
ま
し
た
。
ご
多
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の

中
、
御
指
導
し
て
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た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
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ま
し
た
。
今
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の
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タ
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ン
シ
ッ
プ
で
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ん
だ
こ
と
を

今
後
の
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生
生
活
や
将
来
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な
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れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

地域おこし協力隊とは…
　総務省が所管する取組の１つで、人口減少や少子高齢化などの課題を抱
える自治体が都市部などから人材を受け入れる制度。地域おこし協力隊の
主な役割としては、任期中（１年～３年）に地方や過疎地域等に移住し、
実際にそこで暮らしながら地域ブランドや地場産品の開発・販売、PRをし
たり、農業や林業等に従事するなど、地域への協力活動を行う。
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所
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会
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国
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国
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、
財
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、
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選
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会
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へ
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要
望
活
動 

要
望
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：
10
月
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〜
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先
：
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参 
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長
、
副
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、
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、
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令
和
８
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度
も
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
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昨
年
度
は
平
戸
松
浦
間
が
開
通
し
、

今
年
度
は
い
よ
い
よ
佐
々
江
迎
鹿
町
間
の
工
事
が
始
ま
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ま

す
‼
ミ
ッ
シ
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グ
リ
ン
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が
解
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さ
れ
よ
う
と
し
て
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る
今

こ
そ
、４
市
１
町
協
力
体
制
を
強
化
し
、１
日
も
早
い
全
線
開

通
へ
向
け
て
要
望
活
動
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
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地域おこし協力隊と
産業建設文教委員会の対話会

開催日 令和8年6月10日

出席者

対話会の内容

産業建設文教委員会
　委 員 長：横田 博茂
　副委員長：井上 智恵美
　委　　員：長谷川 忠、山之内 英樹、黒田 龍之介（座長）、
　　　　　　棚橋 優汰（オブザーバー）、企画商工課職員３名、
　　　　　　地域おこし協力隊　中野 祥平さん

場  所 佐々町役場3階 委員会室

1．地域おこし協力隊・中野さんのこれまでの経歴や活動内容について
2．佐々町を活動の拠点として選んだ経緯や今後の目標について
3．佐々町の魅力や地域資源を活かした情報発信について意見交換
4．議会と地域おこし協力隊との連携強化に向けた意見交換

所　感

　今回の対話会では、地域おこし協力隊として活動されている中野さんから、これまでの経歴
や佐々町を選んだ理由、現在取り組まれている活動についてお話を伺いました。先日開催され
た「花菖蒲うなぎまつり」では、DJや動画制作を通じてイベントを盛り上げ、SNSを活用し
た情報発信により佐々町の魅力を全国へ届けるなど、積極的な活動が印象的でした。地域おこ
し協力隊は地域の魅力を発掘し、新たな視点で発信する重要な役割を担っています。今後も議
会として連携を深めながら、その活動を後押しし、佐々町のさらなる地域活性化につなげてい
きたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （横田 博茂）
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の
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ら
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、
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と
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会
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局
で
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に
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。
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課
で
は
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、
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や
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だ
き
、

町
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場
の
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が
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の
よ
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に
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を
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的
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が
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。
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で
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作
成
や
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の
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こ
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で
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、
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の
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に
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い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

際
に
は
、
職
員
の
皆
様
が
優
し
く
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
社
会
人
の
頼
も

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
総
務
課
の
皆
様

が
幅
広
い
業
務
を
担
い
な
が
ら
、
地
域

の
た
め
に
働
い
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
事
務
局
の
皆

様
が
、
議
会
を
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ

う
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
姿
が
大
変
印
象

的
で
し
た
。

　
こ
の
２
週
間
を
通
し
て
、
町
長
を
は

じ
め
、
議
員
の
皆
様
、
総
務
課
や
議
会

事
務
局
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
多
忙
の

中
、
御
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と
を

今
後
の
学
生
生
活
や
将
来
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

地域おこし協力隊とは…
　総務省が所管する取組の１つで、人口減少や少子高齢化などの課題を抱
える自治体が都市部などから人材を受け入れる制度。地域おこし協力隊の
主な役割としては、任期中（１年～３年）に地方や過疎地域等に移住し、
実際にそこで暮らしながら地域ブランドや地場産品の開発・販売、PRをし
たり、農業や林業等に従事するなど、地域への協力活動を行う。

■ 

日
　
時 

令
和
８
年
７
月
21
日（
火
）

午
後
３
時
30
分
か
ら

■ 

会
　
場 

佐
々
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

■ 

総
会
議
事

① 

令
和
７
年
度
活
動
経
過
報
告
に
つ
い
て

② 

令
和
７
年
度
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報  

　 

告
に
つ
い
て

③ 

令
和
８
年
度
役
員
の
選
任（
案
）に
つ
い 

　 

て
④ 

令
和
８
年
度
活
動
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑤ 

令
和
８
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

⑥ 

決
議（
案
）に
つ
い
て

⑦ 

西
九
州
自
動
車
道
の
建
設
促
進
に
関
す

　 

る
要
望
書（
案
）に
つ
い
て

■ 

役
員
の
選
任

顧
　
問
：
川
副
　
　
剛
　
議
員 

副
会
長
：
横
田
　
博
茂
　
議
員 

理
　
事
：
井
上
智
恵
美
　
議
員 

監
　
事
：
長
谷
川
　
忠
　
議
員 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
以
上
４
名
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。 

■ 

令
和
８
年
度
活
動
計
画

① 

佐
賀
県
長
崎
県
へ
の
要
望
活
動 

要
望
時
期
：
８
月
17
日（
月
） 

要 

望 

先
：
佐
賀
県
知
事
、
佐
賀
県
議
会

　
　
　
　
　
議
長
、
佐
賀
国
道
事
務
所
長
、

　
　
　
　
　
長
崎
県
知
事
、
長
崎
県
議
会

　
　
　
　
　
議
長
、
長
崎
河
川
国
道
事
務

　
　
　
　
　
所
長

参 

加 

者
：
会
員
一
同

② 

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
へ
の
要

　 

望
活
動

要
望
時
期
：
10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬 

要 

望 

先
：
九
州
地
方
整
備
局
長

参 

加 

者
：
会
長
、
副
会
長
、
理
事
、
顧
問

③ 

国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
地
元
選
出
国

　 

会
議
員
等
へ
の
要
望
活
動 

要
望
時
期
：
10
月
下
旬
〜
11
月
中 

要 

望 

先
：
詳
細
未
定 

参 

加 

者
：
会
長
、
副
会
長
、
理
事
、
顧
問 

　
令
和
８
年
度
も
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
‼ 

昨
年
度
は
平
戸
松
浦
間
が
開
通
し
、

今
年
度
は
い
よ
い
よ
佐
々
江
迎
鹿
町
間
の
工
事
が
始
ま
り
ま

す
‼
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
解
消
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今

こ
そ
、４
市
１
町
協
力
体
制
を
強
化
し
、１
日
も
早
い
全
線
開

通
へ
向
け
て
要
望
活
動
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
‼ 
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地域おこし協力隊と
産業建設文教委員会の対話会

開催日 令和8年6月10日

出席者

対話会の内容

産業建設文教委員会
　委 員 長：横田 博茂
　副委員長：井上 智恵美
　委　　員：長谷川 忠、山之内 英樹、黒田 龍之介（座長）、
　　　　　　棚橋 優汰（オブザーバー）、企画商工課職員３名、
　　　　　　地域おこし協力隊　中野 祥平さん

場  所 佐々町役場3階 委員会室

1．地域おこし協力隊・中野さんのこれまでの経歴や活動内容について
2．佐々町を活動の拠点として選んだ経緯や今後の目標について
3．佐々町の魅力や地域資源を活かした情報発信について意見交換
4．議会と地域おこし協力隊との連携強化に向けた意見交換

所　感

　今回の対話会では、地域おこし協力隊として活動されている中野さんから、これまでの経歴
や佐々町を選んだ理由、現在取り組まれている活動についてお話を伺いました。先日開催され
た「花菖蒲うなぎまつり」では、DJや動画制作を通じてイベントを盛り上げ、SNSを活用し
た情報発信により佐々町の魅力を全国へ届けるなど、積極的な活動が印象的でした。地域おこ
し協力隊は地域の魅力を発掘し、新たな視点で発信する重要な役割を担っています。今後も議
会として連携を深めながら、その活動を後押しし、佐々町のさらなる地域活性化につなげてい
きたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （横田 博茂）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て

令
和
８
年
度
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
総
会
の
報
告

長
崎
県
立
大
学
３
年
　
出
口 

歩
夢

　
私
は
７
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
の
２

週
間
、
総
務
課
と
議
会
事
務
局
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
総
務
課
で
は
主
に
、
現
場

や
外
回
り
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

町
役
場
の
方
々
が
ど
の
よ
う
に
町
を
支

え
て
い
る
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
方
、
議
会
事
務
局
で

は
、
書
類
作
成
や
反
訳
の
点
検
、
議
員

の
方
々
へ
の
給
仕
な
ど
、
総
務
課
と
は

異
な
る
業
務
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
私
は
、
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

際
に
は
、
職
員
の
皆
様
が
優
し
く
丁
寧

に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
社
会
人
の
頼
も

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
総
務
課
の
皆
様

が
幅
広
い
業
務
を
担
い
な
が
ら
、
地
域

の
た
め
に
働
い
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
事
務
局
の
皆

様
が
、
議
会
を
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ

う
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
姿
が
大
変
印
象

的
で
し
た
。

　
こ
の
２
週
間
を
通
し
て
、
町
長
を
は

じ
め
、
議
員
の
皆
様
、
総
務
課
や
議
会

事
務
局
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
多
忙
の

中
、
御
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と
を

今
後
の
学
生
生
活
や
将
来
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

地域おこし協力隊とは…
　総務省が所管する取組の１つで、人口減少や少子高齢化などの課題を抱
える自治体が都市部などから人材を受け入れる制度。地域おこし協力隊の
主な役割としては、任期中（１年～３年）に地方や過疎地域等に移住し、
実際にそこで暮らしながら地域ブランドや地場産品の開発・販売、PRをし
たり、農業や林業等に従事するなど、地域への協力活動を行う。

■ 

日
　
時 

令
和
８
年
７
月
21
日（
火
）

午
後
３
時
30
分
か
ら

■ 

会
　
場 

佐
々
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

■ 

総
会
議
事

① 

令
和
７
年
度
活
動
経
過
報
告
に
つ
い
て

② 

令
和
７
年
度
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報  

　 

告
に
つ
い
て

③ 

令
和
８
年
度
役
員
の
選
任（
案
）に
つ
い 

　 

て
④ 

令
和
８
年
度
活
動
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑤ 

令
和
８
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

⑥ 

決
議（
案
）に
つ
い
て

⑦ 

西
九
州
自
動
車
道
の
建
設
促
進
に
関
す

　 

る
要
望
書（
案
）に
つ
い
て

■ 

役
員
の
選
任

顧
　
問
：
川
副
　
　
剛
　
議
員 

副
会
長
：
横
田
　
博
茂
　
議
員 

理
　
事
：
井
上
智
恵
美
　
議
員 

監
　
事
：
長
谷
川
　
忠
　
議
員 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
以
上
４
名
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。 

■ 

令
和
８
年
度
活
動
計
画

① 

佐
賀
県
長
崎
県
へ
の
要
望
活
動 

要
望
時
期
：
８
月
17
日（
月
） 

要 

望 

先
：
佐
賀
県
知
事
、
佐
賀
県
議
会

　
　
　
　
　
議
長
、
佐
賀
国
道
事
務
所
長
、

　
　
　
　
　
長
崎
県
知
事
、
長
崎
県
議
会

　
　
　
　
　
議
長
、
長
崎
河
川
国
道
事
務

　
　
　
　
　
所
長

参 

加 

者
：
会
員
一
同

② 

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
へ
の
要

　 

望
活
動

要
望
時
期
：
10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬 

要 

望 

先
：
九
州
地
方
整
備
局
長

参 

加 

者
：
会
長
、
副
会
長
、
理
事
、
顧
問

③ 

国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
地
元
選
出
国

　 

会
議
員
等
へ
の
要
望
活
動 

要
望
時
期
：
10
月
下
旬
〜
11
月
中 

要 

望 

先
：
詳
細
未
定 

参 

加 

者
：
会
長
、
副
会
長
、
理
事
、
顧
問 

　
令
和
８
年
度
も
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
の
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
‼ 

昨
年
度
は
平
戸
松
浦
間
が
開
通
し
、

今
年
度
は
い
よ
い
よ
佐
々
江
迎
鹿
町
間
の
工
事
が
始
ま
り
ま

す
‼
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
解
消
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今

こ
そ
、４
市
１
町
協
力
体
制
を
強
化
し
、１
日
も
早
い
全
線
開

通
へ
向
け
て
要
望
活
動
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
‼ 
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町
民
の
声 

回
答
（
№
158
号
）

　
議
員
定
数
の
見
直
し
は
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
議
会

運
営
の
た
め
に
必
要
な
議
論
で
す
。
一
方
で
、
住
民
の
多
様
な
声

を
町
政
へ
反
映
す
る
役
割
も
重
要
で
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
議
会
と
し
て
十
分
な
議
論
と
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
重
ね
、
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。

議
会
改
革
推
進

　議
員
定
数
削
減
の
条
例
改
正
を
期
待

佐
々
町
須
崎
免
　
宮
﨑
　
勝
紀

　
子
ど
も
議
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
ら

考
え
、
意
見
を
伝
え
る
貴
重
な
機
会
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も

の
視
点
か
ら
の
提
案
は
新
た
な
気
づ
き
も
多
く
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
す
。
今
後
も
子
ど
も
の
声
を
大
切

に
し
、
議
会
や
行
政
が
真
摯
に
受
け
止
め
、
町
政
へ
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

「
子
ど
も
議
会
」
に
つ
い
て
考
え
る

佐
々
町
羽
須
和
免
　
染
川 

勝
英

※原文の通り掲載しています。

町民の皆様からよせられた町民の皆様からよせられた

「声」「声」ご意見!!ご意見!!

事
業
の
進
め
方
が
お
か
し
く
な
い
で
す
か
？

　
　
　
　―
レ
モ
ン
栽
培
と
特
産
品
開
発
―

　
佐
々
町
議
会
６
月
定
例
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
レ
モ
ン
栽
培
」の
こ
と
が
話
題
に
上
っ

て
い
ま
し
た
。
町
長
と
議
員（
質
問
者
）

の
や
り
取
り
を
聞
い
て
い
て
ど
う
し
て

も
腑
に
落
ち
な
い
点
が
あ
る
の
で
問
題

点
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
こ
の「
レ
モ
ン
栽
培
」に
関

す
る
予
算
は
昨
年
の
12
月
議
会
で
『
補

正
予
算
案
（
令
和
７
年
度
末
に
執
行
予

定
の
緊
急
的
な
予
算
措
置
）』と
し
て
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
、
新
規
事
業
に

関
す
る
予
算
は
当
初
予
算
案
と
し
て
前

年
度
の
３
月
議
会
で
審
議
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。
し
か
も
事
業
に
関
す
る

具
体
的
な
計
画
も
な
く
町
の
直
接
経
費

（
事
業
主
体
が
別
に
あ
り
補
助
金
と
し

て
支
出
す
る
の
で
は
な
く
、
町
が
直
接

苗
木
を
購
入
す
る
経
費
に
充
て
る
も

の
）と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
議
会
の
議
事
録
か
ら
、町
長
が「
担
当

課
に
は
早
め
に
指
示
を
し
て
い
た
が
具

体
的
に
進
ま
ず
、
レ
モ
ン
の
苗
木
を
植

え
る
適
期
を
失
す
る
た
め
年
度
末
だ
が

予
算
の
補
正
を
お
願
い
し
た
い
」
と
考

え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
仮
に
目
指
す
と
こ
ろ
が
〝
レ
モ
ン
苗

木
の
試
験
栽
培
〞
だ
っ
た
と
仮
定
し
て

も
事
業
内
容
（
試
験
栽
培
で
あ
れ
ば
植

栽
後
の
比
較
検
証
が
で
き
る
よ
う
な
植

え
方
と
管
理
方
法
が
あ
る
は
ず
で
す
が

…
）に
拙
速
感
が
否
め
な
い
ば
か
り
か
、

『
特
産
品
協
議
会（
農
協
・
商
工
会
・
観
光

協
会
・
県
・
町
な
ど
で
構
成
）』な
る
も
の

を
立
ち
上
げ
て
事
業
内
容
を
協
議
検
討

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
問
題
は〝
特
産
品
協
議
会
〞と
い
う
名

称
と
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
に
齟

齬
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
基
本
的

に〝
な
ぜ
レ
モ
ン
栽
培
な
の
か
？
〞と
い

う
疑
問
が
拭
え
な
い
ば
か
り
か
収
穫
後

の
加
工
を
含
む
販
売
方
法
が
明
確
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
く
ら
収
穫
で
き
て

も
最
終
的
に
換
金
で
き
な
け
れ
ば
収
益

に
は
至
ら
な
い
の
で
す
。

　
本
来
、特
産
品
と
い
う
も
の
は〝
質
が

良
い
〞
だ
け
で
は
売
れ
ま
せ
ん
。
作
り

手
の
一
方
的
な
想
い
だ
け
で
組
み
立
て

る
と
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
と
ズ
レ
が
生
じ

ま
す
。

　
①
地
域
特
有
の
資
源（
食
材
や
素
材
）

な
の
か
？ 

②
伝
統
・
文
化
に
根
差
し
た

も
の
か
（
希
少
性
や
話
題
性
）
？ 
な
ど

を
踏
ま
え
た
う
え
で〝
売
れ
る
商
品
〞を

選
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
そ
の
う
え
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
広
告
を

含
め
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
と
販
売
展
開
を
練
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
過

程
に
は
原
料
の
確
保
や
製
造
加
工
な

ど
技
術
的
な
課
題
も
横
た
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
『
特
産

品
の
開
発
』
に
は
必
ず
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
進
め
る
こ
と

が
肝
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
場
合
、〝
農
業
振
興
〞の
観
点

か
ら
の
『
レ
モ
ン
栽
培
』
を
考
え
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
農

業
収
益
の
安
定
を
目
指
し
て
佐
々
町

に
と
っ
て
の
新
た
な
農
作
物
の
栽
培

を
〝
特
産
品
化
〞
と
呼
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
現
段
階
で
の
取

り
組
み
は
レ
モ
ン
と
い
う
栽
培
品
目

の
植
生
の
適
正
を
見
極
め
る
た
め
の

試
験
栽
培
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
町
側
が
現
段
階
で
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
（
レ
モ
ン
栽
培
）
と
本

来
佐
々
町
が
目
指
す
べ
き
〝
地
域
資
源

を
活
用
し
た
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
よ

る
地
域
振
興
策
（
農
業
振
興
や
加
工
品

の
製
造
と
流
通
販
売
の
促
進
：
地
域
資

源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
呼
び
ま
す
）〞
と

は
ま
だ
ま
だ
開
き
が
あ
る
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
地
域
の
農
業
振
興
を
考

え
た
場
合
、
仮
に
レ
モ
ン
栽
培
を
耕
作

放
棄
地
を
含
め
て
大
規
模
に
展
開
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
近
年
で
は
飲
料
大
手

や
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
産
地
と
し
て
自
治
体
と
連
携
を
結

び
栽
培
を
支
援
す
る
動
き
が
あ
っ
た

り
、
栽
培
規
模
が
小
規
模
で
採
れ
る
量

が
少
な
け
れ
ば
精
油
（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
オ
イ
ル
）と
し
て
の
活
用
な
ど
が
話

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、前

提
と
し
て
先
進
地
の
取
り
組
み
事
例

や
業
界
の
動
向
な
ど
を
詳
し
く
把
握

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
既
に
特
産
品
協
議
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、農

作
物
の
栽
培
を
基
本
に
据
え
る
の
で

あ
れ
ば
特
に
長
崎
県
農
林
部（
農
林
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
を
含
む
）と
の
強
固

な
連
携
を
心
掛
け
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

　
本
来
、総
て
の
事
業
に
関
し
て
は
も

っ
と
慎
重
な
検
討
と
町
民
の
代
表
た

る
議
会
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
が
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、事
業
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
関
係
者
間
の
調
整
を
密

に
行
い
、最
終
的
に〝
町
民
の
た
め
〞に

な
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
せ
ん
越
で
す

が
、町
職
員
の
み
な
さ
ん
に
も
普
段
の

業
務
の
中
で
勇
気
を
も
っ
て
意
見
具

申
す
る
姿
勢
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
議
会
の
一
般
質
問
で
は
議
員
の

み
な
さ
ん
か
ら
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
指
摘
を
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。
佐
々
町
に
お
い
て
と
て
も
重

要
な
農
業
振
興
と
地
域
資
源
を
活
用

し
た
産
業
育
成
が
効
果
的
に
進
ん
で

い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
町
羽
須
和
免
　
　
　

染
川
　
勝
英

議
会
改
革
、本
心
を
以
っ
て

条
例
制
定
を

農
業
体
験
施
設
の
改
革
の
必
要
性

に
つ
い
て

　
佐
々
町
は
去
年
の
不
祥
事
に
続
き
、
又
今
年
も
議
会

内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
議
長
・
対
・
副
議
長
と
の
議

論
の
応
酬
。
副
議
長
、
辞
任
す
る
事
が
公
表
さ
れ
町
民

は
驚
い
て
い
る
。

　
去
年
の
不
祥
事
が
、
漸
く
平
穏
に
な
っ
て
き
た
矢
先

に
雨
と
な
り
、
町
の
行
く
末
を
案
じ
て
い
る
町
民
で

す
。佐
々
町「
丸
」は
、何
処
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
は
、
議
長
が
議
員
に
対
し
高

圧
的
発
言
が
〝
元
〞と
な
り
、
議
員
の
中
か
ら
も「
議
会

は
体
を
な
さ
ず
」
と
注
意
さ
れ
る
な
ど
、
議
長
と
し
て

の
「
あ
る
ま
じ
き
行
為
」
で
質
に
係
わ
る
取
る
に
足
り

な
い
よ
う
で
す
。

　
又
、
議
会
の
尊
厳
を
軽
視
し
た
と
解
さ
れ
、
町
民
は

疑
念
を
も
っ
て
傍
聴
す
る
事
に
な
り
「
前
代
未
聞
」
の

発
言
に
「
業
」
を
に
や
し
て
い
る
。
説
明
責
任
が
必
要

で
す
。

　
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
か
ら
要
望
し
て
き

ま
し
た
が
、進
展
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
所
が
、

そ
の
矢
先
に
議
会
混
乱
騒
動
が
生
じ
町
民
は
な
げ
い

て
い
る
。

　
従
っ
て
、
町
も
本
腰
を
入
れ
議
会
改
革
要
綱
を
早
急

に
取
り
ま
と
め
、地
方
自
治
法
に
則
り
、長
・
所
轄
の
下

に
お
い
て
条
例
を
制
定
し
町
民
が
平
穏
に
暮
せ
る

佐
々
町
に
な
る
事
に
勢
力
を
注
い
で
下
さ
い
。

　
尚
、
佐
々
町
の
合
言
葉
「
行
き
わ
た
る
福
祉
の
手
」

「
吹
き
わ
た
る
希
望
の
風
」「
ひ
び
き
わ
た
る
笑
い
声
」

に
な
る
事
を
町
民
は
願
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
町
須
崎
免
　
　
　

宮
﨑
　
勝
紀

　
昭
和
61
年
開
設
以
来
お
よ
そ
40
年
、
そ
の
間
社
会
情
勢
の
変

化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り
、
費
用
対
効
果
が
問
題
視

さ
れ
る
中
、漫
然
と
運
営
を
続
け
、毎
年
度
２
千
万
円
前
後
の
公

金
が
投
入
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
新
体
制
発
足
後
、
よ
う
や
く
施
設
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
、本
格
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、未
だ
先
行
き
は

不
透
明
の
よ
う
で
す
。

　
と
も
あ
れ
、こ
れ
以
上
税
金
の
無
駄
使
い
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
度
こ
そ
施
設
の
存
廃
も
含
め
た
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除

す
る
こ
と
な
く
、抜
本
的
措
置
に
向
け
た
議
論
が
不
可
欠
で
す
。

　
い
わ
ん
や
、こ
れ
ま
で
の
短
絡
的
発
想
や
小
手
先
の
対
応
が
、

現
況
を
招
い
て
い
る
事
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、農
業
体
験
は
、高
地
で
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
既
存
の
施
設

で
行
う
必
然
性
は
、
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
町
内
に
存
在
す

る
多
く
の
遊
休
農
地
や
町
有
地
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で
す
。

更
に
、
施
設
職
員
に
よ
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
も
不
要
で
す
。
と

り
分
け
、学
童
の
体
験
の
目
的
は
、立
派
な
作
物
を
作
る
こ
と
で

は
な
い
筈
。
そ
れ
で
も
、植
え
付
け
前
の
耕
運
な
ど
、一
定
の
サ

ポ
ー
ト
は
必
要
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
れ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

十
分
で
す
。
悪
天
候
や
害
虫
、雑
草
対
策
に
加
え
、野
菜
の
販
売

体
験
ま
で
行
う
こ
と
で
、よ
り
多
様
な
学
び
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
勿
論
、一
般
向
け
農
園
は
、ス
ペ
ー
ス
提
供
の
み
で
自
己
管
理

が
原
則
で
す
。

　
財
政
、財
源
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
る
今
、執
行
部
の
適
切
な
行

政
判
断
と
実
行
力
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

佐
々
町
平
野
免
　
　
　

藤
永
　
　
諭
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議
員
定
数
の
見
直
し
は
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
議
会

運
営
の
た
め
に
必
要
な
議
論
で
す
。
一
方
で
、
住
民
の
多
様
な
声

を
町
政
へ
反
映
す
る
役
割
も
重
要
で
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
議
会
と
し
て
十
分
な
議
論
と
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
重
ね
、
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。

議
会
改
革
推
進

　議
員
定
数
削
減
の
条
例
改
正
を
期
待

佐
々
町
須
崎
免
　
宮
﨑
　
勝
紀

　
子
ど
も
議
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
ら

考
え
、
意
見
を
伝
え
る
貴
重
な
機
会
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も

の
視
点
か
ら
の
提
案
は
新
た
な
気
づ
き
も
多
く
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
す
。
今
後
も
子
ど
も
の
声
を
大
切

に
し
、
議
会
や
行
政
が
真
摯
に
受
け
止
め
、
町
政
へ
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

「
子
ど
も
議
会
」
に
つ
い
て
考
え
る

佐
々
町
羽
須
和
免
　
染
川 

勝
英

※原文の通り掲載しています。

町民の皆様からよせられた町民の皆様からよせられた

「声」「声」ご意見!!ご意見!!

事
業
の
進
め
方
が
お
か
し
く
な
い
で
す
か
？

　
　
　
　―
レ
モ
ン
栽
培
と
特
産
品
開
発
―

　
佐
々
町
議
会
６
月
定
例
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
レ
モ
ン
栽
培
」の
こ
と
が
話
題
に
上
っ

て
い
ま
し
た
。
町
長
と
議
員（
質
問
者
）

の
や
り
取
り
を
聞
い
て
い
て
ど
う
し
て

も
腑
に
落
ち
な
い
点
が
あ
る
の
で
問
題

点
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
こ
の「
レ
モ
ン
栽
培
」に
関

す
る
予
算
は
昨
年
の
12
月
議
会
で
『
補

正
予
算
案
（
令
和
７
年
度
末
に
執
行
予

定
の
緊
急
的
な
予
算
措
置
）』と
し
て
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
、
新
規
事
業
に

関
す
る
予
算
は
当
初
予
算
案
と
し
て
前

年
度
の
３
月
議
会
で
審
議
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。
し
か
も
事
業
に
関
す
る

具
体
的
な
計
画
も
な
く
町
の
直
接
経
費

（
事
業
主
体
が
別
に
あ
り
補
助
金
と
し

て
支
出
す
る
の
で
は
な
く
、
町
が
直
接

苗
木
を
購
入
す
る
経
費
に
充
て
る
も

の
）と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
議
会
の
議
事
録
か
ら
、町
長
が「
担
当

課
に
は
早
め
に
指
示
を
し
て
い
た
が
具

体
的
に
進
ま
ず
、
レ
モ
ン
の
苗
木
を
植

え
る
適
期
を
失
す
る
た
め
年
度
末
だ
が

予
算
の
補
正
を
お
願
い
し
た
い
」
と
考

え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
仮
に
目
指
す
と
こ
ろ
が
〝
レ
モ
ン
苗

木
の
試
験
栽
培
〞
だ
っ
た
と
仮
定
し
て

も
事
業
内
容
（
試
験
栽
培
で
あ
れ
ば
植

栽
後
の
比
較
検
証
が
で
き
る
よ
う
な
植

え
方
と
管
理
方
法
が
あ
る
は
ず
で
す
が

…
）に
拙
速
感
が
否
め
な
い
ば
か
り
か
、

『
特
産
品
協
議
会（
農
協
・
商
工
会
・
観
光

協
会
・
県
・
町
な
ど
で
構
成
）』な
る
も
の

を
立
ち
上
げ
て
事
業
内
容
を
協
議
検
討

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
問
題
は〝
特
産
品
協
議
会
〞と
い
う
名

称
と
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
に
齟

齬
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
基
本
的

に〝
な
ぜ
レ
モ
ン
栽
培
な
の
か
？
〞と
い

う
疑
問
が
拭
え
な
い
ば
か
り
か
収
穫
後

の
加
工
を
含
む
販
売
方
法
が
明
確
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
く
ら
収
穫
で
き
て

も
最
終
的
に
換
金
で
き
な
け
れ
ば
収
益

に
は
至
ら
な
い
の
で
す
。

　
本
来
、特
産
品
と
い
う
も
の
は〝
質
が

良
い
〞
だ
け
で
は
売
れ
ま
せ
ん
。
作
り

手
の
一
方
的
な
想
い
だ
け
で
組
み
立
て

る
と
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
と
ズ
レ
が
生
じ

ま
す
。

　
①
地
域
特
有
の
資
源（
食
材
や
素
材
）

な
の
か
？ 

②
伝
統
・
文
化
に
根
差
し
た

も
の
か
（
希
少
性
や
話
題
性
）
？ 
な
ど

を
踏
ま
え
た
う
え
で〝
売
れ
る
商
品
〞を

選
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
そ
の
う
え
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
広
告
を

含
め
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
と
販
売
展
開
を
練
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
過

程
に
は
原
料
の
確
保
や
製
造
加
工
な

ど
技
術
的
な
課
題
も
横
た
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
『
特
産

品
の
開
発
』
に
は
必
ず
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
進
め
る
こ
と

が
肝
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
場
合
、〝
農
業
振
興
〞の
観
点

か
ら
の
『
レ
モ
ン
栽
培
』
を
考
え
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
農

業
収
益
の
安
定
を
目
指
し
て
佐
々
町

に
と
っ
て
の
新
た
な
農
作
物
の
栽
培

を
〝
特
産
品
化
〞
と
呼
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
現
段
階
で
の
取

り
組
み
は
レ
モ
ン
と
い
う
栽
培
品
目

の
植
生
の
適
正
を
見
極
め
る
た
め
の

試
験
栽
培
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
町
側
が
現
段
階
で
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
（
レ
モ
ン
栽
培
）
と
本

来
佐
々
町
が
目
指
す
べ
き
〝
地
域
資
源

を
活
用
し
た
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
よ

る
地
域
振
興
策
（
農
業
振
興
や
加
工
品

の
製
造
と
流
通
販
売
の
促
進
：
地
域
資

源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
呼
び
ま
す
）〞
と

は
ま
だ
ま
だ
開
き
が
あ
る
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
地
域
の
農
業
振
興
を
考

え
た
場
合
、
仮
に
レ
モ
ン
栽
培
を
耕
作

放
棄
地
を
含
め
て
大
規
模
に
展
開
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
近
年
で
は
飲
料
大
手

や
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
産
地
と
し
て
自
治
体
と
連
携
を
結

び
栽
培
を
支
援
す
る
動
き
が
あ
っ
た

り
、
栽
培
規
模
が
小
規
模
で
採
れ
る
量

が
少
な
け
れ
ば
精
油
（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
オ
イ
ル
）と
し
て
の
活
用
な
ど
が
話

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、前

提
と
し
て
先
進
地
の
取
り
組
み
事
例

や
業
界
の
動
向
な
ど
を
詳
し
く
把
握

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
既
に
特
産
品
協
議
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、農

作
物
の
栽
培
を
基
本
に
据
え
る
の
で

あ
れ
ば
特
に
長
崎
県
農
林
部（
農
林
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
を
含
む
）と
の
強
固

な
連
携
を
心
掛
け
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

　
本
来
、総
て
の
事
業
に
関
し
て
は
も

っ
と
慎
重
な
検
討
と
町
民
の
代
表
た

る
議
会
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
が
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、事
業
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
関
係
者
間
の
調
整
を
密

に
行
い
、最
終
的
に〝
町
民
の
た
め
〞に

な
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
せ
ん
越
で
す

が
、町
職
員
の
み
な
さ
ん
に
も
普
段
の

業
務
の
中
で
勇
気
を
も
っ
て
意
見
具

申
す
る
姿
勢
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
議
会
の
一
般
質
問
で
は
議
員
の

み
な
さ
ん
か
ら
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
指
摘
を
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。
佐
々
町
に
お
い
て
と
て
も
重

要
な
農
業
振
興
と
地
域
資
源
を
活
用

し
た
産
業
育
成
が
効
果
的
に
進
ん
で

い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
町
羽
須
和
免
　
　
　

染
川
　
勝
英

議
会
改
革
、本
心
を
以
っ
て

条
例
制
定
を

農
業
体
験
施
設
の
改
革
の
必
要
性

に
つ
い
て

　
佐
々
町
は
去
年
の
不
祥
事
に
続
き
、
又
今
年
も
議
会

内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
議
長
・
対
・
副
議
長
と
の
議

論
の
応
酬
。
副
議
長
、
辞
任
す
る
事
が
公
表
さ
れ
町
民

は
驚
い
て
い
る
。

　
去
年
の
不
祥
事
が
、
漸
く
平
穏
に
な
っ
て
き
た
矢
先

に
雨
と
な
り
、
町
の
行
く
末
を
案
じ
て
い
る
町
民
で

す
。佐
々
町「
丸
」は
、何
処
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
は
、
議
長
が
議
員
に
対
し
高

圧
的
発
言
が
〝
元
〞と
な
り
、
議
員
の
中
か
ら
も「
議
会

は
体
を
な
さ
ず
」
と
注
意
さ
れ
る
な
ど
、
議
長
と
し
て

の
「
あ
る
ま
じ
き
行
為
」
で
質
に
係
わ
る
取
る
に
足
り

な
い
よ
う
で
す
。

　
又
、
議
会
の
尊
厳
を
軽
視
し
た
と
解
さ
れ
、
町
民
は

疑
念
を
も
っ
て
傍
聴
す
る
事
に
な
り
「
前
代
未
聞
」
の

発
言
に
「
業
」
を
に
や
し
て
い
る
。
説
明
責
任
が
必
要

で
す
。

　
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
か
ら
要
望
し
て
き

ま
し
た
が
、進
展
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
所
が
、

そ
の
矢
先
に
議
会
混
乱
騒
動
が
生
じ
町
民
は
な
げ
い

て
い
る
。

　
従
っ
て
、
町
も
本
腰
を
入
れ
議
会
改
革
要
綱
を
早
急

に
取
り
ま
と
め
、地
方
自
治
法
に
則
り
、長
・
所
轄
の
下

に
お
い
て
条
例
を
制
定
し
町
民
が
平
穏
に
暮
せ
る

佐
々
町
に
な
る
事
に
勢
力
を
注
い
で
下
さ
い
。

　
尚
、
佐
々
町
の
合
言
葉
「
行
き
わ
た
る
福
祉
の
手
」

「
吹
き
わ
た
る
希
望
の
風
」「
ひ
び
き
わ
た
る
笑
い
声
」

に
な
る
事
を
町
民
は
願
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
町
須
崎
免
　
　
　

宮
﨑
　
勝
紀

　
昭
和
61
年
開
設
以
来
お
よ
そ
40
年
、
そ
の
間
社
会
情
勢
の
変

化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り
、
費
用
対
効
果
が
問
題
視

さ
れ
る
中
、漫
然
と
運
営
を
続
け
、毎
年
度
２
千
万
円
前
後
の
公

金
が
投
入
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
新
体
制
発
足
後
、
よ
う
や
く
施
設
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
、本
格
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、未
だ
先
行
き
は

不
透
明
の
よ
う
で
す
。

　
と
も
あ
れ
、こ
れ
以
上
税
金
の
無
駄
使
い
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
度
こ
そ
施
設
の
存
廃
も
含
め
た
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除

す
る
こ
と
な
く
、抜
本
的
措
置
に
向
け
た
議
論
が
不
可
欠
で
す
。

　
い
わ
ん
や
、こ
れ
ま
で
の
短
絡
的
発
想
や
小
手
先
の
対
応
が
、

現
況
を
招
い
て
い
る
事
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、農
業
体
験
は
、高
地
で
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
既
存
の
施
設

で
行
う
必
然
性
は
、
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
町
内
に
存
在
す

る
多
く
の
遊
休
農
地
や
町
有
地
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で
す
。

更
に
、
施
設
職
員
に
よ
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
も
不
要
で
す
。
と

り
分
け
、学
童
の
体
験
の
目
的
は
、立
派
な
作
物
を
作
る
こ
と
で

は
な
い
筈
。
そ
れ
で
も
、植
え
付
け
前
の
耕
運
な
ど
、一
定
の
サ

ポ
ー
ト
は
必
要
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
れ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

十
分
で
す
。
悪
天
候
や
害
虫
、雑
草
対
策
に
加
え
、野
菜
の
販
売

体
験
ま
で
行
う
こ
と
で
、よ
り
多
様
な
学
び
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
勿
論
、一
般
向
け
農
園
は
、ス
ペ
ー
ス
提
供
の
み
で
自
己
管
理

が
原
則
で
す
。

　
財
政
、財
源
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
る
今
、執
行
部
の
適
切
な
行

政
判
断
と
実
行
力
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

佐
々
町
平
野
免
　
　
　

藤
永
　
　
諭
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町
民
の
声 

回
答
（
№
158
号
）

　
議
員
定
数
の
見
直
し
は
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
議
会

運
営
の
た
め
に
必
要
な
議
論
で
す
。
一
方
で
、
住
民
の
多
様
な
声

を
町
政
へ
反
映
す
る
役
割
も
重
要
で
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
議
会
と
し
て
十
分
な
議
論
と
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
重
ね
、
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。

議
会
改
革
推
進

　議
員
定
数
削
減
の
条
例
改
正
を
期
待

佐
々
町
須
崎
免
　
宮
﨑
　
勝
紀

　
子
ど
も
議
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
ら

考
え
、
意
見
を
伝
え
る
貴
重
な
機
会
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も

の
視
点
か
ら
の
提
案
は
新
た
な
気
づ
き
も
多
く
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
す
。
今
後
も
子
ど
も
の
声
を
大
切

に
し
、
議
会
や
行
政
が
真
摯
に
受
け
止
め
、
町
政
へ
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

「
子
ど
も
議
会
」
に
つ
い
て
考
え
る

佐
々
町
羽
須
和
免
　
染
川 

勝
英

※原文の通り掲載しています。

町民の皆様からよせられた町民の皆様からよせられた

「声」「声」ご意見!!ご意見!!

事
業
の
進
め
方
が
お
か
し
く
な
い
で
す
か
？

　
　
　
　―
レ
モ
ン
栽
培
と
特
産
品
開
発
―

　
佐
々
町
議
会
６
月
定
例
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
レ
モ
ン
栽
培
」の
こ
と
が
話
題
に
上
っ

て
い
ま
し
た
。
町
長
と
議
員（
質
問
者
）

の
や
り
取
り
を
聞
い
て
い
て
ど
う
し
て

も
腑
に
落
ち
な
い
点
が
あ
る
の
で
問
題

点
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
こ
の「
レ
モ
ン
栽
培
」に
関

す
る
予
算
は
昨
年
の
12
月
議
会
で
『
補

正
予
算
案
（
令
和
７
年
度
末
に
執
行
予

定
の
緊
急
的
な
予
算
措
置
）』と
し
て
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
、
新
規
事
業
に

関
す
る
予
算
は
当
初
予
算
案
と
し
て
前

年
度
の
３
月
議
会
で
審
議
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。
し
か
も
事
業
に
関
す
る

具
体
的
な
計
画
も
な
く
町
の
直
接
経
費

（
事
業
主
体
が
別
に
あ
り
補
助
金
と
し

て
支
出
す
る
の
で
は
な
く
、
町
が
直
接

苗
木
を
購
入
す
る
経
費
に
充
て
る
も

の
）と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
議
会
の
議
事
録
か
ら
、町
長
が「
担
当

課
に
は
早
め
に
指
示
を
し
て
い
た
が
具

体
的
に
進
ま
ず
、
レ
モ
ン
の
苗
木
を
植

え
る
適
期
を
失
す
る
た
め
年
度
末
だ
が

予
算
の
補
正
を
お
願
い
し
た
い
」
と
考

え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
仮
に
目
指
す
と
こ
ろ
が
〝
レ
モ
ン
苗

木
の
試
験
栽
培
〞
だ
っ
た
と
仮
定
し
て

も
事
業
内
容
（
試
験
栽
培
で
あ
れ
ば
植

栽
後
の
比
較
検
証
が
で
き
る
よ
う
な
植

え
方
と
管
理
方
法
が
あ
る
は
ず
で
す
が

…
）に
拙
速
感
が
否
め
な
い
ば
か
り
か
、

『
特
産
品
協
議
会（
農
協
・
商
工
会
・
観
光

協
会
・
県
・
町
な
ど
で
構
成
）』な
る
も
の

を
立
ち
上
げ
て
事
業
内
容
を
協
議
検
討

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
問
題
は〝
特
産
品
協
議
会
〞と
い
う
名

称
と
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
に
齟

齬
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
基
本
的

に〝
な
ぜ
レ
モ
ン
栽
培
な
の
か
？
〞と
い

う
疑
問
が
拭
え
な
い
ば
か
り
か
収
穫
後

の
加
工
を
含
む
販
売
方
法
が
明
確
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
く
ら
収
穫
で
き
て

も
最
終
的
に
換
金
で
き
な
け
れ
ば
収
益

に
は
至
ら
な
い
の
で
す
。

　
本
来
、特
産
品
と
い
う
も
の
は〝
質
が

良
い
〞
だ
け
で
は
売
れ
ま
せ
ん
。
作
り

手
の
一
方
的
な
想
い
だ
け
で
組
み
立
て

る
と
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
と
ズ
レ
が
生
じ

ま
す
。

　
①
地
域
特
有
の
資
源（
食
材
や
素
材
）

な
の
か
？ 

②
伝
統
・
文
化
に
根
差
し
た

も
の
か
（
希
少
性
や
話
題
性
）
？ 

な
ど

を
踏
ま
え
た
う
え
で〝
売
れ
る
商
品
〞を

選
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
そ
の
う
え
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
広
告
を

含
め
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
と
販
売
展
開
を
練
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
過

程
に
は
原
料
の
確
保
や
製
造
加
工
な

ど
技
術
的
な
課
題
も
横
た
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
『
特
産

品
の
開
発
』
に
は
必
ず
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
進
め
る
こ
と

が
肝
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
場
合
、〝
農
業
振
興
〞の
観
点

か
ら
の
『
レ
モ
ン
栽
培
』
を
考
え
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
農

業
収
益
の
安
定
を
目
指
し
て
佐
々
町

に
と
っ
て
の
新
た
な
農
作
物
の
栽
培

を
〝
特
産
品
化
〞
と
呼
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
現
段
階
で
の
取

り
組
み
は
レ
モ
ン
と
い
う
栽
培
品
目

の
植
生
の
適
正
を
見
極
め
る
た
め
の

試
験
栽
培
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
町
側
が
現
段
階
で
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
（
レ
モ
ン
栽
培
）
と
本

来
佐
々
町
が
目
指
す
べ
き
〝
地
域
資
源

を
活
用
し
た
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
よ

る
地
域
振
興
策
（
農
業
振
興
や
加
工
品

の
製
造
と
流
通
販
売
の
促
進
：
地
域
資

源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
呼
び
ま
す
）〞
と

は
ま
だ
ま
だ
開
き
が
あ
る
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
地
域
の
農
業
振
興
を
考

え
た
場
合
、
仮
に
レ
モ
ン
栽
培
を
耕
作

放
棄
地
を
含
め
て
大
規
模
に
展
開
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
近
年
で
は
飲
料
大
手

や
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
産
地
と
し
て
自
治
体
と
連
携
を
結

び
栽
培
を
支
援
す
る
動
き
が
あ
っ
た

り
、
栽
培
規
模
が
小
規
模
で
採
れ
る
量

が
少
な
け
れ
ば
精
油
（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
オ
イ
ル
）と
し
て
の
活
用
な
ど
が
話

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、前

提
と
し
て
先
進
地
の
取
り
組
み
事
例

や
業
界
の
動
向
な
ど
を
詳
し
く
把
握

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
既
に
特
産
品
協
議
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、農

作
物
の
栽
培
を
基
本
に
据
え
る
の
で

あ
れ
ば
特
に
長
崎
県
農
林
部（
農
林
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
を
含
む
）と
の
強
固

な
連
携
を
心
掛
け
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

　
本
来
、総
て
の
事
業
に
関
し
て
は
も

っ
と
慎
重
な
検
討
と
町
民
の
代
表
た

る
議
会
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
が
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、事
業
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
関
係
者
間
の
調
整
を
密

に
行
い
、最
終
的
に〝
町
民
の
た
め
〞に

な
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
せ
ん
越
で
す

が
、町
職
員
の
み
な
さ
ん
に
も
普
段
の

業
務
の
中
で
勇
気
を
も
っ
て
意
見
具

申
す
る
姿
勢
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
議
会
の
一
般
質
問
で
は
議
員
の

み
な
さ
ん
か
ら
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
指
摘
を
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。
佐
々
町
に
お
い
て
と
て
も
重

要
な
農
業
振
興
と
地
域
資
源
を
活
用

し
た
産
業
育
成
が
効
果
的
に
進
ん
で

い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
町
羽
須
和
免
　
　
　

染
川
　
勝
英

議
会
改
革
、本
心
を
以
っ
て

条
例
制
定
を

農
業
体
験
施
設
の
改
革
の
必
要
性

に
つ
い
て

　
佐
々
町
は
去
年
の
不
祥
事
に
続
き
、
又
今
年
も
議
会

内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
議
長
・
対
・
副
議
長
と
の
議

論
の
応
酬
。
副
議
長
、
辞
任
す
る
事
が
公
表
さ
れ
町
民

は
驚
い
て
い
る
。

　
去
年
の
不
祥
事
が
、
漸
く
平
穏
に
な
っ
て
き
た
矢
先

に
雨
と
な
り
、
町
の
行
く
末
を
案
じ
て
い
る
町
民
で

す
。佐
々
町「
丸
」は
、何
処
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
は
、
議
長
が
議
員
に
対
し
高

圧
的
発
言
が
〝
元
〞と
な
り
、
議
員
の
中
か
ら
も「
議
会

は
体
を
な
さ
ず
」
と
注
意
さ
れ
る
な
ど
、
議
長
と
し
て

の
「
あ
る
ま
じ
き
行
為
」
で
質
に
係
わ
る
取
る
に
足
り

な
い
よ
う
で
す
。

　
又
、
議
会
の
尊
厳
を
軽
視
し
た
と
解
さ
れ
、
町
民
は

疑
念
を
も
っ
て
傍
聴
す
る
事
に
な
り
「
前
代
未
聞
」
の

発
言
に
「
業
」
を
に
や
し
て
い
る
。
説
明
責
任
が
必
要

で
す
。

　
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
か
ら
要
望
し
て
き

ま
し
た
が
、進
展
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
所
が
、

そ
の
矢
先
に
議
会
混
乱
騒
動
が
生
じ
町
民
は
な
げ
い

て
い
る
。

　
従
っ
て
、
町
も
本
腰
を
入
れ
議
会
改
革
要
綱
を
早
急

に
取
り
ま
と
め
、地
方
自
治
法
に
則
り
、長
・
所
轄
の
下

に
お
い
て
条
例
を
制
定
し
町
民
が
平
穏
に
暮
せ
る

佐
々
町
に
な
る
事
に
勢
力
を
注
い
で
下
さ
い
。

　
尚
、
佐
々
町
の
合
言
葉
「
行
き
わ
た
る
福
祉
の
手
」

「
吹
き
わ
た
る
希
望
の
風
」「
ひ
び
き
わ
た
る
笑
い
声
」

に
な
る
事
を
町
民
は
願
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
町
須
崎
免
　
　
　

宮
﨑
　
勝
紀

　
昭
和
61
年
開
設
以
来
お
よ
そ
40
年
、
そ
の
間
社
会
情
勢
の
変

化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り
、
費
用
対
効
果
が
問
題
視

さ
れ
る
中
、漫
然
と
運
営
を
続
け
、毎
年
度
２
千
万
円
前
後
の
公

金
が
投
入
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
新
体
制
発
足
後
、
よ
う
や
く
施
設
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
、本
格
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、未
だ
先
行
き
は

不
透
明
の
よ
う
で
す
。

　
と
も
あ
れ
、こ
れ
以
上
税
金
の
無
駄
使
い
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
度
こ
そ
施
設
の
存
廃
も
含
め
た
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除

す
る
こ
と
な
く
、抜
本
的
措
置
に
向
け
た
議
論
が
不
可
欠
で
す
。

　
い
わ
ん
や
、こ
れ
ま
で
の
短
絡
的
発
想
や
小
手
先
の
対
応
が
、

現
況
を
招
い
て
い
る
事
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、農
業
体
験
は
、高
地
で
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
既
存
の
施
設

で
行
う
必
然
性
は
、
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
町
内
に
存
在
す

る
多
く
の
遊
休
農
地
や
町
有
地
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で
す
。

更
に
、
施
設
職
員
に
よ
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
も
不
要
で
す
。
と

り
分
け
、学
童
の
体
験
の
目
的
は
、立
派
な
作
物
を
作
る
こ
と
で

は
な
い
筈
。
そ
れ
で
も
、植
え
付
け
前
の
耕
運
な
ど
、一
定
の
サ

ポ
ー
ト
は
必
要
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
れ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

十
分
で
す
。
悪
天
候
や
害
虫
、雑
草
対
策
に
加
え
、野
菜
の
販
売

体
験
ま
で
行
う
こ
と
で
、よ
り
多
様
な
学
び
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
勿
論
、一
般
向
け
農
園
は
、ス
ペ
ー
ス
提
供
の
み
で
自
己
管
理

が
原
則
で
す
。

　
財
政
、財
源
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
る
今
、執
行
部
の
適
切
な
行

政
判
断
と
実
行
力
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

佐
々
町
平
野
免
　
　
　

藤
永
　
　
諭
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議
員
定
数
の
見
直
し
は
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
議
会

運
営
の
た
め
に
必
要
な
議
論
で
す
。
一
方
で
、
住
民
の
多
様
な
声

を
町
政
へ
反
映
す
る
役
割
も
重
要
で
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
議
会
と
し
て
十
分
な
議
論
と
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
重
ね
、
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。

議
会
改
革
推
進

　議
員
定
数
削
減
の
条
例
改
正
を
期
待

佐
々
町
須
崎
免
　
宮
﨑
　
勝
紀

　
子
ど
も
議
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
町
政
に
関
心
を
持
ち
、
自
ら

考
え
、
意
見
を
伝
え
る
貴
重
な
機
会
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も

の
視
点
か
ら
の
提
案
は
新
た
な
気
づ
き
も
多
く
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
す
。
今
後
も
子
ど
も
の
声
を
大
切

に
し
、
議
会
や
行
政
が
真
摯
に
受
け
止
め
、
町
政
へ
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

「
子
ど
も
議
会
」
に
つ
い
て
考
え
る

佐
々
町
羽
須
和
免
　
染
川 

勝
英

※原文の通り掲載しています。
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事
業
の
進
め
方
が
お
か
し
く
な
い
で
す
か
？

　
　
　
　―
レ
モ
ン
栽
培
と
特
産
品
開
発
―

　
佐
々
町
議
会
６
月
定
例
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
レ
モ
ン
栽
培
」の
こ
と
が
話
題
に
上
っ

て
い
ま
し
た
。
町
長
と
議
員（
質
問
者
）

の
や
り
取
り
を
聞
い
て
い
て
ど
う
し
て

も
腑
に
落
ち
な
い
点
が
あ
る
の
で
問
題

点
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
こ
の「
レ
モ
ン
栽
培
」に
関

す
る
予
算
は
昨
年
の
12
月
議
会
で
『
補

正
予
算
案
（
令
和
７
年
度
末
に
執
行
予

定
の
緊
急
的
な
予
算
措
置
）』と
し
て
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
、
新
規
事
業
に

関
す
る
予
算
は
当
初
予
算
案
と
し
て
前

年
度
の
３
月
議
会
で
審
議
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。
し
か
も
事
業
に
関
す
る

具
体
的
な
計
画
も
な
く
町
の
直
接
経
費

（
事
業
主
体
が
別
に
あ
り
補
助
金
と
し

て
支
出
す
る
の
で
は
な
く
、
町
が
直
接

苗
木
を
購
入
す
る
経
費
に
充
て
る
も

の
）と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
議
会
の
議
事
録
か
ら
、町
長
が「
担
当

課
に
は
早
め
に
指
示
を
し
て
い
た
が
具

体
的
に
進
ま
ず
、
レ
モ
ン
の
苗
木
を
植

え
る
適
期
を
失
す
る
た
め
年
度
末
だ
が

予
算
の
補
正
を
お
願
い
し
た
い
」
と
考

え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
仮
に
目
指
す
と
こ
ろ
が
〝
レ
モ
ン
苗

木
の
試
験
栽
培
〞
だ
っ
た
と
仮
定
し
て

も
事
業
内
容
（
試
験
栽
培
で
あ
れ
ば
植

栽
後
の
比
較
検
証
が
で
き
る
よ
う
な
植

え
方
と
管
理
方
法
が
あ
る
は
ず
で
す
が

…
）に
拙
速
感
が
否
め
な
い
ば
か
り
か
、

『
特
産
品
協
議
会（
農
協
・
商
工
会
・
観
光

協
会
・
県
・
町
な
ど
で
構
成
）』な
る
も
の

を
立
ち
上
げ
て
事
業
内
容
を
協
議
検
討

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
問
題
は〝
特
産
品
協
議
会
〞と
い
う
名

称
と
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
に
齟

齬
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
基
本
的

に〝
な
ぜ
レ
モ
ン
栽
培
な
の
か
？
〞と
い

う
疑
問
が
拭
え
な
い
ば
か
り
か
収
穫
後

の
加
工
を
含
む
販
売
方
法
が
明
確
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
く
ら
収
穫
で
き
て

も
最
終
的
に
換
金
で
き
な
け
れ
ば
収
益

に
は
至
ら
な
い
の
で
す
。

　
本
来
、特
産
品
と
い
う
も
の
は〝
質
が

良
い
〞
だ
け
で
は
売
れ
ま
せ
ん
。
作
り

手
の
一
方
的
な
想
い
だ
け
で
組
み
立
て

る
と
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
と
ズ
レ
が
生
じ

ま
す
。

　
①
地
域
特
有
の
資
源（
食
材
や
素
材
）

な
の
か
？ 

②
伝
統
・
文
化
に
根
差
し
た

も
の
か
（
希
少
性
や
話
題
性
）
？ 

な
ど

を
踏
ま
え
た
う
え
で〝
売
れ
る
商
品
〞を

選
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
そ
の
う
え
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
広
告
を

含
め
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
と
販
売
展
開
を
練
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
過

程
に
は
原
料
の
確
保
や
製
造
加
工
な

ど
技
術
的
な
課
題
も
横
た
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
『
特
産

品
の
開
発
』
に
は
必
ず
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
進
め
る
こ
と

が
肝
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
場
合
、〝
農
業
振
興
〞の
観
点

か
ら
の
『
レ
モ
ン
栽
培
』
を
考
え
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
農

業
収
益
の
安
定
を
目
指
し
て
佐
々
町

に
と
っ
て
の
新
た
な
農
作
物
の
栽
培

を
〝
特
産
品
化
〞
と
呼
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
現
段
階
で
の
取

り
組
み
は
レ
モ
ン
と
い
う
栽
培
品
目

の
植
生
の
適
正
を
見
極
め
る
た
め
の

試
験
栽
培
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
町
側
が
現
段
階
で
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
（
レ
モ
ン
栽
培
）
と
本

来
佐
々
町
が
目
指
す
べ
き
〝
地
域
資
源

を
活
用
し
た
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
よ

る
地
域
振
興
策
（
農
業
振
興
や
加
工
品

の
製
造
と
流
通
販
売
の
促
進
：
地
域
資

源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
呼
び
ま
す
）〞
と

は
ま
だ
ま
だ
開
き
が
あ
る
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
地
域
の
農
業
振
興
を
考

え
た
場
合
、
仮
に
レ
モ
ン
栽
培
を
耕
作

放
棄
地
を
含
め
て
大
規
模
に
展
開
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
近
年
で
は
飲
料
大
手

や
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
な
ど

が
産
地
と
し
て
自
治
体
と
連
携
を
結

び
栽
培
を
支
援
す
る
動
き
が
あ
っ
た

り
、
栽
培
規
模
が
小
規
模
で
採
れ
る
量

が
少
な
け
れ
ば
精
油
（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
オ
イ
ル
）と
し
て
の
活
用
な
ど
が
話

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
、前

提
と
し
て
先
進
地
の
取
り
組
み
事
例

や
業
界
の
動
向
な
ど
を
詳
し
く
把
握

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
既
に
特
産
品
協
議
会
の
構
成
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、農

作
物
の
栽
培
を
基
本
に
据
え
る
の
で

あ
れ
ば
特
に
長
崎
県
農
林
部（
農
林
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
を
含
む
）と
の
強
固

な
連
携
を
心
掛
け
た
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

　
本
来
、総
て
の
事
業
に
関
し
て
は
も

っ
と
慎
重
な
検
討
と
町
民
の
代
表
た

る
議
会
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
が
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、事
業
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
関
係
者
間
の
調
整
を
密

に
行
い
、最
終
的
に〝
町
民
の
た
め
〞に

な
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
せ
ん
越
で
す

が
、町
職
員
の
み
な
さ
ん
に
も
普
段
の

業
務
の
中
で
勇
気
を
も
っ
て
意
見
具

申
す
る
姿
勢
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
議
会
の
一
般
質
問
で
は
議
員
の

み
な
さ
ん
か
ら
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
指
摘
を
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。
佐
々
町
に
お
い
て
と
て
も
重

要
な
農
業
振
興
と
地
域
資
源
を
活
用

し
た
産
業
育
成
が
効
果
的
に
進
ん
で

い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
町
羽
須
和
免
　
　
　

染
川
　
勝
英

議
会
改
革
、本
心
を
以
っ
て

条
例
制
定
を

農
業
体
験
施
設
の
改
革
の
必
要
性

に
つ
い
て

　
佐
々
町
は
去
年
の
不
祥
事
に
続
き
、
又
今
年
も
議
会

内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
議
長
・
対
・
副
議
長
と
の
議

論
の
応
酬
。
副
議
長
、
辞
任
す
る
事
が
公
表
さ
れ
町
民

は
驚
い
て
い
る
。

　
去
年
の
不
祥
事
が
、
漸
く
平
穏
に
な
っ
て
き
た
矢
先

に
雨
と
な
り
、
町
の
行
く
末
を
案
じ
て
い
る
町
民
で

す
。佐
々
町「
丸
」は
、何
処
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
は
、
議
長
が
議
員
に
対
し
高

圧
的
発
言
が
〝
元
〞と
な
り
、
議
員
の
中
か
ら
も「
議
会

は
体
を
な
さ
ず
」
と
注
意
さ
れ
る
な
ど
、
議
長
と
し
て

の
「
あ
る
ま
じ
き
行
為
」
で
質
に
係
わ
る
取
る
に
足
り

な
い
よ
う
で
す
。

　
又
、
議
会
の
尊
厳
を
軽
視
し
た
と
解
さ
れ
、
町
民
は

疑
念
を
も
っ
て
傍
聴
す
る
事
に
な
り
「
前
代
未
聞
」
の

発
言
に
「
業
」
を
に
や
し
て
い
る
。
説
明
責
任
が
必
要

で
す
。

　
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
か
ら
要
望
し
て
き

ま
し
た
が
、進
展
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
所
が
、

そ
の
矢
先
に
議
会
混
乱
騒
動
が
生
じ
町
民
は
な
げ
い

て
い
る
。

　
従
っ
て
、
町
も
本
腰
を
入
れ
議
会
改
革
要
綱
を
早
急

に
取
り
ま
と
め
、地
方
自
治
法
に
則
り
、長
・
所
轄
の
下

に
お
い
て
条
例
を
制
定
し
町
民
が
平
穏
に
暮
せ
る

佐
々
町
に
な
る
事
に
勢
力
を
注
い
で
下
さ
い
。

　
尚
、
佐
々
町
の
合
言
葉
「
行
き
わ
た
る
福
祉
の
手
」

「
吹
き
わ
た
る
希
望
の
風
」「
ひ
び
き
わ
た
る
笑
い
声
」

に
な
る
事
を
町
民
は
願
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
町
須
崎
免
　
　
　

宮
﨑
　
勝
紀

　
昭
和
61
年
開
設
以
来
お
よ
そ
40
年
、
そ
の
間
社
会
情
勢
の
変

化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り
、
費
用
対
効
果
が
問
題
視

さ
れ
る
中
、漫
然
と
運
営
を
続
け
、毎
年
度
２
千
万
円
前
後
の
公

金
が
投
入
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
新
体
制
発
足
後
、
よ
う
や
く
施
設
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
、本
格
的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、未
だ
先
行
き
は

不
透
明
の
よ
う
で
す
。

　
と
も
あ
れ
、こ
れ
以
上
税
金
の
無
駄
使
い
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
度
こ
そ
施
設
の
存
廃
も
含
め
た
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除

す
る
こ
と
な
く
、抜
本
的
措
置
に
向
け
た
議
論
が
不
可
欠
で
す
。

　
い
わ
ん
や
、こ
れ
ま
で
の
短
絡
的
発
想
や
小
手
先
の
対
応
が
、

現
況
を
招
い
て
い
る
事
を
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、農
業
体
験
は
、高
地
で
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
既
存
の
施
設

で
行
う
必
然
性
は
、
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
町
内
に
存
在
す

る
多
く
の
遊
休
農
地
や
町
有
地
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で
す
。

更
に
、
施
設
職
員
に
よ
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
も
不
要
で
す
。
と

り
分
け
、学
童
の
体
験
の
目
的
は
、立
派
な
作
物
を
作
る
こ
と
で

は
な
い
筈
。
そ
れ
で
も
、植
え
付
け
前
の
耕
運
な
ど
、一
定
の
サ

ポ
ー
ト
は
必
要
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
そ
れ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

十
分
で
す
。
悪
天
候
や
害
虫
、雑
草
対
策
に
加
え
、野
菜
の
販
売

体
験
ま
で
行
う
こ
と
で
、よ
り
多
様
な
学
び
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
勿
論
、一
般
向
け
農
園
は
、ス
ペ
ー
ス
提
供
の
み
で
自
己
管
理

が
原
則
で
す
。

　
財
政
、財
源
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
る
今
、執
行
部
の
適
切
な
行

政
判
断
と
実
行
力
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

佐
々
町
平
野
免
　
　
　

藤
永
　
　
諭
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誌
日
会
議

　
佐
々
町
議
会
議
員
と
な
り
一
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
温
か
い
お
声
掛
け
や

ご
支
援
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
一
年
多
く
の

方
と
の
出
会
い
や
地
域
活
動
を
通

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
お

聞
き
し
、
学
び
と
気
づ
き
の
多
い

日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
に
は
大
切
に
し
て
い
る
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

　「
野
に
咲
く
花
も
、
花
壇
に
咲
く

花
も
、
精
一
杯
咲
い
て
こ
そ
美
し

い
」　
学
生
時
代
に
恩
師
に
い
た
だ

い
た
言
葉
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
輝

け
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の

思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
初
心
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
皆
さ
ま
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

中
川
　
由
美
恵

【
４
月
】

２
日

　
議
会
広
報
委
員
会

９
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
広
報
委
員
会 

21
日

　
議
会
広
報
委
員
会

22
日

　
議
会
運
営
委
員
会

【
５
月
】

８
日

　
議
員
懇
談
会

15
日

　
産
業
建
設
文
教
委
員
会

19
日

　
総
務
厚
生
委
員
会

21
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
第
２
回
臨
時
会

　
総
務
厚
生
委
員
会

　
議
会
広
報
委
員
会

26
日

　
全
国
町
村
議
会
議
長
・
副

　
議
長
研
修
会（
東
京
国
際

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
ー
ル
Ａ
）

29
日

　
西
九
州
自
動
車
道
建
設
促

　
進
期
成
会
定
期
総
会

【
６
月
】

２
日

　
東
彼
杵
道
路
建
設
促
進
期

　
成
会
定
期
総
会

８
日

　
議
会
運
営
委
員
会

　
議
員
懇
談
会

　
総
務
厚
生
委
員
会

　
産
業
建
設
文
教
委
員
会

10
日

　
議
会
広
報
委
員
会

17
日

　
議
会
運
営
員
会

　
６
月
定
例
会（
１
日
目
）

18
日

　
６
月
定
例
会（
２
日
目
）

19
日

　
６
月
定
例
会（
３
日
目
）

　
全
員
協
議
会

６月定例会の傍聴者数は
延べ26人でした。

つ
ぶ
や
き

　　議員または職員個人
 に関する記事はご遠慮く
 ださい。
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